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一 枚 の ル ー フ イ ン タ ・ 一 滴 の 涯 青 を も 使 は ず 而 も 緒 劉 防 水 の 新 工 法

トタン・スレート・陸屋根如何なる屋根の雨漏りも完全E つ迅蓮に手直出来る修繕材

スレート屋根防水断面

間

軽 量 屋 根 断 商

盛ir根屋f盗
可〉車時匡2誌に臣、へ

如何なる屋根の

出障も雨漏りも

簡単に手直し出

来る修繕材

1. 糊状液状に 分れ雨者の合理主的配合

にイt< り; 直確なる修繕 目的を7迭す

2 モルナイト自健塁手巷の影響を受げ

す'勉裂脱落無く耐久カ牟永久的且

黒色スレ ー ト色、灰、銭、白、総

各 色 ゐ り

3.施 工 簡易素人にも簡単に使用出来

。

<>; 1，. ーフヰング防水層に依 らず一清のアスフアルト

を使用せぬ新時代の簡易防水工法

1 . 俗高出せるア λ 7 アノレト公使用せき' る匁現場で煮焚の必

要なし

2. モルナイ トは糸湿に3討する感度殆どなく; おに亀裂剥高ft

を起きす，紹主主完全防7k となる

ＳＮ 新 築工事の務合の外ｾ設防水修迎の答合も大小 に不拘
自由に修繕可能

4. 施 工上待j ; IJ の技術を? ｾ必要とせす，

特 殊 塗 料 と 建 築 材 料
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時下建築に携るもののみなら十心める市民の最関心事は都市の防火針策であら

う。勿論従来とても防火の問題が全然と り上げられなかっ? こわ けではなし、。防火

地匿の指定の如き都市訪火封策の一手段に他ならな かっ fこのであるが 、その賀行

は如何、結果は如何、現在の防火i也直が防火建築を以てみ? こされて 、防火地医が

都市の大火災に際して防火壁の役目を果し始めるであらう時期はさ' っと計算しで

も百年程後のことである。その百年の聞には現衣のJlk勢を以てすれば我 の々想、泌

をこえに地域に走大な都合が、薪を白人 Tご様に非耐火的に出現する のである。今

日我々は新 1..1 い防火改修と云ょ、方法を提げ取っTこが、これも亦賀行に於て防火i也

底の如〈気長に その成長を待っ て居るのでは結局 . 'l J己俸に見まはi I ' t .，二時細をな」、

iこも及ばぬことになるのは明である。一方で は全市域に王cって11j :J( 改修念行ふべ

くあらゆる努力をなすと共に、新に護民し行 〈市尚I也、昨日まで同士III であって今

日家が建てられる地域に向って、大きな 百十重: の乎をさ しのべて現在の如 H1J l l悪な

混高Lしに. 非街生な不健康な郊外地となるのを救はねばならな い。言葉だけしか

未Ｎ，ｾ存在じなかっ＿こ、間土計劃を紙のとから土の ｪ 二におろすことに。オゴ乎本の出

来?こ防火改修地区を全部に習はせること t:.' 。

1  X I  



建 築 技 術 者 り 掛 底 と そ の 調 策

鈴 木
中

，巳A、
五耳目

は し が き

建築技術者が大姉底で 、業界が困 り抜いてゐる。特に徴用令施行以来の業界は、 その極

に詑してゐる。技術者の不足は建築界のみではな い。現主一般枇千干の常態である。それ lこ

篤〈の ではないの即ち技術員が初 ＱＱ 底し、且つ業界のｾ行 ｊｾＮ 一大陣容を受ける Ｑ ＡＱｬち工事を闘 ｩ

る、工事:を遅延する中絶する、 一時停止する、等の事故が惹起される こ主になる。か〉る

事態に驚〈のではない。か〉る事態 lこなりながら 、如阿にしてこの事態を切抜げるか、打

開するの方法があれそれが少な いながらに貰施されん k してゐるなれば少しも鴬くこと

はな い。 然るに賓際は全く暗rlJ j : 真宗否、驚1場狼狽その策なさ有様に駕< 1 ' : げである。事態

に驚〈でない、 憂ふるでな 〈之がお策の紙芝に憂へ且つ驚〈わりである。

ｦ ￬￭Ｇ し 之も ｾＡ｜ｴｊｊ 埋からぬ鹿である数年 前 までは技術者の養成制限を主張しに。その首時 所 崩

建築波術者と稿せられるものは( 大部分築撃を修了しにもの、建築技術石養成の墜校を卒

業せるもの とは大製専門拳校より 下は短期の建築専修製校卒業脊を包‘ 合し? こもの) 約 5 湾

人、 20年の新陳代謝として年約2500入、 然るに現在( その首時もりド同様なるも) 3000人の

卒業生が 、年々輩出される結果、年々 500人宛後ることになる。般に就職難の解決はこの5

00人七 け減少せしめなければならぬと云ふ設さへ表向 しにのはH' pR のl惑がある。現在、建

築年踏の示す統計1 こよれば内地は勿論糾! i . ( l L ミ?と荷、南洋、i鵡洲隊| 更に外陣lにある者が閣の

建築技・術者ー純白42. 526人と示されてゐる。建築何事生生徒組、教は 10 228人とされてゐる。

故 に約 Ｑ ＯＳ 豆尚三と見て約 Ｓ ＰＰＰ 人 は相前根臨める数字と比られる。飴るから之がます策ｾ均へ

て十数年に ｂ し ，Ｈ ，現在 、 ｦ ＮｦＡ［ ｩｩｩ に本事 箆 第二年 、 ［広三年ｾ 向へて始めて龍 験しにのであるから

周章狼狽する荒し Ｇｊｅ 然であるわけである。ｾｴＮｬＺ ＨＱ のＭｦ ｾｬ 専制 り なさ Ｇ こ主は殺ねて覚悟はしてゐ

るもの〉四 ｬ 酎楚 Ｎ ［ｾＭｫ ではなかっ＿こかも女 ｾ ｬ ｴｌ " よいが、内地の建築に見切りをつげ渦iiHへ建築技

術闇轄の抽出をj去っ? このが昨今の如く思はれるのであるから。

只 、 技術見のプ ､ｾｴ 氏 、 大小足の事貰は現干Ｇし如何とも舟し現Ｅ い。 その ｊｊ 主囚はオ記事鑓 による

技術品の名総あ るＡ出召 、 陸、彼もあるが生産 ｾ￬ｬｪ 充による建築土木事業の榊 ＩＱＱＱ 、更に渦初 ｬ 産業

五ヶ年計襲、生産鎖充への進出 、更に本事廷による文那大陸へ の逃出会与が騨げられる。 #; J

少々は事主きによる開業もあるではあらうがそれは少 いこ とと思ふ。

か〉る原医lから )¥.1Pk を推怨すれば技術者の郷町{ ; l 首分絞りられること 、覚悟しな付ればな

らない。大陸粧皆の逃民主共に怨んその訓J底を重ねて行〈。それは相; 詣の封策が誹ぜられ

ての上の話。之を自然に放任せんか、大陸建設戦τt: の技術者紋乏 し、之が大業 に支障を予K

すものと考へられる。

X I 2  



技術鞍士の養成、建築技術員の補充封策、養成封策( 立決して個人問題、業界問題として

でな〈閤家開通として厚生省、商工省あ? こりが考ふべき問題でもあ車、併し問題になるか

ならぬかは業界人の、之が問題にf'-J する熱窓と関心の大小高lまにあるわりでめる。乙の大

問題につきその解決策等、 : 伺嘗心臓強い男と 一般から見られるかも会Ij れない。/ j j 、その地位

柄でもないと云はれるかも知れないが、私は十数年末、技術数育、養成方法を相官徹底的

に調杏して来 fこので、その方面では多少、人でないと自負してゐるので参考ならぬ参考に

なるかも知れない。溺る〉ものは誌をもつかむ。その一片の藁片にもなれば幸である。

こんな逼迫 し＿ こ 大事 Ｎｴｾ に於ては先つ ｡ 結論からと思ふので技術員の沸底の針策は弐の三つ

に分れて考へて見様、之は一つの、も一つのも のとし てでな〈て は、解決出来ないが暫ら

く3つに分りて考え 3 せて頂〈、

即ち、

A  技術員の教の堵加を: 計る

B  技術員の質の向上を計る

C  建築界の制度、運用の合理化走計る

教の増加は積極拘のもの、どうしでも やらねばならないが年ι!: に之が j似たは困難でーあ

る。それが鴛には、技術品の質の向上と云ふよりは技術的の簡易化、制俗化の賞施となり

ゃしないかを考へて能率の増加を計る。

更に、不合却的、非能考霊的なる建築設計 、 又は施工方商の合｝叩化ｾ計ることが亦大切

である。

f: が、現在の教の増加をた1- ること之が先決問題で他は第二次的のものなれば先決問題? こ

る教を如何仁して補充するやの方策を暫ら〈巧へて見 ｔ こい。教をｾ Ｎｾ［ｾｾす計持 、之は簡翠の様

ではあるが中々どうして、そう簡単に行〈ものでは なし、。事泌判夜首0' _ ] ' ，ｾＧＣ工業開係者が

議合を動員し新聞をナ動員し 、雑誌を動日し、 ラヂオを動呉 し、遂には政}j;f を到かし、地方

自治園謹更に紹介所を動員して向充分に職工叉技術 tf が思」、*t に集ら今、他の引抜策に腐

心し、亦一方見習工の募集に莫大の費用制交じて仰i人は勿論、業界組合聯合機附一致しで

か〉りぬいて現在 tこ及んでゐて向彼のi行、態である。之が10に賃銀は暴騰に暴騰し、あらゆ

る好餌を設げての募集梢を張つでも f旬、充分の好結果なさ現在に 、--1) 7 否十歩百j }-Q主れて

これか ら乗り 出し、 残 り物でど うやら間に合して 、やって行けるかど うか の 難 境 遇 lこあ

る。飴程の決心覚悟更に業界人の結束がなくては到底この難事業は、出ボゃしない。曲り

なり iこも成功は出来ないと云ょ、f: けは各自が漁め充分自覚 してか、らねばならない。世界

iま好餌には相官飽和して居る。飲み過ぎ lilt ぺ過ぎの態である。将来や単なる約束書、契約

では安心しな〈なって来?こ様である。 新計劃の建築界のこの、難問突依は建築事業が従来

像 り ｬ こ赫々＿こる 業績がよ少なかっ ＿こ＿ご り一層の難易ｾがあると思ょ 、 。 ｭ 二し現在は過去 、現 在の

ijlt 合通念で推計するピげでは駄目に。何等の新計霊も出来なし、。新しき力、制度内容で、
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新しき i仕合通念か宣俸により賓際内界展示により展覧合により革新 5 せ つ 入 募 集 計 聾即

ち技術の教の精力11 を計る方法を案出すべきである。

机上 の計査にげでは駄目に終ると信するる。

A  技術員の補充策

個人的の技術員の補充策なれば簡単 tこなる。他よりの引抜策を裕子トる。サラ リ戸に よる

引抜策、手首による見習工 の募集、之は一寸者へると容易に出来そうではあ右が仲々ぞう

好都合には進まな い。之れにも一定の限度があるし亦、枇合通念の滞い時代の概念からで

ある 。賞際は仲々困難な時代にあるピけは考へねばならな い。亦以上が可能なりとするも

1 の業者よ り他の業者への箆特にて業界全謹には少しの増加もない。か〉る黙は大いに現

代の如き非常時下 tこ於ては自粛すべき貼である t 思ふ。今回はか〉る 1tm人的の技術員の募

集秘訣を論争るのではない。業界全世 lこ、技術員の補ひっく方策を湾究するにあるわけ

である。業界に技術者の雨を降らせるには 、他の方面より技術者佐輸入しなげればならな

い。その道は自然 にある。即ち、

一つは、建築製校の卒業生 l二期待出来るち製校の4: 先生によって補充する。之も恐らく

3000人 これでは全〈焼け石 lこ71¥.1': 。

それも一部は本年十一月 tこ更に十二月に更に明年三月 lこ出る。これは平時f:< (rj の補充人

員に過ぎな い 。之ではとても間に合はない、不足 ｦｾ Ｇ から問題 ｬ こなるＮ

そこで、 この方面の封策は五ヶ年は四ヶ年で卒業し て貰ょ、。 3 ヶ年は 2 ヶ年で即ち 1 ヶ

年短縮させて今年は 2 ヶ年分一時に出て貰ふ 来年は出来ないが、そのtill 充筑は 1 ヶ年牛

色先なのTごから、その問 に封策をつけるとして来年3月には2ヶ年分一時に出して貰ょ、主云

ょ、方策 もある 。併し之は一寸a 文部省が許すまい。

三たには撃生生徒の多量の養成募集をする。更に新しく建築のある工業墜校を設置する。

之でーは 2 年叉は 3 年 5 年先になっての柿定策でこの念場; こは間に合はなし 、。現在では持ち

切れない逼迫し? こ需要下 lこあるのf.: から 、か〉る長期建設もよいが、それではこの現在が

過きれな いのである。

共にあ る第二策は短期の技術員養成所の設置である。出来れば 1 ヶ月又は 2 ヶ月でやり

?こL 、。それは不可能な事としてもせめて 6 ヶ月乃王 1 ヶ年ではやり通し? こ L、のである。之

につ いては詳*111、次の項で述べることにするが . 之が技術的には不充分であり多少欲陥が

あっても 、 とにかく聞に? ごり数量はどうやら一部ピけでも補充がつく。

三たには老齢者の復前である。隠居し? こ人々を? 、再び働いて貰」、。時局柄耳よりな訪と思

ふがその数? こるや徐り笠; てじはならないものと信す・る。

第三案になるが、建築関係職工の登用による技術者tili 充即ち大工 、!隣人、左官工、手

体 、塗工、石工其他のものの内 より 、短期 に養成して波術者と して採用する。相官専門的

の知識 を有す る故 これは相官; の可能性はあるが。職工の賃銀が 向上し てゐ る現在では多ハ
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は期待は出来ないが、困れば之は相 首 に良い 影響を業界に惹起しゃしなし 、 かとも思ふ。 ＱｾＧ

が、之が震にそれにけ優秀なる職工を職工界よりヲ| 抜〈乙とになり 、現在でさへ、職工期l

ｬ 二苦しむ折柄絵り好結果になるとも思はれなし、。ピ ド ｈ ｝ Ｏｉｾｾ ［ の好結 果ｾ得るＺ芭の一つ になっ

てゐると信す' る。

第四案になるが一部を ￝ｾ ・子に開放する。女子で間に 合ょ、隠は令計 、 事務以外の駄 にでも

即ち、 技術方商 lこまで内容から言へば設計製問、仕様硝等までも進出せしめになら女子建

築技術員の養成所を設置する。女子ｾＩｊＱＱ味しに建築法術品の再検討も一応え［へな〈てはな

らなくなると思ふ。

第五案になるが大陸進出後は支那人 、 満人の教育による支那人の、尚人の建築技術者Ｎｾ

養成する方策を考へるも一策と思ょ、。

第パ案之は貰際に可能かとうかは知らない b; グト閑人の技術者の使用等もある。亡が折角

の大陸進出 、建 築Tごりでも日本化して行き? こい。八法一宇のこの偉大さを建築に賞現しTこ

や り方を持つ日本的手法を大陸に移植し? こいとの念願から、 日本人による技術員の補充の

完備を期 し7こい と思ふ。

B  技術員の短期養成策

此の問題は技術上から教育内存から史に設立方法から否質現方策から名へられるつ内最

も大切なるは賀現方策即ち、明日からどんな方法でやれば一美 iJ も勾〈賓現するか、設:u: の

方法の問題がーたつV5ーである。今やf lj! 1命や j/記念の時期ではない。現在の司法: 技術品の平二，.

なる柿充にあるからである。光づ主成所- 設置の資金問題であらう。それが! 設| 訴に求める力、

請負業組合又は他の岡龍に求めるか一般の待問に求めるか Ｚｕｓ 志家の守町 ｊ に求めるか、何 ｾｬ

にしても直ぐに可能な 商伺 Ａ なヂ禎共 Ｑ｜Ｉｾ の要求きれない質現司 ｦｩｅ なるど先づ撰揮すべきであ

る。何れにしても、か〉る運動か、る試運? 政戒する建築! 支術fi 短期WJJ X : 問点置期成ヂ? と

か聯盟と云」、名栴は如何でもよいか、 その I ｾｉ 心をなす局設設置があれ活動に岩手すべき

である。着火装置なしでは中々自然には生れ出な ｌ 、からである。先づ設立への運動をＧＺＧｾ孟匙

すべきである。捺を大き〈して聞係者を話局を純

設立さへ出来れば、その後に起る問題は j支術内容の問題、建築定術品と - - [ : 1に云ふが如

何なる技術内容を有するものカ Zー韓最も不足してゐるか、それを短期間に設汚J 自問に教育

するには如阿なる 設備を要する か如何なる専問知識内号与を如何i1i ￵Ｚｬｴｩｪｪ 日 ｉｾｉ 笠押段能を純謄

すべきや、之に 要する教育時数等が調奈されなりればならなし 、。が此等は珂想案 に貯ま

る。見解問題になる。程 度の問題になる。短期完成は最初から無 ｮＡｾ 了過す庖にある。明論

ではない、やらねば此の際、打開出来な いに よってなす非常手段、平常時の1faL

1
念で 3 ヶ月

6 ヶ月に何が出来るものか現在 3 ヶ年 、 Ｕ ヶ年か〉ってさへ ￬ｾ ｜ｪ 足なものが完成 出来ないの

にとの意見は現在は問題ではない。建築界の縦一部1: げでもよ い少〈もよい兎に角 人的資

源ｾ附加して頂りば、後は各 業者が之を 利用し、 毅詩しつ下 、 事 ［ ＱＲ 能率をＺ，Ｚｦ ｽＱ げて行 くから
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である。

ヨたは教育、の問題である 。年; ゅの問題 、高卒 15才{ 立のものか 、20才を過ぐるものを最低に

するや 、最高何歳までか 、例へば30才までか、 4.0才か 、50才か、此庭 iこも問題が残る。共

は養成方法、寄宿合に入れて 、園理N' l に養成するか、亦各業者に分散してやるか 、即 ち、

奪 間 は各業者の手 ｴ［ ｊ ‘をさせ夜間 ｦ ご げ教育するか 、 亦室夜を＿通して技術，製術ｾ数 ｊ 受せしめる

かの問題がある。火! ま募集方法である、養成組問中の作組問題、修了後の待遇問題であ

る。或機械工の主成所 t:: が始め は 6 ヶ月 li¥1でし? こが養成胡Ilnr! . 月額40闘の制j助、Z; r - 業後は

月給65閥 、 日給 2 阿30践 になる とか聞いて ゐる。建築 :HI 可員芸成所が之と相詰な1l 過がな

し得るや o A; も之は中 等皐佼卒業生ど入所資1卦にしてゐるもので 、工業事佼卒業以上に符

過されてゐる、羽? な黙ち少〈ない。

か〉る待遇と卒業後の{ 尽詮等が 、募集 lこは大きな効果を来?こすものである。

更 に、 その保護が厚生ii か、各地方自治国謹即ち大阪市又は大阪府の如きか、或は建築

協 fi?又は土木建築請負業組合聯合合か叉! 主事 7よる 個人名なるかによっても亦相等反響力t 異

なると思五 、 。東京の某氏が左官の養 成 所を計 差し養成 ｾｾ ｉ 日給 Ｑ ｛到ｾ支給する 、 寄宿舎に牧

容する 、入所資，培高卒以上卒業法のi将軍 i主主i 任を持っと云ふ僚件で、新聞照告し? こが一入

も希望者ーがなかっ? こ事買さへある。 飴程考慮して、新市t 0v71長勢に順臨 して計言語 しなげれば

入所希望者 を獲得 出 来ない結果ｾ生じ、 ｾＱ ￎＧ ｪｦｾ の計五ｾ［ Ｚ［ ｾ，バ＿ と 敗 に経る やもタ Ｚ｛ Ｑ れない。大 器 、 ｪ く

規模のN 成 所b' 主1mｾ Ｎ支 ｴ 乏して桐宵 ［の 信 用 ｢Ｇ 置かれ 、 その待遇や立Ａ専 によって土木建 築界の

内察力 Z玉県解される時カ叶えれば、 そう募集は岡県 ｈ ではなからうと徐ｾ ｾ 引 Ｑ Ｎ Ｑ Ｑ 来る。

弓たに如何なる方面、如何なる j吾を 円的として主成するか、 .E[Jち 、高等汁、製校卒業生に到

しでか中等感校卒業生へか、之には大きくは厚生符の割首を要求するまでに 進展 させねば

だ らなし 、。之は来 るべき 、生るべき人的新資源への開拓である。

向他の方法として は時代産品とから離れ に 梓業主ナ必要とする 方面、 ｩｪ ｩｾｾ 業 者 養成の問題 、又

{嘉照軍人への再教育、 J受;ii it教育へと現在[ ま求める外ないと思ょ、。向中白人の叡育、満人、

支那人の教育益成等も巧へられるが先づ以上の外ゐるまい。

何れにしても厚生省、職業紹介所、方面との連桁や後援がなくては到底、時局柄結賞し

そ うもな L 、。養成所の人容 iこしても亦その建築建設にしても一一。

; 定成所主? 先す・設立す♂。之が話に寓真It 乞排して逃む機i拐を作る。 その間に内容を?検討す

る方法が先づ第ーと }J!，; 、。

C  養成 訴の教授. 7..1容私案

短期の養成である力 ＾ ｪ ｩｘ になるべ〈分科すべきである。その内容が狭い桂その ， ヨ ｪ 果が ＮｦＱＭｾ げ

られ右。ヲト理論的のものより質際 的のjが jLj 、笠智 、製作が効果的である。

建築技術員は機滅工とは大部その趣を異にしてゐる故lこ彼の行き方の如く細分科出来ま

い。現 に要求されてゐるものは高能戦土ーの様に見交げられる。設計も 、製筒l も、強度計五iーも
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現場の監督、施工もと云ふ様にも 考へられるが。それは 5 ヶ年を以つでも可能ではな い。

そこで出来る Tごり狭い範園での養成分F竹7必要とされるわりである。

先づ私案として 、考へられるのは

設計製圃科 同工科に匹敵するのではあるが製闘を主として之に柿造内詐を穀段して主

として木造練瓦浩f J ) : を極々 ノj 、さいながらに自ら 編められる限度。

現場監督科 設; 十岡よりは建築、材料、 地工を如19 、測量、竣功除脊、監督主要領 を建築

構造を通じての概念を興へる。

施 工 科 主として詳I : f日羽の見方、岡町の見方診V:l l l J 、明納嵩- の作成の出来るもの 、

算盤、計算機の i吏月] の出来るものへの教育をなすもの。

以上三分利位がよ。い。更に土木"[:;1関係の もの〉附加も意味があると思 i 、。同様に現在技

術員の梯底に悩んでゐる'からである。 f均三分ド| を別に、水温存I- ，:W瓦法科、餓骨科、餓筋コ

ンク リ{ ト科、共他絵り理論的に走り過ぎ 、現在の要求に泊はないのではないかと思ふ。

教授の目的、授業時数、事科 t 宜習 、製間内容とその時数、質習の内容等、大いに調訴し

て此庭に善悪げればならないが之は後の機舎に譲る。

結 び

技術員養成、有li 充策は異例になって考へねばならない。 エj = i 工業方聞は凡手? 工養成主? 法脱

化し技術員の養成は岡家ーが之に首り之が 修了者の割前を賀行しつ〉ある 現在であり相首の

経情的負擦を以て各自が過進しつ〉ある。放にその方商には青年ノレ年のj " ; i¥1禁の的となり 91

力が強い。統一な くその迫力もない建築土木関係への引力は:Itli: rご少い織に思はれるは 、ヵ、

〉る施設が少いのみでな〈未? ご業者の民剣きが不足してゐる にもよる。とうにかなるピら

うどうにかして〕貰りるにらうの他力 ii iJiI.. '念が去らない。技術品の不足は相世話題に登りつ〉

あるが、一歩職工の養成等全く御話しにならぬ程大飢餓に芭間し乍ら全〈劉伴の火事の感

あがる。之は建築界の組織運行 |二の- 大紋陥からである。下請ilt lJ の快陥である oDl 接J品工不

足は下請者である。頭梁. 親方であるからである。之等 IHAi 内的に. 亦表町立っ て之を岡家

に請願し自らの経惰力で出来そうもないと云ふ宿命からの感じが去らな L、からでもあ 3 。

人的に建築界を佃みるのは全〈現在が始めて{ 立、今後六いに 研究され亦詑界も m常 に革

新されるであらうと思ふ。

向、如何にしても満足なる技術員の蚊は首分求 められな いと ［，ｾ へ なければならな い。此

虚で、技術的 lこ簡 易化しなげればならない。

設計方法 i二、製闘に 、t l:様積算に 、規 ，俗化，ァト制化、 指f(形化、等相官: ; のfiE寄る:TI:.i :i:H二策の研究 tこ

他商努力し江りればなるまし｜貨車の少い運輸の能率を Ａｦｫ げるは貨車の停車時 Ｑ Ｑ ＧＱＱ の短縮ｾ

計る外はない。之には詰み込む時間の能率化 を 計る外はな ｌ 寸。 建築界ヲ ｹ［ 同桜にｾＡ｝Ｑ ｊ 誌の停

車をして運行を遅延させては同家に相前まぬ次第である。 Jr-u Lのない策、私案 .考案のみ じ

格つ? こかは会J l らないが 、幾分にでも将来への参ゴき になれば卒である。( 昭和 14. 10. 2. 脱稿〉
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長実母 建 設 痘 面 し て

松 久 保 敬

我閣は今や千載一遇の時局に蛍商して新東i l l I 建設 l こ; 直進し 、j攻洲大戦を読本げの請111として

ー・路突進速力に大事業の達成を計り、大東亜の盟主として世界に君臨する基礎工事に取掛

つ にのである。此朋に臨んで国家組力戦下にある全産業部門に先行して共役割を勤めねば

ならぬ 、 我建築界殊 ｴ こ 胞工界の現 ｊ ｬ ｫ よりして思ｾ将来 に 及ぼして見るとき、時＿ こ 寒 心に 堪

へぎ るものあるは識者の等しく認むる所であり 、且之が針策を漏り図家機関にのみ委ねる

べきもの ではありますまい。日支事受勃護首時業界各方面では奉って不況来に恐怖し 、持

職問題までも接頭し或機3自の如 きは委員合迄も設り離職者の就職斡旋にまで乗出し、叉或

方商では現職技術員の大量持出に大主とな り、共後半歳を出で守して世間は技術者の不 足

ｾ稿へ業界は枇令 の一般 ｩｕｾ 勢 に伴 ひ主主々多 忙を 極め 、 生産燐充計賓の進展と共に念辿 ｬ こ 工

員職工の大不足を来すに至つ ｔ こ。ＺＱＮＱＱ｜之「日制Ｍ韓五ヶ年百十望Ｚの改訂に ｈｾ り ｊ 河川 ｬ 方面の大事

業計聾の遂行と 0 0事業の辿成にwひ、内地業者の大陸進出に力11ふるに大陸各方商より充

員 募集 と な り、 技術者と熟練職工の大陸進 ｉ Ｚ ｉ Ｍ ｾ は英大な る数に及び 、 急速且つ多数の 人 民を

要 する事と なり共規 ｉ ＧＺｒＺ に於て も従前の数字 ｴ は単位を異 にし Ｗ， Ｑｾ つに ｔ こめ 、 各方面共悲鳴を

県 げ 之 が 劉 策 に 腐 心 し つ 〉 あ れ 現 下 の l巴，{ j; 策としてもやす等かの方策を楠? る 必要 に辿 ら

れ居るが 、此割策にして徒に一時を糊塗 するのみに過ぎすe してを将来に践す事あっては来

るべき平常時に於て再び光年聞東大震火災復活工事後の如 〈速成職工の続出を児、之が矯

め皮術の低 下 と共に、一方 従来の熱練工の極度賃銀ｾ誘ひ勢ひ熟練工の特設と之 ｴ こ ｗ［Ｎ 、幼

年工の志望右も共 ｾＩ￬ｩ を断つに王り、 Ｚ 共結果今日見るカサ日〈大工、 ｴ￩ 行 、 石工等各般の如く

相常期間見習を要する ｬ 成工にあっては近き ｊｩ 寄 Ｓ Ｑ ｾ に於て大不足を訴ふる事は火 ＳＷ 見るより 、

明かとなり各方商Ｇｾ事者 の受 ｬ さＺの ｦＺ［ｔ Ｈ t. なって居る矢先、今回1の事箆にて何れも時局産業仁

志り幼年工不足問題に拍車を掛りるま; となり、 j此i比t庭 にf何可等かの主会針τすI策 3を:，[1

れて居る際前 ｩ輸揃 Ｓを＿踏まさｾ＼る［様 ｩ呆 Ｑ 官 Ｒ怠意き玄Ｚすべき［は立勿論向一歩 ｪ逃［隼生八ん ， で抗枇 ｴｪ 児平機 Ｑ構蒋の己改文洋革 ｌ の流れに沼ひ

業 i界1早Lj全E韓をを? 共経皆組口品織i古kや鹿1傭腐閲1係系 に桐首詰.改主主普!与与の 1必必区必、要カがz守t認1忍lめられるのではあ りますま いか。

遇々職工不足{ 立長長年間に従ひ、即ら需給関係に伴ひ j捻減過賞に行はる〉ものとして極め

て梁感的な誌もある様であるが或は「マルクス J 資 本 論に於りる0- : f f動力を一つの商 l品化し

に 経済容さ で の議論でも少〈とも我業界 に 於 て は一地 方 的に見るか 、 叉何等熟級 Ｑｾ 要 しない

労働力にまJ してか、或[ ま又非常に長い歳月を通じてのみ汚へらる〉事で現在の如き闘家全

日豊的な 、叉念を? 要する問題で最も熟練を要する各職工に封する 問題と して斯〈の如き紫感

論は許され，2>- - るものであちょ、。
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抑 も 熟 練1哉工 養 成 の 問 題は 遠 〈事建 前 よ り 各首 事 者間 に 於 て 悩 み の 種 主 な り 幾 度 も 討 議

を行つ ＿ こ 問題 Ｑ ｾＧ が 、 或は待遇問題説叉資［洛問祖設等遅々意見［まあれどもｻ可れも之を賀行 に

移すとなると簡単に行はれそうにもなく 、何れの方商でも直接痛痔を感せ' ぎ るま〉今日に

至 っ て 居 る の で は あ り ま す ま い か 。 此 業 界杢龍のj [I . J きとして全 閣 一丸と な り 方 策 樹 立 が 念

務 で あ ら ね ば な ら ぬ 大 問題 である。 猶 根 本 的 な 問 題 を 樹 立 し 愈 々 賀 行 に移 せ ば 強 力 な 来

者であれば共れ一台祉のみにでも数年を出でするして自らを改善設展せしめ 、解決黒( i lこ達 す

る事は 何 等 難 事 で は あ ります まい。 世 は 長 期 戦下にあ る今から にでも 遅 〈はな い。

奮 っ て 識 者諸 賢 の此 問週 に釘 す る 御 高 見ZTE主表され一 日も 速 か に 解 決 に 向 っ て 進 ん で 戴

き度いと熱望致します。

保 険 料 走 割 引

“ 燃えない街" 防空武装街は東京 ・大阪二大都市をはじめ金問主要都市に綴々誕生しっ、め

るが大 日本火災保険協舎 に属する各舎祉では この都市武装化 に協力する? こ め防空武装街 に望者し

では保険料の割引 を行ふ ことに なり 、九日同協舎から大阪府警察官Eへ遁知があつれ。 Ril ち東京

. 大阪を始め全国十九都市で- I f r ; ; 創の建物全部を防空建築に改装若〈は新築しれ場合はその完

成しれ阪劃内 にある建物及びその牧容動産に 到し割引を行ム L ので善治の保険1 : '1ミド より四級機

造 f 木造 ・銭筋 コンクリ ー ト等〉は二割、三級構造( 銭綱、 メ忍ルラ ス、コンクリー ト等) (ま

一割引 である 、割引賀抱は武装街 t して各府阪警察官Eが確認し1: 日か乙でら: L，aにう :たはでは市

岡、船場南街区が割引 をうげ る認であ る。

工 場 労 務 者 諸 君 の 住 宅

都市の住宅難主主策として先に厚生省の工場努務者住宅建設策により大阪府 に制営られ1: 住宅

散は小住宅 3. 000 戸 200 人牧容の濁身者アパ ート 30車干の建築分封書 に就L 、ては府、frJ 及び多数の

労働者公有する大工場合祉などで協議の結果すでに住友、 rj' 山製鋼所そのf也、電彼等で j斬次住

宅建設計劃を進めてゐるが、大阪市社合部で {主、明年度新規事業として約 1.000戸の小住宅建

設を計劃、 この程その成案が出来 t つ1: 0 大阪市が; ぎらうとする新小住宅は l 戸の敷地40坪う

ちE霊平は 15 坪の木造平家建、 6 段、4 f'.<. t t 、 3 盤、 2 ｾｩＱｬＺ に炊事務、便所、と云ム小ぢんまりし

T二住宅でゐるが小さい乍 ら各戸に1記載を殺り、工務の煤煙と騒首ーの中に働く労務者に慰安と 休

息の 『幾しいわ が家』 となるよう心遣ひが排{ まれてをり家賃は月 19図前後になる筈でゐる。 こ

の小住宅 1. Ｐ ＰＰ 戸の敷地総 坪数は約 ＴＰＮＰＰＰ 手 、建築 ｔ ゑｾは約 ＴＶＰ ｩｩＺ｜闘と見積 ら れ 、 工 場地平静 に

近〈交蓮利使のよ い場所 3.4 ケ所在? 選定、分割して建設されることになってゐる。
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如 何 に し て 毒 瓦 斯 を 防 ぐ か

穂論 「現代科撃事L中の殺人利器」

我々民衆の備ふべき常識と畳悟

オミミ

方苛立

前 が き

口 清

原警は「志、核防毒」と云」、表題の下』こ睦

伯龍臨阿が幸子述し?こもので 、全部で七章よ

りなし戦時民衆常識調本と して一般民衆

に 71F瓦斯に 到する智識を普及させる需、

1937年上海に於て 出版されにものである。

内容は常識の程度を出ぬものであるが 、今

断末肱に HJ 沿いでゐる蒋j攻様が如何に防空知

識の普及に務めてゐ? こかと云ふ 、その一端

を7伺ひ知る事力; ，' 1-11来ると思五、。向今回はぞ

のうち総論及び第一章の抄訴を描載し Tこ。

手;1撃は愈々究明 されて殺人の利器も弐却 に新奇なもの、完備せる ものが現れ残沼ぷF惑な

ものになって i，f( i こ@ ニ昔の戦争に於て 使用せる武擦は、刀 、検 、弓矢の祝度を ，'1.11今、破壊力

は非常に荷拐で従っ て死亡率も自然少 し 負傷等も職に多力11せる少数の; 降τ1: に限られてゐ

ｦ こ 。一方多くの民衆は兵耐の及ぱぬ地方に逃げて平手 ＱＱ に暮してゐると言つ ＿こ ｊｉｊｾ 態で 、 静か

ｴ こ 情然と し て他人事の椋 に 傍矧してゐ て 絶到に如何なる影響も受りぬ有株 ＱｾＧ つ＿こ 。 戦争力Ｚ

激烈!をきはめて敵人に蝶閣されて渦円荒涼と 言つ ? こ敗戦に際しでも 、一般の人々は「白帰

門前零」と言つ に体統的な卑劣な% へを持ち、敵の丸lが自分の身に及 lまさぬ限りなんでも

な いと 言つ ｔ こ態度ＱＺｾつに。然 し 現在では問家色 ｬ｜ＧＺＺｽ｜｜ 之との関係は ｩ 浪人の間迫佼侮によ り て続

々符切に な り、人 々は岡家l刊l観念に立ij!;¥1し同氏としての義務を諜さねばならな〈なつ Tこ。

近代の新 式の武器は鋭利で遠〈昔の比ではなく 、以j j ( j の刀紋の類は |等物館な どlこ飾 られ

て既に l謡史的な ものとえって 了つてゐる。現ず!ニでは. ? j 工商戦ょ 1) j ): 組職に迄進展し悲1主主7 W

J1J ひら れその帯守ブJ の括烈さと 、純問が蛾大され に こと によって民 iこ「殺人如革不間続」

と言つ fこj 也歩を占める様tこなっ 7こ。何んと残忍なことではな いか。公法I ' . ' 刷み十手段を j撃

ば十味方のが ｉ おｾＡの戦 ｪＺ は 言ょ 、に及ば今、後方の民党どをも ー 網打葉忠ひの慌 に され て了 ょ 、 の

である。 即 ち武装 し;μ 、民家であっても 、叉戦線より千果も離れ?こ土地に あっても 、敵の
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暴戚より逃れることは出来ない。何時も悲瓦斯の危; 愈にさらされてゐるのである。我々は

資財と謹ブJ の総てを降! 家ーに叡・じ各人が責任を? 悲し 、各々その持事につき 、各人が必死の志

を以て決戦に臨んで ｩ 託伎の目安引Ｎｊ ｾ ｾ ｮＺ ひ 、 死中に生ｾ 求 めて始め て柄酋 の ｊ ｉｘＮ磁を得。代 償 ｦ･ 求

める，こ主が出来るのである。結到に無意味な死方をしてはならぬ。以 ｉ ｾ Ｎ の理 ｲｨ の下に我々

にとって憲瓦斯を如何に防ぐかと云ふ問週は- - } ( い にi i J 1 究すべき依胞があ る課 である。

多数の岡民法 ＵＵ 瓦 Ａｬ 庁の効果をｾ 9，rlつてゐるかも) ，11れぬが、J f で聞い? こ丈げであっ て円で賀

際 lこ見てゐない。悲瓦j析が如阿なる効果があるかを前究し 、より正確なる認識を得なけ れ

ばならぬ。一般の人々は苛瓦斯 ｩＭｾｩ ｕ ｪ がんとするもその方法ｾ知らな い。徒に大衆の ｜ｬｦｬｬ こ ｦｕｦ

へられて ゐ る方法も色々あ って、 どれが本官; なのかわかつてゐない。

我々が進んで Ｎ 研究せんとしてゐる「如何にして奇五斯ｾ防ぐか」 に ついては先づ以下の

郁々の問題を明白にせねばならない。

1. 毒瓦斯とは どんなものか?

2.  惹瓦斯の; 屯類 にはどんなも のがあるか ?

3.  敵はどうして毒瓦j析を放っ か ?

4.  どの棋な 中毒症欣を起すか?

5  中7告を どうし て防 ぐ か ?

6. ql誇にか〉つ? 二時どんな乎首をしにらよいか?

以 J二の各項; ま総て これ戦時に|怒して常識として知って居らねばならぬ事柄であって 、相

詰霊要性をもってゐる。著者は岡氏に自救の方法を会11 らしめると同時に一般の群衆をも救

謎し 、事前に防毒の知識に同l いことを& l けしめる沼、特に各工頁に分って以下詳桐に記述す

ること t する。

第 一 章 毒 五 斯 と は如何なるものか

( 1) 理想的な最新の弾丸

毒 瓦斯は ｦ ［［ ｜ 皐兵器 のＭ ＭｦＱｔＡＺで 最も粧情的に して 且有効なものであ る。戦ｾ Ｚの 方法 は ｉｬ ｬＭ 代ＨＧ［Ｑ

刀を用ひ近代は餓砲を用ひるが その使用する武器は縫っ ても組、て同ーの問的に使用される

もので、即ち敵方の人命を殺傷して戦闘力を消滅させる簡である。敵味方共その努力が均

術して居る時不牽 に し て 戦争が勃設し＿こ場合に雨間共短明間内に勝負ｾ決せんとするが 、

事質は仲々さ う は簡単 に 方 付 かや双方背心をして碍々様々な方法で ｦｊＱｪｾｪ｜Ｑ リ せせと し て 、 武

器が共第に精巧になり戦略がいよいよ 特になって、 最後には遂に 利率の精髄とも云五、ぺき

新設明 lこか〉る絶妙なる武器を戦争中に作り /+' ，し、一方i坊紫工作 6 日に日に 竪聞 になり 、

昔の刀剣は完全 に不用になって了ふ。か〉る '¥¥!i 勢下にあって殺人 fe 日的とし に武器もも:f 倒

的に改良され、今迄直線的に撃に れてゐ fこ砲; 躍も各f 1[ iの障害物 を飛び越え 、緊符に遮市j ( さ

れ? こ中にゐろ敵方を? 殺傷し得 る特慌のちのに改良されfこ。こ の中でも最も焼想的な開丸は
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事宜上腿積が極めて小さし肉 ｮｾ で見えす ･ 且霊長Ｚ｛ｦ聴くて空気 ｬ ドに浮遊し更に秀れ＿こ特性

を只̂ ' てゐる。これに 一度敵人の謹が接糊する と、忽t ，皮 j荷が犯されi世間能力をタくって了

ふ。即ち此の陀の弾丸は奇瓦斯: の性分がHl 々の僚件に i盛合する中止配合されてゐるものであ

ってこれが即 ち近代利接戦の始 1) である。

(2) 未 来 の 科 書室鞍

意瓦斯 ｴ 主戦争 に必 要な 化 撃力 ｲｾ 物質であ り、 その効果は近代戦では重要視 され現代に 及 ん

でゐる。世界の宇 ｉｂ ｪ｜、は米 ｲｾ に班、平安裡に悲瓦斯の研究Ｚ｛ｦ続けてゐる。このことよりして未来

の吠界大戦はー壌の利墜戦が展開されることは疑の徐J也がない。誰れでも未来の戦争に問

ひる武器を玲想、して御党なさい。これは非常識的な臆測であるかも) : ! l れないが未来戦に於

ては科皐の威力を用ひて、以 前の如〈多〈の兵士が戦壌を駈げ廻る ことも な く、敵の前線

に突撃す β と言つに肉 j市職に倹つこともなくなり、巧妙なる利率設備の配置を することに

よって 隅〈 間に数千 数寓の敵兵を殺傷し 、 城をｾゑＺめ ｔ こり 陣地を占領 す るの に そんな に苦心

を要しない。このことは jたして幻想でも戯談でもなく 、近き賂来必すe こんな日が来る。こ

れ等惨憶Tこる 1背景は一寸考へでも怖しい乙 U: .'。

(3) 毒瓦斯の最初の使用者

一一附洲ｽ［，Ｚｾ没の際 、 怪雲 仰 軍を襲五、一一

悲瓦斯の護明及使用は今を距ろ 20除年前第一次世界大戦以前に於ては未にその名があら

はれてゐな い。丁 度 ＱＹＱＵ 年防御 Ａ 大戦ｾ｜ 2 年目の 4 月 22 日/1二後 5 時 職宗l Eに酬なりし頃

Ypres 城外の誌に忽然として一陣の紘次色の雲霧が起って仰軍の陣地 を日掛け て襲ひか 〉

旬 、 ー商の瞭野が全部黄色になって了つ＿こ。 ｩ ｾ ｬｬ 軍は驚奇を感じ＿こが然し何等危害を受げな

かっ? こ。暫く経つに従って少し留になっ て来て迩にそのき: 霧が仰軍を包閲して 了つに。そ

して 11: めどもな〈慢が出、1 " "1はなく- * 西をも見耕一め fl J . なくなり顔色は告さじ τ 背紫色になっ

て了つに。各人の胸部は線て Ijfiffl ｉ ｾ Ｎ り業，巴 ｊｬ え態になり 、 将は疹痛を感じて話 ￌｊＺ 出来 な〈な

つに ｢ 乙の突然の症欣に彼等の，鵠ＧｉＢ ｾＧＱＮ 良狽はその掛に達し 、 首時の仰軍の陣寄与はこの常に大

紛乱 iこおも入り兵て1: は八方に逃げまどひ、 ￭Ｑｮｾ 名の ｪ Ｉ￭ｦＨ ｴｾ Ｚｪの遺棄民鑓が幾百ーとな〈脚っ て

ゐ .rこ。: ] 七他重傷14ーも移しき数 iこートーつ?この これは Ｑ 路市の第一失百七五ｾＡ奇攻撃の耐況である。Ｈー

設には 、日時 の付 ＱＱ 軍は飛行機のヲ ｪｾ Ｇ 自により ｊｾｬ 瓦斯攻撃の販を付与＿このであっ ｦ こが 、円前に迫

って来てゐ?こので遡避することが/ 1 1，米今、賞白の刑が似11軍をほんの少しの間に取巻いて 了

ひ、死存5. 000、中古忠者 10. 000、捕虜5. 000、迂: 葉大砲50，"J を7十li し、帥地主? 全部放楽して

了つ 1: 。これによって常時の損害の大なることを想除することが/ + ' ，来るの某英人の言に依

れば次の棋であるの即ち i 1;)1¥軍は既に添付主されて 了つに。我々はこんなことが護生 しにこ

とを信じることが向来ぬ程ピ 0 ・ 。黄色い主 o: 日中に 漂ってゐて 、 これが過ぎ て行〈 底草

木の白が穏じ 、こ の怪哀が ｦ ｾ ｬｬ 貫主を製 ひ或る有・は吉目となり、或る者怯略血し、珍 ｩ る者は背
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悶し、 叉或 る者は顔色紫赤色なり主主には倒れて死んで了つに。幾ら閣の需の犠牲主言へど

もこの様なM況を見たことがない。まるで地獄を賞現し? こ椋1. :'oJ と言ってゐ る。我々はこ

の文字を見て も惹瓦斯の恐怖と 惨酷さを 想像することが出来る。〉

その頃聯合軍の各軍隊はこの様な不思議な紳秘的: 技術と武器にこれ迄遭遇しにことがな

かっ? こ。故に これに封する少 しの準備もなかっ? このみか 、一時的な j自首・な る防禦方法さへ

もなかっ? こので 、此庭に於てー控室前 の恐怖が設生 し大混乱i状態に陥入つ? こ。これより 以

後毒瓦斯の研究、設明は世界各閣軍国軍備競争，+，の最も肝要なものとされ、多 〈の愛間科

書住者逮が一大決 心 の 下 に研貨に努力し 、 融問人ｾ 大量的に殺害するのを目標と して研究 室

lこ閉館つ fこ。一方図案に於ても多額の費用を供して試験を行つ? こ。悲瓦j折なる新名稀l去、

何ん?こ る惨酷な猛奇なも のである かを深く全 世界民衆の JHli?<型に刻み付げに。近代戦中 の異

に恐るべき兵器である 1 ( 叉ー設に於ては奇瓦} 析が戦争の矯め 川ひられにのは jたして近代

ではな し 最初に用ひられfこのは約2300年前にスパ ノレタに於て使 J :J されに。ス パルタ 人の

設に撮ると硫黄アスフアルト 、本柴等を混じてこれを燃焼し設問せしめ? こ。 II 世紀に於て

は駄洲各閣共硫黄及び此素の桜1(. 斯を周ひ? こ。 1483年別滋の事者が瓦斯協の放射方法を鼓

明 し、 硫黄 、 難冠石 、 枇素等を粉末にして控ねて 上 ［ｊＨｾｫ に して 帥 ｉ Ｑ 犬に して敵陣に 護射 し 、 Ａ武

力を利 用 して茸瓦斯を護散させに。これ』こ従って各隊| の戦争に は底々 この間の悲lU折怖が

用ひられ、1815年英軍が露軍を Sevastpo] に攻め ? 二時も亦硫黄のJ f . j 析が刑ひられ?こ。 1819

年には各聞は惹: 瓦j析の残酷なことに鑑みて 、所長13へ戸 グ僚約を締結し 、 「健康に有害なる

室 長瓦斯の使用を紫す Ｇｊ との 祭 文ｾ［Ｎｌ め 、 更 に Ｑ ＹＰ Ｗ 年のへーグ保約中に は「毒 ｊ｛Ｎ 斯並に有苛

性の兵器の使 用並に死に到らしむる日的を有する護射武器の使n J 鈴_l 1:J の保項が力11へられ

?こ。上症の如〈訪; 瓦斯主し亡の兵器は早くから l利介| にあ っ?こので 、世界大戦の時始め て使

用されfこものではなかっ? こ のt:.' が、昔のものは何れも比較的簡単な平凡なものに過ぎなか

れにので、大戦時の猫迎軍力; 1 - 1 ] ひ? こ強烈な猛誌には及ばなかっ?こ のであっ ?こ。 又一設には

議瓦斯は我闘に古 くから殻明されてゐ? このであっ? こが、出掛が仁義立岡を主張としてゐ i:

矯に用ひられなかっ?こので、 その篤とつくの昔' ¥こ腹楽され次第に忘れられて了って誌に1ft]:

へられな〈なつ＿このにと 言っ てゐる。 諸葛 孔明の作 製 にか〉る涼火器ち亦精 妙で各 ｔＺｾｬ の悲

火撲を配合しであり 、立ちに r+'誌と gfe開の作用をあらはし? こ。 一一即ち 臨時mと窓 口、の作J . IJ

並に催涙作用をあらはし、叉控i を出して間続制Jt 成しに。これは少し誇大に過ぎる椋t.: が

全然根j爆のないことではな いのである。 j

この共に猫過で用ひ? こ悲瓦iWは紘色のぷ髄の効力絶大なるのであっ ? こ。此彪に於て刈強

はこの事柄を非難攻撃して、間際公法を践I i l 日し?こ資任を負ふべき? ごとなし? こ。然しその質

ＱＹＱＴ 年 Ｒ 月の 聞にｻ 邦軍は己に国Ｍ酸及級気等の芯 ｩｕ 折 ｾｭ ひてゐ＿こ。又 Ｑ 見逃で は Ｑ Ｙ Ｑ Ｔ 年 ＱＰ 月

に硫酸の翫瓦斯の間形物を摺能開の中に入れて放っ?こが、結果は大 して良くはなか っ?こ。

猫過は 1915 年寄I U析を別ひて俳1 [1を敗って後、 l ザげ年 7 月 12 日 Ypres の Flanders でー
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種の新兵器を用ひて聯合軍を攻撃 し? こ。こ れは芥認の棋な一子イ:の悲瓦Mで慈の性質が大府

猛烈で「毒瓦斯の王様」と稀せられ＿こ程でのつに。 首時 ｾｦｦｩ ｪ Ｚ［ 色の高級 、 武官は士気 を鼓舞し上 ｌ

つ部 t敬に自慢して設〈のに、これは大戦中での最も猛奇を有す る茸: 瓦j切で聯合軍側では模

倣することが出来ぬ。と 言っ てゐ? こ。 然 し思ひがりなくも 11 ケ丹後に於いて、勝合軍側に

於いても同様な芥気の25: 瓦斯を月j ひ出し? こ。元々聯合軍側では大なる被害を象って以来、

大家が悲憤憂苦して日夜復 騨の方 法 を考 へ此髭で Ｍ Ｇ ｽＧｾｈ こ 翠瓦斯の研究 に従事し、各閣共色

と々 考究 し? こ。か〈して芸jj瓦斯のHlt 額が逐弐増加し、効力も主主々大になっ Tこ。 1笥i皇軍は最

初は風力主? 利用して開設性の五斯を放射し先つ好成結ーをおさめ? こが、抗々大量に月J ひ迩に

は悲五斯碑を製造して之を敵軍に護射する株になり 、かくして大戦最後の一年は忘瓦斯戦

で遂に肱例。ｼ全局商に ｾ ｊｾ 1) ¥恐るべき :翌日UtJi"は既に普通の武器と してEきも奇ーと しなくなり、

戦線の兵士も亦一部奇醜的なマスクをつげて爪躍 して ゐ?こ。この最大原因はH佐戦争が続々

猛烈になり、地域がJ佐々誠大 され各J Wに多数の敵兵が分散 し姑討殴j威力: 困革Hーとな り、加ふ

るに砲火の効力が思はしくなく浪費が多かつ にので、 そこで各倒( ま思案の結果一間の手Ji9.

早い手段と して即ち容易に敵陣を攻基準し得る ;最後の手段として殺人的背瓦斯を JHひ出し fこ

のである。

( 4) 毒 瓦 斯 の 殺 人 威 力

大戦以後世界各閣は悲瓦斯の製造に全 ) J ｾ則ひ、第二弐世界大戦の肱 ｦＡｬ の鍵はＧｴＧｦ ｬ ｬｊ析に

ある主さ へ大家が等しく認めてゐる程ピ。 10年近< . Ａ 谷間は研究に ｬ￭ｊ ￌＧ Ｓ ｌＧ・ｾ重ね 、日に 月に Ｑｾ｜

々効力が絶大 ｅ なり 、 更 に 殻 日月 され＿こものもｦＺ ｾｴ 穎が多くｫＺ ｬ Ｇｪｩ，ｾ時の ｦ 互 に 百倍近〈も勝れ ｔ こも

のになってうる。首時 ｭ ひ ら れ＿こ ｾｊ［ｽＺ瓦 ｈＩ ｲ はその効力は敵人の ｬ 呼吸 を けＺ めること 、即ち 窒息

させることが致命的と なってゐ ＿こも ので 、 ｾＨｪｫ が ｬｉｊｗ マ ス ク営 ＱＱ ｊ ひればその符を逃れる こと

が出来7このf:.<が、聞く庭によると最近の新設 i切にか〉るも のは その殺人威力も大でマスク

は総て効力がな〈防ぐこ とを不可能ならしめ 、 ガスの常に皮腐をｾＦまされ韓中 ｢＾ 設疹 してマ

スクの効果を? な〈させる 。これは何か外の方法で防ぐより l士方がなし 、。この i血にま Tご更に

ー随のものがあるとのことで 、こ れは皮庸を潰慨し五 Ｇｬｾｲ の ｊ 感毘を う たはしめ、その瓦Ａ析の 散

布される商ft'tは蹟範囲 に瓦 七 地中 深く侵入し上は主主か芸に入り 、鋼鍛をも透オ程で防禦

すべき方法がない。こ の悲瓦斯の過ぎる! 怠! ま草: ねま，11:j 死せ 5 るはなく 、土石は色を箆じ 一

切の人頴及生物は総て死滅して了うとのことである。乙の同の兇焔な l成ブJ とその諺果は遥

かに以前の悲瓦斯の比ではな いγ らう。

悲瓦斯の猛毒さは現在卜述の如〈である。 ii 文に隊11緊 l二でも亦規則を iltl J定して その殻速

を防止してゐる。 Ｑ ＹＲＲ 年 主将行され ＿こワ シ ントン耐え ｅ では毒瓦斯の使用禁止の篠 約ｾ 締結 し

に。( 但し悌蘭西の批准を経ないので効力は生じてゐない。) それから 以後 1925年与は ジ

ユネ戸 プ合議及最近のパリ 戸令議に於ても亦討論が行 lまれ7こが、正式 に有効る保約の成立
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を見なかっ ?こ。人 々は閣際公法を過信 してゐる様亡が保約なるものは元々 一枚の公文 i こ過

ぎ争、集狂 じみに侵時閣をそれで制しよ うと するのは困難L' 。結局保約は保約であり 、裁

瓦斯は議瓦斯 であ る。近* 各侵略閣はまさ に褒狂的に秘密裡に瓦斯の研究をやってゐるが

僚約は何等その研究 を停止せ しむる こと が出来な い。

( 5) 防 禦 と 治 療

此 庭 に 於 ｌ 、 て我聞は岡事多難の ｴｬ￭ Ｇ から倒防計霊の＿こめ に Ｇ ［Ｎｉ ｦｬｌＡｾｩ の防禦の ｬｾｾｾ 備に努力 し て

ゐる。事質裁闘上廷は財政窮乏 しその 上' f + 皐の進歩も他陣lに劣 れ ん: 瓦斯の研究に到つては

削 る幼稚である。現在列強力; 大鋭校なる忘ー瓦j ffrl 場を創設してゐるが我闘ではそれもかな

はな い。目 下止な: を得ないから 33cの事を考へ? こ。即ち我闘は暫のnn一歩退いて消倒的準備

をな し、25瓦斯の防禦法主治療法の研究に力ぞ注がう。これも亦主要な工作である。

我ｉＡｬ ｾｊ 大多数の民衆は諒瓦斯につ い て間々迷ってゐるが 、 これは大京に 瓦ｾｬｊ￭ に ￆ ｾ する常識

が全 < il吠げてゐるからで 、買;;11'1 ｾ明瞭にし得ないで徒らに温度の恐怖にかられてゐるので

ある。 ＳＵ 々は 守 在瓦斯に封 し て例究と ｾｦｉＧｊ［Ａ ［ の認識を千 ｪ せねばならぬの＿常片識 、 訓 ｴｾ 恥 Ｑ

Ｑ験 ｾｦＺ除 ､命旨 Ｓを＿有 Ｔす 司 れ ば何も守苅句Ｍと Ｑす』る ｴにこ足らぬのである。

附扮! 大戦の際の統計を根娠にすれば「芯瓦j怖による中 UJ 傷害数は総傷兵の 100分の 3 又

死者は総死者の 1000分の 3 弱に過ぎ:'1J_ ｾ 、 。芯Ｚ瓦斯の殺人 ｪ 氏ブ ｊ はか〈の如 〈で砲火の偉大な

る被害には速 く及ばな いのである。元々一限の1ι 官f なる化製物質である欣総て泊目・な防禦

方法がある詩である。

蘇聯入力;令て防主主工作に就いて理論を述べてゐるが、 「散も l幼益計持と防hU3十註が如何

に重要であるかを J;I Iつてゐな い。此の岡ブJ の防備工作をしない|注j ( ; J : . 亡び易い o_l と言って

居る。又制課兵器 ｴｦｾ S76fi慌には 、 「化製戦の効果はねの直接の効力ではなくて人心ｾ蹴倒

せ しめ而して55瓦Jt日を川ひ?二時の精耐Jl _H こ及ぼす影響の威力を殻昨せしむることでゐる」

と述べ てゐる。 此雨障の論説は我々 に得る隠がある。

( 甲) 防7J兵工作 の重要性を若し疏忽 iこするならば怯l家の元気と 1.1( ; 氷の生命のi旬、て に絶大

な損害を受 〈。

( 乙〉 防音 ｊｊ 時には必十沈 Ｗ 告を ＺＺＧｾｊ 二り古 ｩ ｊｩ ｩＺｬＺ Ｇ Ｑ ｾ旨とし恐怖に 走 ら今 、 Ｗｖ 瓦州政撃を交げに時Ａｩ

心 日 ｉ ｕ Ｍ Ｎ 鋲静を旨と し 岩も［純 ￜｾ せ今 、 治 Ｇｅ ［ の慮に ｩｬｬｬｩＧＩｗ すべし。

私は 以上 の事例をム ｾｦ ることによってぷ瓦ｊｴｊ ｩ により受くる傷害の過半数ｾ州十ることが ＱＱＧ ，

ｾ Ｈると敢 えて言ふ こ と を 怖Ｚらな い 。
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技 術 撃

技術者問題の撃と運動が起きてから、年

数的にはあまり長〈ないとは云へ、吾々に

はもう耳新しいものではない。何事でも そ

うであるげれど祉合があるものに劃して必

要と要求とに迫られに場合には、そのもの

は紅合に今夏の様に認識され そして枇合は

その必要性と重要性とを賞揚して、そのも

のの高度の働きと進歩費展を期待するので

ある。

. A".  

の 問 題

宮脇 泰

考へられて予 ｾｲ こ事ぞ思ふし何等か こ の機

合に技術と技術者と云ふものを枇合にまEt し

て、正しい認識性を奥へ、その本分と云ふ

ものを確立しなければいつ迄Tこつでも奮態

依然であれ是疋される時は無いと考へる

のである。この事はヲ |いては技術に封する

技術者の不忠賓と無責任を問はれる事にも

なる。この意味から技術の本質主云ふもの

を、この機合に是非反省し叉確立しなりれ

技術が今の時代各方面に向って、重要な ば不可ないと思よ、のである。

存在として祉舎に喧停され認識化されて来 食 会 食

? こことは、技術者聞 に起つに技術者問題の

展開色相待って、まことに喜ぶべき事であ

ると思ふ。然し乍ら、この様な 技術の一般

枇合の人々の認識性と云ふものは蛍面者で

ある技術者によって、正常に導かれて始め

て向上して来るのであるから、位台人の技

術細の正否は技術者の責任であると共に、

技術者自身の技術翻と云ふものが、如何に

重要であるかは言ふまでもないと思ふ。

そして! 持l二i主主: しなりればいけない事は

現在の 様に批内が、ＺＡｾ術と技術者とを目前

必須の重要事とし て、 要求して居る時代に

は枇合の人々の技術混と云ふものが正常化

されて; s f(rこ様に考へられるげれども、これ

は充分な吟味反省がなくて、直iここれを可

とするは非常な誤りで あると云ふ事であ

る。特 lここれが従来技術と云ひ、技術者と

云ふものが祉舎に概念的に随分歪曲さ れて

XI  1 6  

技 術 い!ま何であるか、と云五、問題を聞い

て見るし一部の例外を除いて、一般の所

謂技術者と云ふ人によって殆んど定分な答

へを聞く事ーが 出米ない。又技術者とは何か

の聞にtt しでも満足な回答は得ら れなし、。

これは私の短い潔い経験と寡聞の放である

かも 9'11れないか、技術 t 云ひ技術者と云ひ

首事者である技術者にもその本質は明確化

されて居ない様である。そしてその技術制

のあまりに稀薄である事か過去から現在へ

枇令の人々じ恐し い誤謬を来して居 ること

は否めないし、又技術者自身の椀念 にも偏

見のま〉存夜して来て居ることは事買であ

る。例へば近来叫ばれて居る技術官吏の問

題や、資本主義経梢と技術との偏屈化の是

疋問題は以上の事柄を充分に説明して飴り

があると思』、。私はこ 〉で、この事を以前

喝破され七、牧博士の著書中の言をお借り



して一例としにい。

「一ー 以上述べTこ型と癖とが、少〈主も

その人の意見をば、幅も j享みもない線的な

一動もすれば直線的 ・にする。全〈ゆ

とり のな いも のにする。市してその人を以

て、 融通の利かぬ 人にする 。常識をか〈人

にする。 j肝〈して技術 と技術者と に釘する

見解批判、乃至は待遇b; 何時 t はなしに、

積淘iせられ、一般化せられ? こものt.: 。

会 す す

きてこ〉で技術の本質と云ふものが問題

となるのであるが、然しこの小篇で私は技

術の本質を究明し校とする意向も 7μ 、し 、

叉出来得る紙面もな いが 、十っと以前に 11日

導されに直木博土の著書にも記されて居る

様に 、 技術はＺｴ，ｾにや Ｑ Ｍ 墜の従底的な過程でも

なければ、叉f ;-'I墜と云ふものから浪却され

にJ ; klf与的な分業臓でもなし、。技術は技術と

して柿立し? こ髄系を? 持ち 、人類枇，( れこ有機

的意義を持つものであるし叉この事が技術

問題を論 ｾ ｩｲ する明論的な根 ｪ 践でもあるので

ある。

然し乍ら伎やf Lj t 利事は雨者不自!r な聞係に

ある ?こ め、 ともすれば技術はやl撃の従底的

なものと云五、問念に捉はれ易いのであるが

これが 171いては波術の本質性を稀海に して

技術者が単なる Ji，品人 としての存在伯他しか

無く なって終ふのである。

技術は平'1墜さを母簡として存在の悩他のあ

ることは勿5命であって否定 すべきものでは

ないが 、然し利率は母酷であって子、即ち

技術そのものではな い。 問: は母と して の潤

自性があると共に子は子としてのー佃人と

して その存在性伝持つのである 。叉技術は

人類の創生時代から、今の械に技術 t 云ょ、

言葉のな い時代から、人類生干了の一英素と

しての技術的な臨l践と武明は絶え十行はれ

成長して氷?こ隠史性があるのである。 即 ち

これを技術史と呼んで居るが、私 はこの技

術の毘史性左前述べ＿こ ｦｾＱ 皐を悶Ｚ踏とし＿こそ

の調自性を閥系つりると共 l::.nLt 合 性、粧'()可

性と云ふものを綜合しに撃を理論的 iこ臨系

つr りることが肝要であると思ふ。

私はこれを技術 ｾ，ｴｊＱ 乎ぴ ｦ こい。そしてこ

の技やjtI ，墜の中で良質の技術の本質と云ふも

のが 、確立されるべきであると考へるので

ある。従来伊! 日リ的に は技術の科睦性、I1可;令

性、 経t向性は雑多諸製者 に よって論越され

て居る。即ち H! .研の大河内1尊汁ーの科皐主義

工業は従来の資本主義工業に封する一大所

設 t も云はれ、; 将来への期利すべき事柄で

あるし 、 又興 ｩｬｬ ｾＱ 民の技術部民 Ｇ， ｩｾｲ ＯＮ 判事土・は 、

祉活H 粧 irf と} 交付LJ との閥怖を設かれその高

過なる設はしばしば、i 1 - :新聞紙 t 、吉 中に

論迷されて居るが 、 特に ｬｦ＿ 二 ｌ Ｚ は興 ｪ ｲｾ 技術 の

立場から 、:技支交6術体?の3立工土地l也t削k甘川'1悦 |

ｊ皮支術工里皐喜から生 ｅ産霊工工Ｎ里皐喜へ ｪ迄主の ｦ所川府［論命をを＿区展 企 日併開十十刊ｾせ

られτ E居1渇る。又 j支fifcj とh礼子? との問題はn!IVI:

大 阪1t?J) 交( n!i の以前よ りのjjt !l 日であり、 bL ま

ざる運動に氏は諜力せられて居る。こうし

? こ製説、Fyj-諭は今更こ〉に云々する迄もな

く、衆知lの司王室f であるがこれ勾ーのものが一

日も早〈閥系づりられに技術製に迄: 進み に

いも の左右、は思」、のである。

そしてこ の技術撃の柿成につ いて、 私 の

最も要求 しにい もの 、私はこれをは術製の

根本的j京JlIJt 方向Tごと信じて居る のである

が技術 u有利l皐的のものとの結合、EfJち 技
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術の 倫 理技術の哲空襲 ｾￍｉ 在立され ｔ こし 、 と思」、

のである。従来の技術と云ふものが 丁度nU:

令、 経街、歴史 と云ふもの勾ーから孤立的で

あっ Tこ様 に否 それ以上に倫理、哲撃 との交

渉は波却 されて居7このではあるま いか。

そして現在もあ まb このことは叫ばれて

居な いのではある まいか。叉将来このま〉

閑却閉 されて良いで あら うか。

技術の倫理 主哲撃が技術壌の中 lこ構成ら

れて始め て、 期待する撃の権威主霊安l主力;

i仕合の上に君臨するのであると考へるので

ある。

ｾ＠ 〈ヱ 1年

自然科墜と精nilt 科撃は全〈別個な* : 1 : ¥史的

な もので 、 その聞には何等の閥聯もな い と

考へられて居?こ従来の思想、では自然科撃を

母趨とし?こ技術が 、精品11
1
墜的方面を無視し

Tこことは首然の成行であらう。りれど今で

はこうしに思想、は時んど ｊｦｾ除かれにであら

うし叉多少この思想に支配されて居る向も

現在ある として も、之は早明! 控除せられる

べきものである。自然科撃は今しばら〈認

ではふれな いで、技術と精i i 111
1存|墜との閥l隣

を考へて見? こい。

技術が精利
l科墜と何等の提携な〈しでも

技術は単に技術の遂行のみでその存在性を

充分に持っと云五、考へ方は、前主 ｾの技術の

碗自性を全〈無硯しTこ見方でこれでは技術

を単なる分業職と解楳し? こものとなって終

ょ、。然し乍ら私が此成で度々繰返す技術の

本質の確立の需の技術撃的な立場では、か

様な狭義な翠純な解離では成立するもので

はな い。それと同様に技術と精hilll 科撃の融

合 も技術撃の構成上では決 して無硯するこ

XI  1 8  

主は ｬ 出 ｾ ｉ Ｈ な い のである。それでは技術と粘

nill l手;1墜とはどう云ふ桜な形態で融合する理

論的な様様があるか主云 i 、事ーを暫 くこ〉で

考へて見ゃ う。

技術は知性であると 三校氏はその者「技

術と知性」のr . 1-l で述べられて居る。今日の

様 に自然科撃が驚嘆すべき夜連をしT二時代

そしてあらゆる方商に科墜の償1il立が認めら

れて居る時知性を原則 t し?こ科撃から生れ

? こ技術は首然 i二女11であることは分るのであ

る。然し乍ら前述の様に、技術は ｾ ［［ ｉ 拳ｾｾ母

躍としにものであるとは云へ、純然と澗自

性を ｾｦ 有つものである以上 、 知性のみで 、 知

のみを原則としにもので成立つて居ると考

へることは間違ひである。技術は科墜によ

って I切にされて自然界の各組の法則と秩序

とを、人間i I 11千? に最も泊合しTこ合理化しに

形態 ｾｦ 乍り出すものである。即ち人類の生

イf に設展 lこi並ilT.¥!¥する様に編成し、エL髄化し

て11< 行f f . t 的な過程をがiつものであるかも

して、行主云ょ、立場で技術は共澗自性と軍

要性を - ) 官約束つr りられて居るのであるの

か様に技術は会11 と行左右? 持つものであるか

ら、あくまでそれは高度であれ道徳的な

ものでなげらねば不可ない。技術の知性は

現代の利率に立IJ 却しに高度の皐現でーあり 、

叉行性は民一〈人類の )!1生 tこ得興するべく具

髄fじされ? こ行翁であるから、官; 然倫理化さ

れ? こものでなげれねばならない。そしてこ

の技術の知と行との一層の合ー を深く深〈

思索することに於て 、哲皐への閲聯が生れ

るのである。こ' > ¥こ私は技術と倫理、哲撃

への断ち切れない閲聯性が J1H論的に存在す

ると共に 、 これを無税 して技術の本質は究



は 、赴ゴ|21支術者 によって j点されねばならねl明3 れないと同時 に 技 術 撃 の 成 立 も意 味 し

と; } ) へるのである。特 iこ技術倫理、技 術 哲そして将来の技術ない 主考へる のである。

撃 の 問 題 は 首 然 技 術 の 行 者 で あ る 技 術 者 lこの 方向としても此の雨者の合ーは第一の限

そ して その知行の臨得 とよっ て、 成 立し、自であると思ふ。

渡賞氏は技術評論紙上「技術永遠なるも
途 行 が 完 全 に成される時、技術の員の{ 賃値

と権威力 f 殻揮されると思五、。これが一部の

経 梢 製 者 や 枇'('1皐者の墜設にまかせられる

ず

、aの」の文， ｉ ｾ ・ Ｐ ・永 遠なるものを思慕し 、

れを把握、臨験せん t する慾求は技術及技

こと ｾｮ れ 、 叉評論家の任務であると傍仰す術者に限られるものでな く- … " e 設 か れ 最

るので無くして技術者の手 lこよって成され後 に日本精hil! 1と技 術 と の 一 致 を 以て結語と

そしてこれは丁度 前 述 べ Tこ枇 令 へ 波

術及技術者の本 ｾｴｾ 認識させ 、 指導寸る立

場に在る技術古ーの様に 、 そして共以上 に 波

?こし、。
され 、特 lこ技術と国家ーとの理念ぞ理論的に

設かれ て 居る。私は こ の氏の論説 ｲ ｾＱ に 前述

しに技術の精市11
1的方簡を明示されると共に

術者・の責任であると私は考へるのである。イ命J mei ' {[ " 製への方向を示され? こものと見る

最近経1 J " 1皐界では杉村博士によって粧前倫
事 !J ; 出来るのである。

この J際な業珂1の問題が髄系づけられ? こが、
1年1年ｾ＠

品ji の結果が一日も 一中ー〈技術界に於ても 、成

立する事ｾ笠ｴｊ ￨ 共 ｬ 二 、 今日の機千＿として

ゐらゆる方 ｉｾｉￎ に新な方向と認識が再検討さ

最後にEをされ? こ問題は 、以上の事が何人

によって成されるかの事柄て' あるが 、官、は

勿論技術計でなりればならぬと汚へるので

れ て 居 る 時、此 謀 屈 は 好 機 に あ る と も 汚 へ

るのである。あまりじ抽象的な言都と論理

剖決〈私のこの: J IU想 は 多 少 で も の 私 の 今 後

ある。技術は成程分科的に云へば多くの専

間 接 に 分fこれて居るし、叉前述し? こ様 iこ経

州 、品1: 令 、国; 史 、倫 理、背 事 等 の 多 く の 杭

の研究と思索に附設する歩み出しとして書

き綴って見Tこのみですべてを? 今後にゆやっ

列的な附係ｾ持つものであるから 、 複雑と

困難さは菟れな いが 、如何株な困難さがあ

らう共、 こ れ等ぞ盟系づりに技術撃の完成 て ｕｬｾ 止めやう。
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本年 8 月 ! 日| 坊火建築法妥布以来、耐火木材の製作に就L、て各施主間に於て苦心研究< 1' でめ

っにが 、 来 ＱＺＧ その将来に一大難色ｾ呈して居 ＱＺ 折柄 、 京都市東山 ｬｴｚ 今熊野賢議町 ｔ 刷出陸軍大尉

弁上政三郎氏が苦節十年の研究の結果、漸〈その完成金見んとし i : 一昨年、隠召され中支の第

一線に活躍中、貴重なる骨量験が氏の研究に拍車をかげ、昨年七月原隊に路選勤務の傍ら最後の

仕上げを念ぎつ、めつれところ、防火法の ft 布に援し、愈身元主旦つ不可欽の図家的大事業? ごと

主主 従のか｝なく心 ｩ 危 を注 い Ｗ ご研究の後、止｛［ Ｚｦ，豆 、 完全無鉄な耐火塗料を，ｾ安明し ＱＺ 。之は凡ゆる角度

から試験しでも扶貼の無い我科書Z界賞者呉の液劉j でめって、金< i帯広j 要求の科皐線に容がっすこ到し

自主でめる。囚に同氏は我圏第一期航空界の飛行家で設明の動機は「墜落機の防火」に劃する研ー

究であつれと。命同氏の努力に絶えさがる資金援助を迭つ? こ杉戸定治氏や苦手力提供と云ふ大なる

内助を致: し? こ高橋薙良民の功絞も亦3買えらるべきでめらう o ;月三上氏再び憾召され? こ後雨氏! ま京

都建築合の有力者と悶り止 ｢ 液型車ｾｾ使用せる大日本耐火木材工業株式合祉を設立すベ＼ !i l 、鋭意

奔走中で、 塗料は来る十一周初旬から古安定し耐火木材のカ l立政製作工場、の竣功次第開始される

ｔｾ 定でみる。

成

相

冗遜料塗火耐



建 築 物 の 強 度 計 算 に 於 け る

鍛 定 嵐 麗 に 闘 す る 研 究

|一建築物強度計算用風塵基準」案

災 害 強 度 委 員曾※

手者 日

昭和 12年 以 来 委 員 合に於 て 賀 験に、 文献訊d : d . に勝又質flj 上 の 使 易 化 に 苦心研究し来れる

結果断〈誌に待望の 「建 築物強度計算f l ] J武田5規準」の成果金得る に王 つ 1=。之が詳細! なる

根擦は後 日 第 Ｒ 報として護表する こと と し、 ｬｬ､ｩｫ す Ｎｾｈ 報 ｫ して 諸 に 案文を之が 伎町方法

に闘する解説ｾ附して護表することとしに。本案 は もとより 米 ｔ ご 完堕の も のとは考 へない

が今日吾々技術者として此の問題に闘しては 、徒 に 議 論 lこ! 侍を費すよりも先づ大凡そ「正

し」と考ふる方向に相携へて 一 歩 を 現 賀 lこ前進すること の方がよ り使命に忠貨なるも のと

信十るが放に jJ k て大方諸賢の待p試用を切望すると共に速に江湖識者の修JI 好意める公正なる

数多の御批判を得て逐次之が改訂をな し 1 日 もlj lぺ 完壁なる j苑式立を得る に至 ら ん こ と を 衷

心希望 して罷まな い ものである 。

「建築物強度計算用 風 塵 規 準」案

建築物 ノ 強度 計算ニ於テ限定ス ベキ風目Eハ下 ノ 各項ニ恭キ之ヲ算定スベシ

( 1 )  風 向ハ7J ¥平 I、{ 限定ス

( 2)  風速ハ首該建築物 ノ位世ス ベキ 、地方ノ過去ニ於ケ )t. 、最大公: m風速ノ 1.3 倍 以

上 ニf限定ス

但 シ建築物 ノ 規 模、種 類 叉 ハ 土 地 パIJ ，況ニ依リテハ辿・1直: 増力1111妥定ス J レヲ要シ、向建築物

ノ規模種類及周回パ状況ニ 依 リ、 若 ハ一時ノ月J ニ1AスJ レモノニシテ支障ナシト認ムルモノ

ニ封シテハ70%迄 軽 減 恨 定 ス ル コ ト ヲ 得

( 3 )  建 築物各 商ニ立直ニ仮定ス ベキ ｪ 武田 ｅ カ 度 ハ Ｕ Ｗ 〈式ニ ｈｾ＾Ｇ ｴＮ

P =Cq  

誌に ｐ ］ 垂 直風 ｬ 魅 力 度 Ｈ ｫ ｧ ｪ ｭ ｾＩ

ｱ ］ 速度目 ｾｾ ｬｨｓ ｖ ｾ Ｈ ｫ ｧ ｪ ｭ ｾＩ＠

C =風Iili 係 数

v=風 速 (mj sec)

1. 295 .  I  • _ P_  (  ｫｧＮｳ･｣ｾ＠ ¥ 

S= 25不 ノ 密 度 9.  8  τ 口 百 石 市 (τ 「)

p= 大気回三( 水銀柱ノ高サmm)

t = 気温 (OC)

地表附近ニ於テハ

P=760mm 

※ 66f ! 参照

X I 2 0  



E二〉

A  ｊ＾ｾ 耳ｾ u丈居 18 ｾ＠ il 

1  Lt 史

(ー0.8)

'2 : : > 芋 0.4

ー 0. 4-

ー0. 5

2 2 1m. 出走

芝 〉

3  3 棟連接

十1

一o g  
- O.  f， 

至宝ニ才ハ屋1畏向配:30。以下ノZE舎 ヲ ( ー) 30

0

- 60。ハ( + ) ヲ係J レ，てーハ蛍該面ヨリ

遼サーカラン トス ) C底mヲ + ノ、醤該面ニ向づ恩mヲ表ス ，以下之ニ1l!lズ

- 0.3  

ー 0.1

2 1  X I  



t= 15
0

c  

ヲ標準 ト考へ

伝 0. 12同色(場ι)

ヲ採J レ

( 4)  風塵計数ハ常該建築物ノＷｦＺ｢Ｉｉｊｾ及風向 ト ノ相釘的 関 係ニ臆ジ阜繍ニ存ス ｊ レ ｬ 、否ト ニ

拘ラズ下 ノ標準ニ fi'C)レ

使用方法解説

極めて特別の地形、配置及構法で或は吹き上げられるとか旋風によってね ぢ煽ら れると

か云ふ民の大なる構造物以外は総て強度計算に際しては風向は水平に↑ 限定する。

風速は一般に地形に因る 鑓化の可能範囲を%J .' 但し、問題の建築物の位置すべき地方の気

象蓋、測候所若は共の他の信頼 し得る方面の護表 lこ係る過去 に於ける 最大公稿風速の 1. 3

倍以上に限定するのであるが 、高さの高い煙突や搭7 { j c建築物の様なものでは更に下表の喰

1m係数を乗じ fこる程度に増大限定するが安首である。

地盤面上110m以上130m以下140m以下150mJ以下 160m以下170m以下180m以下190m以下1 l 00m以下i

ロOm以下I I  I  I  I  I  I  I  ， 

の高さ m 伊 部 分 の 部 分|の 部 分 の 部 分 | の 部 分 | の 郊 分 | の 部 分|の 諸 分|の 部 分 |

増 加 I ， '" I  ，忙 I ，?" I  1 円 I 1  A  0  I  ' "" I  1 日 I 1 日 1  {..n I  
係 数 I ，. ' v  I  ，. <. ，J  I  1 ・J ，J I  よ 刊 I  1 マV I  し ノノ | い J V 1  1. _/ U  J . v v  I  

向海岸等にて特に風首りの 5Aい場所で は上記の風速より更に1. 45倍以ー|二に1限定するを要

するのであるが現行の如きー 率なる許容強度を則ひる百 一 ｰ ，ｾｲＮ方法の下にあっては此 の賄 ｬ 二時Ａ

しては必するしも修正を要 しないと 考へる。

4.  4 Ui.重 詰

E二〉

5  n : . t車連時

(  + 0.8) 

芝二〉
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西 村 安彦( 芸品主義撲を滞)

鈴 木 忠 五 郎( FE立今戸長) 松 岡 徳 太 良l kFm業紹介寝)

中 野 l順 次 郎( F F惣 エ39 iili 茂 川' ドエ移底技師〉

躯 井 幸 三 た 郎 〈本協合f刷 t常E長〉 新 名 種 夫 体 的 合;g，fJ i常務〉

yii1 口 甚古体協合制限 ｩＧ［ＩｾＩ 岩 尾 保 術 体 協 合 主 計 常m

〈以 1':.1L十T雪順〉

女昭和14年10月 6 日 於日本建築協曾別室

堀口一一本日は非常に御f ? tむの際御案内申上げ のでめります 、大穏に於て訟の考へます彪により

ましれ庭お出下さし 、ましてまことに建築協舎とし ますとし、ふと 、技術者と L 、ひます 力一 一 変業関係

て有難く存じます。 のもので一存祉舎のi WJ きに到して敏感なのは前人

昨今率第の影響力 t主なるものでゐら うと忠ひます でゐります 、商業にr .ifJ I系しれもの、 その次は大i湿

りれど 、日 支事愛にき与する ｈｾ 征でめります ｴ か或 に於て大きい、 J 、まし 1: ら農業聞係の L のが、工

は入月末後令されまし 1: 隙織の問題でめりますと 業 Ht. JI:系のものより本営に社合の動きに劃して敏感

か且叉率第に件ム目指測中支方商の復興と申します のやうに沼、ひますが、今度農林大臣と商工大臣と

か建築事業の1: めに非常にまE築技術者が要るやう 主主ねてゐるのがし、げないといふので、 めれを動か

に成りましれの方、事鎚の初まる官irには大穏に於 すといムカも 矢張り農業者のカTごι うと 忠ひます

て建築技術者は職業がなくなって将戦しなげれば 役術者[ 品技術者堅気と申しますが、枇含め邸J に封

ならぬやうな影さへもゐりまし7このに非常に反比 して敏感でないやうに忠ふのですが、工業の内で

例致しまして、大経今は技術者が不足してゐるや も先刻何ひましれカ

うな状態で ｴあち ｨ ます。今の閲に何とカか、 Ｗ方 ＧＵｾ 芳策ｻ夜 ｵ をナ講じ るとい」ふ、ことで、 一寄j皮足業に1接妥する機合カが; 五多与いも

:  
なbη? れば此ニ三年の問に非常に図革難住な時代に立至 のですカか、吟ら、上比じ絞白的甘E政主治祉合方面に拘する開心カが

るんぢや無無ニいかと忠ひます ｲｾ 建主築と話祉土含 ｊ の十月 5呈臥L、のでE恋建主主.築家lまとも致しまするとh、無鮒|附納心のや

虫誠主 に も ｅ建量築技術者は隠微に書きする意見ｾ聞きまし うに思ム、 され、ふことが今度の事鎚に謝しでも

＿こ路東京方面から可成 ｢ 熱烈なる原稿・ｾ得 ＱＺ わり 建築技術者が足i らな いと L 、ふことが| 止人に認識さ

であります。倫今夕集って項きまして、皆様の忌 れて陪ない原因の最大のものではないかと忠ひま

障なき御意見を、或ト主将来に封する方策さう L、ふ す。 それで 、 今か ら大 ＱＱＲ に ｽｪｾ て先 づ第一 今どれ 程

ものをお間かせ頃きまして建築業界として少しく の技術者が不足でめらうかと いふやうな現状の力

制: 舎の輿論を喚起して 、少しでも建築技術者をょ をお話願ひまして、そ 7こから第二にその技術者の

り多〈作りこの興J : E . 建設時代に第一に1必要なる技 養成華社策、 さう L 、ふ方面のお話を願つ1: らと沼、ひ

術 者 を 作 りますのに少しでもカ＿添へ ＱＺｾ 、 と思ふ ます。これは大健の話でめりまして、 さういふや

X I 3 2  



うな版切りはな〈共お話念願ってよろしいと忠ひ を非常に考へて項かなげればならぬと思ふ。工場

ます。允づき註骨宜的に建築技術者の不足といふ事が でも官街でも集 ι ない とL 、ふ土木乃至建築家の組

他の職業従業員の不足と封比してどうし 、ふ様な1 #1 縦、人的資源をどう L 、ふ尽に扱ってゐるかと L 、ム

1系にみるかと L 、ム穏な司日・厚生省大阪稼業紹介所 ことを仔細に制主主して項かなげれば、遡営なる而j

の所長松田さんに伺ひ? こし、と忠ひます。 も要求しれやうな人材は恐らく主主らな い ぢゃな い

松田一一金慢の求職求人を合せて考へて見ま す か。

と、金惚の約六割までは工業方面、 その工業の入 松田一一 この組依の問題は資源そのものではな

制主でが軍需方面重工業方面といふことになって い線で、技術者でみる限 bは重工業方面ーにしても

舟ります 、 その他のものが一般の商工染、湿信漣 建築j J 町 に し て い いろいろの方面の所初 z タ Z

輸 ｈｾ ムやうなことになってゐる 、 全校から見る パートとい ふものが、現在の状態では必要以上に

と建築方面の不足と いふやうなこれま、紹介所の ない、 かう L 、ム結論になる。

窓口に羽lまれれのは少L、、 殊に大工は可なりめる ｾ 井 一ーないと ｌ 、ふことは事笈ですね 、 ｻ井しー

こと はゐりま すが、 ー寄要認されるのは自分で設 Zちはsoy . 充され、一方はほ周せられなりればなら

計五? 凡て l直ぐ その泡 IJ mt l' f:t 1); ，'.IH k る、 この位皮の ぬといふ、 そこに白

L のが一存不足してゐると忠ふ 、 そこは徴用等の 松回一一一般に補充を? してゐるのは素人工です

場合には第一番に紹介所で納充する。その方法は Tごから衆人工{ ま希芸者の方でい草需景，紙に煽ら

門前の掲示、新聞厳告或[ まラヂオ紋主主、 それか ι れて、 甲も乙も丙も総て率需 j j j 百に行き? こ L 、とい

きう いふ求人のめる方面に個キ に紫哲? でその趣旨 ム希 主 主が 三 向、 ｊ［Ｆ に ＸＰ ｙＮ まで ｉｉｾ し似ると い ふ こと で

舎建べて、所翻外的に総事して1'.( ふやうにやって す。

ゐるんで す。愈々人が1 + } られな いれ、 ふやうな務 ｾ井一ー さうしますし い ひ換ｉｬ ｣ｦ 重工業の方

合、初めて徴用になる o かういふことに只今なつ でも工業事校を ｾｐ ， 1: でのやうな L のは、 さ れ 、っ

て悟ります。大惚の低linJ 1主所帯i軍需方面工業方面ー 1: 技術者の要求はよじi袋的少いとし、ふ探ですか。

ヵ ［総 ｦｦ Ｑ￯の牟分 、 その 他 の所 ｾ Ｇ Ａｉ 一部分にｾ築士木と 松田一一どっちがです。

いふ方面がありま す。こ のカ雨は寧ろ外地 に向 く 隠井一ー がI者の徴用しない方の・ …・。

ものはよ〈照合して隠裂して] 疋ひますが、 内地方 松田一一いや、 それは徴用しな〈てい矢張り

商は色有国との縁故附1糸で惚 ーまされるものが多い 少 L、の 11少いです 、併しこれは L、ろいろ最近の必

直接紹介所からの方は少いのです o Wi " 泌す丈の敗には足らぬかも知らぬが、商工省

3 . 井一一ーす伺ひますが、 さ れ 、ふ風にさd lfl.の 厚生省の関係、又自治1也、JH際市等に於て養成機

五割の内極〈僅かの建築技術者なんて、最初に徴 ｬ 約が綴々 ｈｾｐｉｾ で舟り 、 同時に皐校し数が き 長 い 。相

周されなりればならぬかその結を? お向ひします。' ; 古の歎がめるので、 そこで不完全乍らにも z ク ス

松田一一 徴用の統合は先づ必宇公募r する。そ バート になるのには少し充分でな L 、が、% に角間

れに到して隠募がない務合に縁故者ｩＢ ｾｮ って初 ｊ 務 に合ふ、来人より LE詰分進んだ L のを供給し得る

する。f i ，J f : l 総議者がな" ，結局普泊の状 jちに於て それによって: r C ; 限度土で間に合せてゐると いふや

憾募者がな い といふことでめるから己むを作宇必 うな庁入選です。

要な技術者全徴用しなげればならぬかういふこと 磁井 一 - { f 鋭うごさ' いまし仁 u

になるんです。 松田一一ー彪が建築家の方はそれがない締です。

鼠井一ー さうしま す し がi者の述・袋、土木以外 扱口 一一今のお話でこちらの方ははっきり散し

のものは公募すれば大犯の駁はれi られるといふこ まし1: が、火設に於て職人台分りにら大工、電工

とです ね。 誌に l必要な鍛冶屋、佐官などが必要な認でせうが

松田一一ー大鐙得 ι れます 、入制位までは充足 tB 金総から いって大工がー苓多いと思ム。それで、

* てゐます。 今まで職業紹介所の性質といム L のは、厚生設に

隠井一一 そこはかf長さんに考へて Jj . ( かなげれはー なってからは大分 .ff!が，巡りましれが、前は結局不

手ι ぬ、本設のメカ z カルエンヂミアと土木建築 熟練工i " 熟練工にするやうな庭の紹介が多かつに

のエンヂ= アの人とは入の組織が主主ふといふこと ｾが 、 ｾ築の方は大工の つ む ｉ Ｚｴ｟五年位やって来ませ
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ん と一人前Iに なれぬo そこで要求する彪 L 少かつ ふ ｅｅ 告を見て儲 ｦｾ ｾ 、こ とだと 思 っ て 居つ＿こ￧， 、 そ

れし、政府が建築技術者が不足でゐると いふ こと の後肢告を見ませんが、やらうと いふこと も見え

を認識すること が非常 に少かつれので、 それで主主 主す い かう し、 ム時代ですから協合返 りで中 心、 と

築技術者が少いとい ふ ことにおして、こ の頃各合 なってき れ、 ふ速成技術者養成所を 作 って而 も

量士、質業界の方で今の惚散 とか或は将来の凡遜し 外地方面 ｬ にも ｈｾ すやうにして頂くと結構と忠ぴま

とい ふ尽な こ とを一つ三浦さんお話を願ひ1: ｾ＠ 、の す。足らぬ/ I - らぬ丈でなしに 、業者 L 拳校笛ー局者

です が。 1， 何 とかかう いふ図慌でやるべきぢゃな L 、かと忠

三浦一一仕事は卒均して減っちゃ lきないで すo ひま す 。幸ひ衆 ｴＧｩ ｾして項げ ｬ 工業者は喜ぶ ｴ Ｚ Ｇ らうと

寧ろ 仕事 の性質が短期間 に今 までの経線機構i ' ! 外 思ひま す。

れてや らなげればならぬれ 、ふ ことを 、材料とか 堀口一一有難うごさ同いまし1: 。以前から内地 は

その他 の品物を手に 入れると いふことの繁雑さの 勿論的洲方百にも非常に校長して居 Cれます大倉

銭 に手歎が約三倍以 上 もか、る 、 そこへ以って行 土木の西村さんの方は、矢張り人夫の不足さう L 、

って補給がな い t に民主i教なり事鑓なりで減ってゐ J 、やうな{ 卸関係なり を大阪支庄のみでなく Ｊｾｩ￹ 泌

ること は事貨 で、数は申 t げられませんげれども 洲の方もおー考へになって一つお話願ひれうござい

花の方のl苫は約二割二分五原から一割五分の人間 ます。

が減って しまって、仕事に謝する人を要求する こ 西村一一大阪のカは卒利の都で、訟の方は依り

とは六割以ヒになってゐる孫です、 それで、殆ど 仕事が植えなし、。東京方市｛は ｩＣｾ 去の事業で仕事力 ［

仕事の範図が告ためられてゐる先に今まで私の広は 植える 、 ￬ｲｾｾｲ 川は今度猫立の合枇が出来まし ＱＺ 。大

一寸偏頗的の仕事i ' して居つれんで、現‘ 託の仕事 |波からも行きまし? 二カ: 、 さういふ意味で、多少平

に 向 〈人 間 は ｦ 占では半分以ドしか加ない ［Ｏｾｊ です。 ｲ 日産業の都である ［ 均に少し入手ｩＧ援 い てもい、と

堀口一一 そ;j -Lは所謂技術的の [士事守分担苦すると いふやうな状汎になっ? こもんTごから 、uti 洲巾支ブJ

いふ探ですか。 酉で足らね盛 lま非常に闘ってmりますが、枇員の

三浦ーー さうです、技術的仕事営ゃっ1: ものが 矧 ￭ｾ による統制Ａとし、ふやうなこと力、ら考へて丸ま

工場建築に牟分ば車専業しにやうな形です、素人工 す し 約50_%' 以上のものがめる持です。訟はよく

がやってゐるやうな調子です、早い、へば人が足 知りませんげれどいアメリカにはフォアマンと

らぬ彪にもって行って、 さういふやうな車専業とい いふものが建築技術者のヒに立って、智能的の仕

ふらつで、更も に庄では回ってゐる次第ですりれど 事をしてゐる$ 我々のカ( : J : . 乳場長も敗が少い 2E

L 、這々何とかせないかんと L、」、本で、庶務の人 脳者からいはせると、駄が少くて HJJ 来る Tごらうと

でも ijt 築の経験のゐるものを現場長の形で使はね いふ風 lこL、はれて ib りますげれどむ 、な共ザL務で

ばならぬ状漣になるんぢゃないかといふ械なこと 揺れ、 1: 経験からいひますと 、 どうしでも {士JJ 与をや

で、足らぬげれども補足がHJ 旅ないものですから るには若い人が沼山肘ないと目が届かなし ¥ 結局

仕方な〈やってゐるんです。主義校を摘すとか、短 入手の不足のβ 口t I 叫互に将来; が怒い 、大きし、 し、い

おi開講習舎をやる t かで補充して頂〈 、又この間 仕事をするには入手が多く要ると考へて舟りまし

も一寸イ也で詩しれ ことですが、材料自ト11糸でも少し れ、 この頃はそんなこともいって照れませぬ o 7  

建築方面の後誌に俄つ1: 人を途築協合注りが少し オアマン級の人が不足して居ります。特に外地に

警告を入れて泌以技術者会 こしらへて念場1交ぎにや 11うる人 (1身偲の強健な入力 "設展すべきでめらうと

つ1: 方がL、L、ぢゃないかといふやうな話もみつに 思ひます。大阪の抗状では約半分位 /P，すといふこ

んです t; 、肇校 t いつでも基礎的の拳科からは囚 とになりますと、先鋭お話の技術者主戦人との rl'

維なことですから 、 協合主主りで素人工がすぐ間に 間階級を中卒でも商業を tl11: ものからでも 、 自家

合ふならば佐賀 l立主主つ1 も現場段j J 程度の、下廻 義 j戎をしてでも間に合lまして行かなげればならぬ

り桜皮の人間 fごつれら法成出来るぢゃな いか、 さ Tごらうかと い ムやうな話も : ｉ Ｎ ｾ て厄ります。それか

ういつれ人間伝来人工事楽式に短期間] で、三月な ら建築のつぢの白出ｾ，働者Ａま軍需工業の方に車専業ーし

も三 月でこしらへで、不足を祈って行くやうな謹 ? こりしますので、械工になっ? こりして集り難し、。

動が必要ぢゃな いか、允塗 L工業新聞かにされ 、 土工なんかも程度が低いので不足して居ります。
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向フォアマンを自家養成しなりれば集 らぬぢゃな 川口 一ーなの践では事従以米ヂIJ Wi に法 ってゐる

いかと忠ひ ます。も一つ人夫なり現場で大工、鳶 んです。と い ムのはめ二FHl ，の慮 l ま最近到十メにし

といムやうなものが自由に f半られないので、現場 かなってをぐ，ん。その内の約二割と いふものは服

で試み iコ若い人に 一つl理穏編成で 忠ふやうにやっ la してをりまして現花賞地 に泊ってゐるものは卒

て凡ろといふのがめりまして 、 その男はお L しろ li .a:の30Y. しか応な し、 。その錦 にと ても怜しい。 中

い努で、 自分で皆を集めてやって照ります。枇員 には欲期してゐなかっ? こ仕事まで出て来ると いふ

は少いりれども労働者の.w話やさ級と一緒に綾? 自 やうな こ とでめりますが。果して人員が足りな い

りをして朝か らついてやって居 ります。比絞的兵 といふやうなことは遺恨 lこL、へないやうな試がす

合よ〈やって居ります。ですから戦人に 、 ':'1- 祉の る。と いふのは我々の仕事は非常に今十古しいが、

批員の方に車[ ( らせす， に仕事をやって行げるやうに それが百年んだら先はどうなるかといふ凡澄しはは

やれば何とか行くんぢゃないかと思ひます。大間 只今の蕗では iずかん。忍口になりま す りれども計

そんな こと です。
IJ 'fと いふ 1) 、。さういふものがな〈て仕事をやらさ

新名一一今のは建築家ですかo れてをります o 質 lま我々 i 1 よってゐる j認で多 いと か

西村一一土木工のカです、座談合に 111て、おー前 少ないとか、 入力 :足るとかたらぬとかL 、ふことを?

のブJ で厄りない接合はどうするかといつに乙 、'J C 迎砿: こ自分が判断しかねてゐる笈状であります。

訴で すりれども 、工夫といムのは紋逗; 省でも 、伊j 今ではーばいーばL 、にやってゐるつ もbですが、

見でも 海 山も って居られますから 、 ゐの工夫の方 的て来年度の仕入はどん1ごん減らす方針でゐ b、

が現場 に三人四入居る 、 さういふ人を引っ張って 私の方では或る棋皮までやる! 必要がめると忠はれ

来て 、 それで此長一人伝 ｦｊ りればＯｐ ｉｾｾ る ｯ 土木の る仕事しどこ記抑へられるか、どこ 詰抑へるべき

方はそれで ｾｮＪ るやうです。笈隊詩ｪ［￭Ｎですと工夫 かといふやうな仕事に劃する考へを愛へて来? 二廃

合もって居りません。ですからかういふ工夫ど引 がめる 、潟がさう いふもの、 r/，にもう抑へ切れな

つ張って氷ると不込の補充が! 日米る。ですから土 くなると いふやうな賀状も めりますし、 どうもど

木工夫の j 'j も主主成しなげればな らぬカヘ こ れもな れにげ i己らな いかとい 11 il ると笈はそんな認では

かなか短期間にはむづ放しいですから 、 fi'J か待ぬ っきり し、 へな し¥迷ってゐる持です。恐ら〈今の

な語成機首討が出来ればい〉と忠ひます o ｾ持ｾＩ｝です，っ と｀め ｉｦ 多少困る ｴＺＧ もうと忠ふ八です

中野一一三喜考までですが、土木のブJ の不足して 只その悶るに至つ i: 賀状と し、 ふものは仕事の運び

ゐると L、」、制台 l立建築に比べ之とどんな，風です o を......'fJ， の気持で[ 主計最的に入手 の減る こ とを? 考

西村一一結局不足とし、つでも長銀を上げればい へてやって来れつもりですが、 そこに大なる故防

、やうなものの、 」二げでも倣底しな い。 がp也って所間引こ抜きがめつにと いふJSに多少考

中野一一割 合U: 分らんですかo へれより徐計に少なくなっ? これ、ふ こ とは現状で

西村一一分りませんです o-i - つにの j j l 立I街貨がや 少し不足しでゐると いふ、かう いふ勘定になるん

り難し 、です 、80Y. l立公安子銭がよつれですから 、後 ぢゃな いかと忠U: れます o 大慌に方針は来年度は

染政浜としても非常 に苦し いんで、大阪では今ー もっと緊縮してやって行( 1 : いってをりますし、

すー領挫してゐるやうな謀総です。切質にどうと 又税 ｾＡｩｬ ｊ ｾＱｾ の ｬ 羽［系で大阪とかよＡと ｪｪ Ｎｴとか京都を除 い

いふ こ とはよく分りませんりれども o  '1: 点火昔日，Ii i : J : 平均金'iili さう t:' らうと思ひま すが、

堀口一一 事経の初つ ＱＺｾｾｉ ｩ［Ｇ ｦＡ ま官民方面は殊にｻ士 m制吹$ どされると} ( ，d係の歳入力、会1'f i; 減って氷る

事の繰延べ等カ; ゐって、殆んど人を入行な いとい んですから 、従来巡りの; ; / 定が WI >l<.:ない Tごらうと

ふ開1系で、 大位 ;1自決lカ菌の手C:j<に111需] ] 国 に人が要 いふこともゐるし、さうすると仕事 L 室長少減って

h官総の技術者を引1友く といふやうな話がゐり ま 行く現状にあり、多少足りて三 い と思ってを' つ1: の

して、私注の象校{ f 11l 1: 者 L 二三i;uii 1i 方面に行つ がよえ色主総力; 以来て見える力、も :J:n れないと し、 ふ民主が

1: 。その後日記し 、て丸ますと仕事が少な いと 忠つれ ありま す し、 それで貨はさっきから 同じこ とを繰

のが 仲々 ゐって官 ｴｾｾ｜ｊｊ 面も人が足らないと い ふや 返しますりれとい来して十五年度のこと合考へ

うななことが! i ' l Jって参りまし 1: 。その笈i伏にYんて ると来年! 主人手が足りないか足 b るかと い ふこと

川口さんに願ひ? こし、んですが。 は吹は今申し 1:. げら れな い。さう すろと府の財務
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営局の方でも震はさういムジレンマにある鐸で、 ん。懸念 に仕上げて行 かなげればならぬと いふ こ

今度の議令T 税制攻草が断行されれと する主地方 とで、果して去年の減員頃に議想しれ仕事の減り

際 L十二局迄に子会んど決去ってしまいますから 、 方でなしに、殆んど復興事業を 初め? こ頃と同じ位

その関の歳入滅といムことになって来ると 、 どう の程度で仕事が引緩いで ある探で、牛分の人員で

いふこ t になるか来年の珠算は組めな い ぢゃな い これを? やるといふことは可成の困難は伴ひますが

かと いふ風な不安があるのが今の賀状です。そこ 色 h の方法で出来るやうにやってをります。併し

でtr は松も迷って をります。見透しが付かん、 か どうしても官民主"- 1ごげのこと は半分の人ではやるこ

う申し上げるより外仕方がない。松一個の考へと とが出来ませんので、出来る? ごりのことで全能率

しでは柑嘗今迄上り忙し〈ならなげればな らな い を是正げてゐるやうな揮でめりま すが、現状では見

といふことは事誕勃設常時か ら考へて積短的に原 に角今の事事長官十輩そのま 3 では主主行 し切れない状

図 しれ認ですが 、 恐ら〈今迄のやり方ｾｾをへて行 ｩ 習で何等かの艶策ｻｦｾ蒋じて Ｑ をひ 、 事業計査を主主 Ｎ �ｬ

くと い ふ こと、、その溢の考へ方で今現状を正直 するとい ふやうな ことも考へてをりますし、考へ

に申しますと、質は絵りのんきなかi然も ゐ h ませ て貰ってゐる認です。それで市金績としては、約

うが、足りないといへば忌りないし、これで行り 400人自主りの主主築技術者がありますので、 それで

るといへば行げるといふやうな調子でヂj らんとい なんとか融惑が付〈んぢゃない力、かういムゃう

ふ匙です o に考へて兎に角何等かの方法で事業だりはやって

堀口ー一一大程府の方の仕事は延ばしでも差迫つ 行かなりればな ι ぬといふ状態であります o 'llEは

れといふことはないでせうか。かういふ事後にな 松は人を取ることが出来ればと思ふんですが御存

って新興義務秋育の腕i 1 系でだんに・んふえて来ると 知の状態で域員と いふことはとても出来な いので

いふこと になり ま す し 小 惑 校 の 注 築 を や っ て を 内総Tごげで何とか慮置して行かなりればならぬだ

られます 、新名さんの方なんかではどうしてもノぐ らうとしゴ、やうな状態になってを? りま す。 それで

ラックでもなんでも摩校舎建てなりればならぬと 今川口さんからお話がありまし7こやうに税制攻本

いふことになって必要の湿度はその方問Tより激烈 といふやうなことも市のブJ の財務納係に彩響しま

になるんちゃないかと }J!， rまれますが、 さう いふ方 す。従って拳校建築にも最長饗する絡ですから 、今

商 におして技術者の不足とし、ふやうなことに新名 のやうな自然Jti1ごげで校位やらさなりればならぬ

きん. . . 。 ので市債その他 にがい げない繰越金でもやらなげれ

新名一一併し全世の瞥給事務のおー話ぢゃなく祭 ばな らぬ とし、ふやうな状芯… ・・どうしても仕事Tご

市交関係のお言吉になりますげれども 、私の方は了皮 げはやらなげればならぬ! 伏i還でゐりますので、人

側面風水省: の復興事業全やる銭に事校の方の後絡 員の不足といふことは痛切に感じてゐる縦です。

附1系だりが猫立しれま車で すが、 その l守に約 320入 先 づ 160入居ります が、 それで少なく共今の仕事

程の技術者が居つ '1: 。それが現在では傘分になっ t 人員とを11児み合せて見ますと 、事業百十笠そ正面

て 150入に減じてをります。これは勿論昨年夏頃 にやって行〈とすれば少なく共 200人位の人員が

にさつきも堀口さんからお話がめり ま しにやうに 要るんぢゃないかと考へてをります o ですからを見

色キの状汎かも律義投術者が市の建築制系の烹脳 在勝、召してゐる人が蹄って来れば大健さう L、ふ入

者が治んど出来ないものが多くなる んぢゃな いか 数 l主要らないぢゃな L 、かと考へますカヘこれは蛍

といふやうなことから積儀的に減らし? 二L、と いふ にすることは出来ませんｾ 5もに角 今どうい ふ方法

線で、監が笈際問題としましでは少なく 共感校附 でその足りない人員をカヴア ー して行〈かとし、ふ

係に於きましでは殆んど事録の匁に( l j : 霊長/ ) ; 減ると ことを考究中で 、 その方法が ｦｾ かな い限りは それ

い ふ こ とはめりませ八でしれので 、 毎，ｾ三児童の自 ＱＺＧ げ仕事ｾ延ばして行くより外仕様がないんぢや

然増加fごりで約15.000，t> ります 、で大惚少な〈共 なし、かと思ってをります。

十校科皮毎年増設して行かなげればならぬ裂皮で 堀口一一l何の方は全穏と致しましでは所吉田技術

ゐ り ま す の し 復 興 事 業ーがまだ質は半分位しか波 方面の主主築なんかは少ないでせうが、 その代り に

んでをりません。これはやはり聞西風水害の復興 工業方面の仕事が多〈なって金惚としてがf の主主築

事業ですが、何時までも放って置く線i こ行きませ 工事 ｾ眺めて事後 新Ａと今の建築工事の数量的の織
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観 、 或は叉このｾ塁塁に依って苦手働者の住宅問題統 Jj 3箇月四には精鋭なる彼等の鐙カヵ: j 首切れて明

制言十詮方面とも考へて約来に亘つでもよろしい。 口ぞfι 」、むやうな惚カになる 、 といふのは家が無

労働者の不足、建築技術者の不足、 さう L、ムカl!if い然に大11.8.浅司U i 't 聞と 1目合で ln( 屋を借る。ふと

に聖書して勉弁さん一つお話を7兎まり 1: い。 んは l九年床にして置しそれで自分が宛て次の人

隠井一一課題が依り大きいので僕にはとても剣 ヵ: 阿って旅る l時には自分が H¥て行( 0 さう L、ふ誇

りませんが、事それ自身が建築行政一 … 1Mの建築 ですから家があって保主きがなし、。自分が田舎で考

謀 に就 いて私 t: 'げが考へてゐる範囲内 fごりでお許

し願ひ7こし、 と思ひます o 1Mの建築認では大住金員

の二割複皮が憾召と徴用 にH1てをりますめ大鐙の

見透しで共様に人伝減らしれ営l時 Ul t 築の仕事 lま

滅つてな い、 寧ろ反 ｾｴ に 住宅工場がふえて〈る。

共に加ふる に部鍛板、鋭; 鍛工場等の i士事をみんな

建築認でや るこ とになって、其には人員が伴はな

い。共に最近出るであもう慮の木初統制、之も j好

の建 築課ーでやらなげればな cぬそのwJI 二、噂fごり

を?聞 いて械利 fごげを取って 了lようと書類だりを提

出して〈る建築願ひが三詳し、 。大腿各方面の建築

は少な いであらうとし 、ふ九遜しは或る方面は駄が

少な いが或る方面は人員より多く、共に加ふるに

検察 Ｑ 系と し、 ふものｾ作って事故彪迎に就て検察し

ゃうと いふ様な組織に後へれのでめり志すりれど

も、結局設も出廻はらな い事になって人員の不足

といふ事に就ては非常に困難と いひますが、切首E

なものがあるやうです。併しこれもやはり銃後米

公でなんでも頑成ってやらなりればならんちゃな

いか主思ってをりますが、先づ最初に考へなりれ

ばならぬのはその住宅がふんだんに IBて来るとい

ふ こ とは資源制笠の聞係で、或る禄皮建物が出来

なし 、からそれが却って分割にして、その限度営如

何に分割して色々の法網含潜るといムやうな新し

へてゐる以上の牧入がある o tこ' から従って不N: な

ブ3面のその; I J ょに足仕踏み入れて問舎では夢想 L し

なかっ1: やうな iJ と殺を食る。 t:' 力、 Cかうしす: 休 L'

時間を休まないで、 そのま、 lJ 耳目の労，倒に行かな

りればならぬ。そのnに工場の災害が多 いb これ

はi詮近に役所のカに来る事故の大在日分が不熟練と

充分休養合されてゐない労働者の;お に危験が加J ! ま

る ο ぞれに加ふるに熟練して ｦｾ 験の限度に封する

恐さが無〈なって来るその郊に色々災害を起して

ゐると いふやうな賀状であります。でありますか

ら府の建築課としてもこの建築行政の方で減る程

度迄人民の不足全補って行〈こ主は機構改善に於

て尚1: されるんちJ ゃな いかと思ひますが、' N: 行が

ｕｾ 来ない統 ｩｬ￬Ｑｪ をされでもその統制が技術的に見て

商I に統制さるべきものを ヱド'lli

o

にに素人でやって、

例へ(f 法律メ ーカーが作つ1: 法律を建築や専門が

扱かはなげれば、見す見す見えてゐる妖沼が盟主l笥

月後に於てりもれて来る。背後手になってから叉衣

の法律が :Hるといふやうなことになって、' 1lrに獄l

の! 浪以上に扱ひ方が縫って旅ますので、 その受げ

る苦手密と いふものは甚大なものちゃないか。先づ

1('1の建築技術民をふやすがl に統 ':!i!l i " やる商工舎に

適正な技術者57西日伝する 、 それ公しないで幾ら J付

の建うと課に ￟ｾ 秀な校術者を到しでも焼石に Ｗ Ａ｣ ｴＺＧ C  

い手が出て来て、而も毎週とすら忠へるやうな商 思ひます。

工省関係の色々の規則、附l刻、約1):¥リなどが Hl! て米 堀口一一 大総今迄質業界それから官 ｾ｡｜ カ国の技

て、恐も〈優秀なる技術者と鋭も法律を扱ふ技術 術者の不足状態をつ示りましに、大税に於て日本の

者 と 鋭 い あ れTごりのものを頭に入れるといふこ 主主| 交に於て途成寸る庖 の建築技術者と いふものは

とは出来な いので間遠ひがあるん! ' ; ゃないかとい l年に中等主義校以 .1この卒業主i : 1.300人位になるの

ふ こ とぜ恐れる。それにはやはり遁常な人が西日置 ではな L、かと思ふんですが、 この状態が若し司王縫

されな い とその統制しれ法律が死文になるんちゃ が治らな い と隠召の者/ J ; ぽつぽつもっと山て、成

なL 、かと L、ふ こ とを? ↑ 揺れる。それから勢働者の住 は念に法成的に養成しなげればな C ぬと思ひます

宅の方 に於てもこの機合にtzって僅か金が 10. 000 若し近々に事昔話が桝決しれとしましでも 中女市交

回か50. 00旬、位持ってゐるものが一存有利な事業 さう L 、」、カE羽田に: & ｉｬｾすると ｌ 、ふ技術者のことを考

としては 150JF 内外で四階建長墜を作るんです o へ? こらもう少し多く念、に技術者養成の事校技師ii そ

それがー呑利潤がい 〉ですから厚生健位向上がI序 ｾ主張すべきか 、 さうし 、 ム ｊ￭ｬｩ￯￯ｬ こ謝して永沼 ｦ 先生に

ばれてゐる時に 、今般賑産業にイ去って如何に勢箆j 御意見守承 IJ ＱＺ ｾ 寸思ひます。

者 が鍛工方面に雲集 して来てを7 るかそ れ らは 2 筒 示 j寒 一 - ' l ! l ( ま今般色々 お話承る迄不足の者はど
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の鎖反不足か、色 k :I;i・3舌を 7j[xって見ますと先す，誌 はー力的 ぢゃな いか主伺ひましに点 、 この俊械工

主主方面でさっき三浦さんのお話がみつ7こやうに 仕 業なんとか他のものには、 さう いふことがないと

事のヒで トラ7 ・んが見へれと い ふこと、約 5割 方 思ひ主す。陸軍とかああ いふ虚. からは監督官が行

仕事 が 槍 i) 日しに。それから会慢の l l与! l ばかり i;;; (用 ってどりますげれども何か諸長事業に怒 いこ とo

に依て人 が要る とい ムやうなこ L をかりましにし 佐川んぢゃな L、かと段督に行かなげれば' なら均七

官隊方面は自然減少で人の繰延べ J U也この数年来 い ｊ 、やうな 、 折角技術者が ＡｩｦＮ［［ ｾ 、 ことをＧするのを ｩ 坊

人が減つ? こ。さう L、ふことを承知しまし 1:
p

それ l上する立場に存在ーするといふことは本? 主に対局Eの

に封して針策と L、ふ こ と に な り ま す し 勿 論 妙 案 主主主主界の表j
長からいってどうかと忠ひます。そこ

が こ ＮＮ ｾ ＮＮゐませんげれども 、 布 、 ｬ 式全〈素人でゐりま でご主 に 人が要る。現に今ￌｩ ｾｾｩｾ 州のやうな忙しし 、 民主

す からか うい ふ こ とぞ 申 し上げて い 、か、 どうか の合貯 ー では諸氏 ノ リ こ 任かせ切りの状 ｪｾｧ でゐるやう

と忠ふんでありますが、 円本の請気勢制と いって です。併し数員としてはしっかりしれ人物o作ら

ゐるさっ き西村さんのおーっしゃつれやうにフォア なげればならぬといふ庖から、責任感の強し 、骨豊 L

マンが足らんのぢゃな い か、 これまでフォアマ Y 丈夫だとうんと灼 ｾＱ るといふことに 、 これからど

の袋成が尖常に閑却されてをつれんぢゃな い ;J 、、 んぱん登山して行〈 こ とになればさういふ黙も矯

私 は 役人 をしてそつれので仕事がヂIj らんもので す 、F されるんちゃな L、かと 、 かねがね思ってをりま

からフ ォ アマンを凡そ任しれ記憶がゐるんです、 す。 併し夜、は抽象的 に 撃校於育で論語ｾがＺへる Ｎ

それに仕事が結構行つ? 二。それから i党減篭禄民他 さうして卒業する" それで人物が出来ると L、ふん

の工場の職工従業員にフォア 7 ; 'ノが少ないといふ ちゃなｾ Ｇ， 結局仕事堂やらせれば切従・に熱心に挺

こいま、 かういふ際に非常に手不足を J) 日へて死三 剣に仕事を? やる庖に人物カ; ｴｬｾ 床上がる ｲ これがよ企

る。それで高級技術者を淫! 氏に 主主成するといふこ 育 の 本 鉄 株 笈 L 守、ひます。只私は非常な消極的! こ

ともめるが、今からでも退くないからフォアマ Y かうし、ふ機 1含で o るからこそ忍ば一生! を、命にヂH走

の袋J!X， fe心掛げることが素人考へですがよからう 合 ｮｾ して背捻の底に御厄介になってＲＨ，ｾも灼くや

と思ひま す 。それから足りない人主きを充ｾすると うに、今放ではどうか知ら八がエネルギーの: 2 Ｈ［ｾ＠

いふことのつり薗としては頗る問題が簡単なんで皐 のことを＼ｾｉＩｾ、て 、 さうして燐局 ｅ 、切り 絞 り るやう

科をふやすと し、 ふこと 、年 i浪fe短 縮、更に主義校内 にし1: ｾ、と忠、ひ土す。

容の重要な過佐合設ｾＡｪＡ Ｎ してと し 、 ふやうになれば形 堀口 一一どうもフォアマンは我今日ih系してを' り

に於ては技術者の頭数はこれで念、激にふやすこと ます中等祭校の方で ' F . としてやらなげればならぬ

が出来ると怠ひます。そこが問題で ib l J まして私 ですが、 どうも祭校役立の初めで文部守の考へが

共教員ケやってゐる: 立場からいひますしさうい 徹底してゐないのか、或る包E皮 J引企が社舎の風潮

ム風な慮涯を' 大きくし 、ふし闘家百年の: : $ にはど に引づられて、 それに従事出来ないのか、絵り結

うい ふもので すか。訟は速成数育や片怖の救育は 果が瓦〈ないちしいのでこれに針しでは我々の泉

全然反主主なんです。焦眉の念を、外にして迂闘なや 校の卒業生のやうな者をペヨュ 1I け0 ・使ひになって御緩

うですが、 その迂闘がス; 焦眉に備へる所以Tごと忠 験のめる器廃さんすJ の忌慢なき iiV意見合一つ強力、

ひます。昨年めれりからどんどん年体力 :w. て行つ して成き 1: し、八ですが。

で、 これも己むを件ない現象ですが、併しやはり お尾ー一一何も意凡などはめりませんげれども 、

生徒は Ｓ ｾ 三なら Ｓ 年 、 Ｕ 年ならう年豊島校に居ると 先 f'!，; のおっ古の 7 オアマンのお話がn!. てなりますが

い ふこ と に依てちゃんとものが ｈｾＪ る ｰ 夜、は慢が それが110示少さな役立1の仕事公やってを。 ります話会!

丈夫で人物がしっかりしてをつ1: r， J計百同軍人でし 係 か Ci f きますと、尤しそれが無いので、侍にa I f

精 鋭 主 義 で 以 て 2 倍泣勾J りるんぢゃないかと思ひ 祭 庄 が 少 な い ρ 波工所とカ・と船所なんかの } j にfi

ますo 岱建築界に於げる一つの寄妙な毛rL象 l士論t:i きますとやはりフォアマ y の立場にをる人がめる

の方にも技術者が要る。成[ ま弘i 任者の j j にもれf術 ゃうですげれども 、 ]x;li 線道省の仕事 に し て も 注

者が要る 、 かう いふ二重の何といひますか人員の C混合祉の仕事にしましでも 戸、す，工夫が居って、 そ

Ａｬｩ ｂｾ 誌になってゐる。これは ｖｧ 村さんしアメ リ カの の工夫が先づム，iilli の説明が 11 ｾ来ますＢ ｾ Ｇｩ 毘工を Ｇ ｩ 阜ひ

様子守 御寄知だらうと足、ひますが、 アメ リカなど 担当すことも ｉ ｾ ｾＪ る。底力Ｚ建築染者のブ ｊ は私も大林
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に居つれ事がめります。大きな r. ! f でも叉少さな我

々の修業してを' るものでも共がありまぜん。大工

の |出舌役でもなし専在住の立場でもなし、英中間に

もう一つフォアマシがゐる o } ，工の i注話役をさす

と自分l立大工の世話1: りやります が、 まあ左官の

仕事ならば主主つ ＱＺ ちかしで 、 又自分の ｾｩｨＧ ｲＭ のｻ上手

には熱中しますが、 ;I ; j 料が間に合はない L そ，;11ま

いので、 それで自分等考へます事は今の様な l時勢

には 7 オアマン級の人の養成立門教育をも一つや

るには矢 ｲｹ Ｎｬｾ り 十 二 、 三の時か乙大工に弟子入りし

て餅の目 Ｉｊ｟ｾ やらされ軍隊検査で ｬ 人前になって

2  :;E. 3 年大工の仕事む さし てもらって! 人前にな

っ仁左いふ話合間〈械なさういふ瓜に行き主ぜん

で ｌ 笈 ｬ 炊きｾＺＺｩ ＧＮ ｩ 迩ム丈で仕事をする事に奥 ｧＮ ｪｩＺ Ｐ 持つ

i占の人の仕事だといふので如何なる仕事でも以つ 職人を' 欲し いと忠ひますりれど L さういふ者の箆

1: らかして置くと言慢な司王になりますし、 さ い 、 成 ｬ 立主Ａ､ ］ＧＡｬｬｾｍ］Ｇ らうと忠こ ｌ ます。而 ｪ し ｩｩｾ 工とか機

ム機な司王が l!' 来 る、何もかも J ! ; l ; る場合にはね員の 械の方 ｬ 主可成さういつれＧｋＡ何事エヵ ｱ ｩ ｾ 衆でをりま

世話役もする 、或る場合にはデザインしする o ･ｩｾ＠ す。只主主よ短大工に i決ってそれがな いo 0 うして何

材の明細も出 す と言様な最も{ 資不IJ な人が今r . : . 1等事 ｬ 守 ｌ 松等 そ ｉｕｾ でいひます事｛立大工と し、 ふものが一

校' t ' Ul て来 1:: 方でなげればならぬ t 思ふんですが ) 賢建築では械工の王様に居る。今こそれ〈術展がめ

f首てきう いふつも りで来てJI . tってj もると 、 どうも り昔、すヵ; 昔は大工が総べてをやつにものでありま

欠 張 h一方に適してしまって、過日もさういム認 すし、総べての議公文配しなげればなりませぬの

がゐつれやう に全然獄工の笈成と言・司王と今のフオ に左官、大工、飾子、石子と L、ふ様なもの企業め

アマンの設成は別薗に之から教育して漬かなげれ て見ますとー務大工が{ 氏 l‘ してをナります。思想、の

ばならぬのぢゃな いかと忠ひます。それから熟練 上か乙行き止しでも今 円公古] ( 愉へればfi i J 百聞の遁:

の話も過日 ｈｾ ましにが 、 これらは古 い 人間から凡 具合持つに大工がJ! y ' 入が一容少なし、、率ろ這J -l 0

ますと侍に大工なんて者は非常に iJ J ; 干してを> 9 ま 持ってゐない擦とハンマ - in:}; j ; って床 it ば頁い石

すo 如何に立添な殺人でゐるといってし昔の釈人 屋とか戎11挺を持って来 n l f 仕事の !11来る左官と

に比べると 1，) : . 以うまくはやるが、少し経つ 1: 仕事 いふ右ーの方カＺ，、 ｌ 、 主 Ｚ［ＱＧ 打ち筋 ｩ ＿Ｑ 脊 へるｾ ，ｾ Ｎ ｾ入力 Ｚｊ ｜ ｉ＼入

営させれば全然 ｾｉｾ 来な ｌ 、。 が少な L、、然るに何等そこに政を持って行かない

imれ多いお話ですが 明治天皇のお，- tおれになりま で只i却問答の渋滞をとる仕事のみをやって{ 的立大

しれｼみに桃 山 の数寄屋ｾｾてましれの｛土 ｪ ｦｊｦＮ ｦｪ 、 が 工でゐると いふ手当! な待時の湾りを持って現場で 11

使ってを ｢ まし ￬ｾ : 職員の| 注5舌役で大IQえの津田とい 立川終 1古川r が rl ｾ来る。つ ま り意 張 る丈いばって ｷ 話

ひますが之は今でも主主ってぜります。大阪にもゐ をやかないで H' ろ〈そ lこL、はれて非常に回ってを

し; 哀れ 、ふ料亭がめります。なが大林に居る l弓に ります。会然坐校五， ｮｾ られれ 方もキ日常 ｩ ＮＡｦへ衆らｊｴ

兵を l世話してやらせまし 1: 0 Ji b人は i世話役しゃれ ますが中 lこI : Uても外の呼! : t . .λ とlhべ物にな( ， ￐ｾｈ 、

ぱ洋家具もやる 、お主: l ，やればお守 L やる 、今居 、のがあります 点 、ｾにまし 、Ｏ Ｚが ｉ 茂長ど い ふ男が

れば80位ですがな〈なってをります。それで職 人 をりましれが非常に駅もし 、L 、し只見て 57つては不

全集める苓し上手で、とくさ張りの職人公や らし 可んといふので Ａａｾ に Ｍｮ ｬＮｾましくいってまだ Ｒ Ｐ 位で

で仕事が恐い とかうするん fごと自分みづから小刀 しれが相渇仕事に京任ｾ持にしてやらしてゐまし

を持ってやる 、 さう いふ人聞は今一人もめりませ ? こ。名古屋に参りまして: x . ] 長り誕百回にやってゐ

ん。松尖待殊な 1士事堂やってをりますので非常に ましれが; た: fi 9  R : いのは戦舗に行って死んで終ひ

凶るんです 、部分的の筒翠な借家をやるとか西洋 まし仁。 1苦しいですげれどもね。

官官をやるとかし、ム J具に別個にやる職人[ 主堂ります 堀 口一一 frifl ff. 1: う御座府主し 1: 0 ii1Hi の震情は

が、戒は兵隊にとられ或( 主宰需工事提 に金儲げカ; ， 、 あー誌がめりまし 1: ので分り主し 1: が、製校へのN" <

い もので すからとられて終って、浅ってゐる者は 苅者の申込さういふものを通じてどれ1ft 不 jとして

皆中途半端の者ばかり 、 注文を受ります仕事 Ｈ￭ Ｚｊ ｾ ゐるでゐらうか、: 践はどれ位人数' t ' * 脅し 1: ( " 、ぃ

張り侍殊の i事統的の物で{ 在日座居ますし職人 lま3 う ? ごらうか、或l'"l f廷は自然 に制節 n' ，*るfご乙うかで

いム職人は集まりませんし、 めりませんし、 5年 ういふカ町中野さん一つおー話 ｾＷ 弘 Ｙ 'j: ，、ですが。

や 3 年養成しまして L矢抜 b フォアマン級の人間 中 ｾ ｊ Ｍ Ｍ 先砕か らのお ー認枠要求がー致してゐる

養 成 に とられて終ひます。非常に仕事がやりに〈 様な感じが欽しますが松の方( 主 1: として投術者を

3 9  X I  



作 って .ll j す 主いム側 の見方ですが、今オ0・話のi寝秀 ヒると一寸営むなし 、かも知れませんが先づ敬う・ら

な職工も必要であり 、 又司同 ｉｕｾ 工との聞に ｩＺ つ 申しますと昭和 12年度は私の方の卒業生の駄に潟

、て何でも分る者も是非必要でゐるれ、ふお話でゐ しで約 3 倍位の申込がめりまし' 1 : 。尤も 2 月七頁締

りますが、 その内で私の考へてを' りますのは欠浪 匂j つに状態でそれ位です 、 昭如 13年度は約 5 倍 位

り岡市T と職工との聞 に女って、 聞して非常に高い 之1， 7町長1 ) 12月に締切つれ状態でさういふ孔にな

程 度 の 技 術 者 は と も か 〈 仕 事 を 笈 行 し て 行 い か つてをります。本年皮は今迄の状il8で IOii寄位です

ういふ者が矢張り必要ぢゃないかと刻、の ) J の皐校 からもっとになるんぢゃない力、と凡込んでをりま

に要求して来る状態からも想像する; 母です 、結 局 す。そんな風で非常に要求は冷してをります ｯｾ

永潔さんのお話の桜に塁手校を建てれば何でもない 求する方国はいろいろ分れませうヵ; ｾ町長 り建築工

ぢゃな いかといふ事になりませうが、飽 l通が府く 事に直'弘首;，Ji 系ゐる )jilli か ι 要 求 し て 来 て を り ま

なりますが私の考へて合りますのは小祭校 ＰＱｾｾ て す。結局先程甲しましれ; 憶にどちらから考へて L

か C 中等祭校に入ると L、ム者が先つ従業カ函を志 直ぐに役立つ二者合祉に入れば罰百[ が分って殺人の

し、 それをも中皐校に行って更にヒに足元氏選抜さ 聞に立ってやれるといふ様な者カ: 要求されてゐ

れて行〈その コー スカ; 2 つになる認ですが、 その る。先恕申しましＧＱＺ機に皐校 ｯ 増設して 、 ｝ＺｾＡま建

内でなの考へでは入皐ｾｦｕＺ ，、 ふのは中準校の力商 築課を附設して行くと いふ事になりますと 経貨の

ではいくらあっても構はぬ ｯ 我間引 Ｗｾ の械でめ 問題もおこって来ますが第一困る問題! 主先生がゐ

りますがといふのは結局中* には入れは: _ I ' . に行く なし、。先生! t . 今大皐カ面では生徒 4 人に封して先

そこに値打がめる様な状態になってゐる。閤民救 生 l 人位、専門祭校では 7. 8人に針して先生 1人

育からいへばさうでないでせうげれども、交際の 'I J 等製校では 15名に l 人位の質情と思ってをりま

状態がさうなってゐる o 賀芸能身長校を[ l l ' l :者 ! H反応 す。従ってこの皐校を府すとなると允生が足もな

経理事の状態で今日の役割を果すといふ様な事もあ くなるがこの解決方法[ まし 、ろいろゐると忠、ひ主す

りますし、 現在の状態で は隊撤建築とか差常 l; {士 王室成FJi ｾヶ作るのも一法でゐり主せうが Ｑ ;詐ぃ、の

事を奥へられる詩ですから 、 さうし 、ふ 意!氷で八皐 [ ま差官n 質除仕事をやって行〈先 生{ ま減 C しでも

総z . 排してやり? 二 L 、o - : ! ういふカi Nz . 考へてj蕊可 棋は八、只先生堂中心、にして助げて行く者結局職

〈よげ い の者を入れて lt 業方面で教育する 、 そう jゑに於て皆様只今御忙しいではゐりませうが、 き

してそれ等の;者を?役に 立て兎 に角役立つ者全作つ ういふ j j に; 直訴ーな時間に凍て] 頁〈とか比較的i待問

て行くとし、ム事を' 皐枚方面にも考へてをります。 の総絡のある方に来て交って皐校主 連繋をとり i:

兵隊でもヒ等兵、分隊長、小隊長といム様なもの L 、。而も養成に君主力して1 ' t ふ、更に皆燥の仕事の

をつ〈るといふ事も大穂必要な問題と忠、ひます o 上に力日へて} 烹ふといふ事が出' * ますならば之はそ

建築方面では今の届 ｾｅｾ 業 ｅ 罪状として Ｑ 渓憶が ｪ 方面 ー と んなにむづかしい問題ぢゃないといふ様に考へる

比べてどうかとし 、ふ 事 に な り ま ず し 今 の 路 建 築 認です o I! ( I ; 論之に成準校とし、ムのは技術丈でなく

つか百に行〈者が少ないほに凡えてをヶりま す、が之 粉紳的政育も電きをを? かなりれ! まならぬ。そうい

li ' i i l 際常つてゐないん TJ ゃないかと思ム絞な沌由 ふおから矢} 長り皐校に専任者がなりればならぬが

が一 一後から申上' 1 : ，、と忠少ますが一一ゐる揮で そのカが責任を持って主主主主の方にやると L 、J 、様に

従って建築カ函は批合の人 iJ; 卒 業 むして瓦い金 に しなげればならぬと L 、ふので途中の主s繋が非常に

ならな い といふ様な考へから入壌のほに秘! 端的j J 重要でめ ＱＩ ませうがＦｾｾｾり穆 ｊｩ 交が ＺＭｪｪ 来 ＱＺ らさうい

国・ に といふ ;考 へ L める様に見受げられます 。従 つ ム事堂考へて] 質き皮いといふ様に弘{ ま最近考へて

て肇校舎建てる方の rWIにもされ、ふ考へが起って をります。之はI丸可く質現さして貰ひ 1: ，、といふ

来るし教師も少ないといム現状でゐり土すので差 泉 持 r 持ってを? り ます。その; 也椴 工の問題に付て

常り懇校を哨す ｴ いム司王｛立入撃 ｾｩｦｾ i' Wii 筒する一つ もいろいろお話もゐりまし? : が之 l立大しれ腹案も

のブ ｊ 法でもありますし 、 建・築ｩＡＩｉＡのないｾ校にはそ ありませんので・ 0 ・・ o

の課z . 殺げるといふ殺な本 L考へられる。今i卸1:t ｾロ一一 それにつ い ては鈴木さんが 、 在来の封

19j の卒業生がどういふ様 lこ要求されてゐるかとい 建時代のやうなしのでなく 、 短 ｉｾＧ 間 ｬ こ能率的 ｬ こ ｌ 、

ふ問題ですが、 之は私の方の皐校丈での澗ベで申 い職工を作る考案がゐるらしいんですヵ; 、 それを7
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一つ聞かして頂き? こL、です。 うに協力して、一つの身長校組織のやうな L のを策

鈴木ーーー抵は大工といムしのを研究して 10年間 京大阪位には是非作り 1: L 、と思ひます。之に望者し

になりますが来Tごに その正偲をつかめな L " 大工 ては山口さ八から御意凡なり 、具程的方策f t > ｾＱＧＰＭ 持

といふのは建築諸表でゐるか、設計であるか、そ ちのやうですが 、 ーっその案のｾ況の可能性のめ

れを全部緩めてやると いふ虚に本来の目的が存在 る底までお認を願ひ 1: L 、と，思ひます。

してゐるやうに思ふ。夜、の眺め i : 大工といふのは 山口 一一一私のカの豊島校1; 1 地味な翠校・ですげれど

所持製作工としての大工の室町見なので、 それは :H L 、採用申込が 3 倍、 5 ii汗とめり、何か針策がな

衆るが、詩貧兼設計を理想としてゐるやうなもの いものかと思っていろいろ計支し1: り、間 L 、1: り

l立、普はそれを' ゃっ 1: ら し い が、今日は六ケ敷 し1: ことも めりますけれども 、 どう L 質吹きれそ

い。何と か養成 ｈｾ＿ 終 Ｓ い かと考へまし＿こが 、 彼等 うな案 L なし、 !主主j 悶の境! 1 口さん、都鳥の中野; 科

には非常 な飲陪がゐる。こちらが真文句皮のまｾｾ b  の慮に仔っ て22はないかと開L、てみ 1: やうなこと

って行っていさっぱり受げて〈れません。最後 で、私は松井さんとも いろいろ詩し1: りしれんで

に松の爪し1: 案は経僚といふ L のを? とってしまっ すカヘ松の庖に従前より盟主僚の求人がめつ? ことし

1: 殺術方市のみの養成といふことでし1: が、不幸 てもすぐそれ丈需要が精へにとは考へられな い。

にしてお流 11. になってしまっ 1: 。冗官の方はま 1:' 申込むつむでは各拳校に申込んで居るでせうか乙、

取扱ひ易いのどめります 、 といふのは、 大工は諸 室長少差 がゐる i浮です 、之に望者して、現在 u 奇来の

気の方になってしまムカ t、左官は大き〈なっても 二 つの Ｓ 丹後に分げて考へて居りますが 、 差ｾ ［ 9の

;在官 で、 そこに技術の指導といふことも :H来る ο 問題としては突は漆 IJI めりますか、先づ二部 ili1j と

そこで大工 について考へますことは、20裁の大工 して、 中等主義校を1 I l 1こものを7集めて匙築にき与する

30裁の大工、 40歳の大工といふやうに年総的の待 大根の事o草支えて tHす、こ れが-i i r手 つ取早い。

過といふことをイ ｩｴｬ｢￯ が如何に凡てゐるか、 ＳＰ 、 ｾ， ｏ 法規o前] べても可能性がめるものと思って校長に

になってし大工は大してヒらぬ o 他のカ; ; n では、 進言して見まし1: が、現在機械、官fJ 誌の技術者を7

25- 6 にして 80閥、 100閥、 200聞 といふやうな JfK 養成する目的でゐるので建築の2 nRfli 110文部省が

入を得られるとすると 、 この待遇問題をけ也?Jr にし 言午すかどう か分 らない といふ話でめつ1: 。併しー

で、 大工の不足をかこつでも何にもならなし 、。30 寸運動J をすればさう六ケ敷L、こ ともな いと忠ひま

40、50 となると段々 1投入が減るんです。これ 0 f!;1{ しれが、伶考六て見る t 、 入翠志詔者がそれ程め

決しないとどうしてし不足する根本的解決はi J て衆 るかどうか、 ぞれには40悶位の祭資ぞ布fi 助すると

ないぢゃないか、フォアマ ｹ の純 ｈｾ 、これなどし いふ ことにすれば何でもないと考へ1: んですりれ

考へなりればならぬ問題ですが、 それも待遇問題 ど い f坪しし一つ大民主から考へて見ますと 、 さう

で、50、60にひって管車専攻ーしてしまひます。最近 いふ建築5ヒの筆生に金を H1 して集めるといふこと

は長泉がいいので500過ぎてもまに建築家に浅つ が図家的に考へで大して意味がな いゃうでもめり

てゐるのがめりますが、非常 に長 い間 を要する技 往築界犯主主主廷のやうにも忠へる o 結局高等小撃

術工でゐりますから、その養成に到する祉舎の日H 校合卒業しれものを ｾ 2 年位主主成するやうに校長に

心が全然なし¥個人に委せてゐるのは問題です o 相談しましれ虞が、うた張りがf立でやるなればT誤算

この養成問題が解決しなげれば職人は増して来 外でやらなげればならぬ。 3000回や4000闘 の金を

ぬ。 かげで議官舎を' やって丸ても霊味がめりません o

綴口一一凡ゆるものが現在の枇合状態が磁らぬ それで、}Mの玉置さんがし、って居られれんですが

限 hは、部I の状態ではいいものが出来ないといム 今技術震をきういって出し ＱＺ 廃で ｾｩｾ 衆参ってしま

ことになるし、これ丈 の技術者の不足の場合 、 ｲ ｬｩＡｾ ふから 、泊旅のこと o考へ7こらをEza界を引退して

公立の撃校の人員を増加す る丈では、 これが :Ij て 隠居して舟 C れる方にも一退出て貰」、、動員して

来るにも可なり の" . を聞を要しますから 、桜械方面 必要がなくなつれらうえその人主主に隠居してJ J l : J 、、

でやってゐるやうに各合枇が栄出してこの; 烏に自 さうしれらフラクシヨ Y も起もす' にとし、」、やうな

分自身の技術者を作る、資金 o出して、建築数育 :t，，- 話l.， iありまし i: 。又召集i " 受りて普通の兵隊と

倒係者或は努場のものが、中野さんのいはれるや して行ってゐる人々が相官めりはしな いか、 かう
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い ふ人を置換へ1: ならばさう滞山の技術者をなら Ｕ ヒしかゃれなｾ Ｂ Ｐ 西洋 ｴｴ ｾ Ｎｾ ［ ｾＺ ゃるのは少 い 。段々

んでも 向ふで足るやうになる。内地の足ら 1，L、鹿 様子が硲って行くのに 、 二の土、の状況で1r V:lば

ｬ ま隠居しれ人に ｾｈ て主主ム。これは ｩ 可白い笑だと忠 失業するのが常り前ぢやり:L 、点、、 之も再教育しで

ひます。それから先i金大' 合土木の安田さんが塁手校 和洋何でも出来るやうに仕上け' なげればならぬぢ

に見えてのお話に中皐f r : ' IH1こもの と投 f，!jj 廷のそ見'15 ゃないか、 X ?i l l :迄に tえってゐるものはどうも骨皇力;

に ｈｾ して使ふと相 ［ 蛍間に合ひさう ｔ ごといふやうな 非( 常に主，';L 、、ご の綬絡を何とか向上する方法も考

ことで、 alt 築と いふ L のは所諮組織的に放えなり へなげればならぬ。殊に: { t 抑病が多い、例の病一気

ればならぬと忠、って居つ? 二に到して、一つの主lf (， が ':f. ぃ、日日] 函が少い、カ L 背筋力、握力な八か悲

しい問題f r : ' 投げられれといふやうに忠、つ' 1 : んです より少い ものがゐるのでとてし問題にならぬ。

カヘ い き なり現湯に投り込んで、 それで使へるや 重量芥一 一不思議ち; ゃないですよ 。

うになれば、 さう限糸にならなくても 、 中皐校五、 松 国 一 一議 官 舎 な ん か で し や っ て 見 で い ど う

，'1' ，1こものをどんどん集めればそれで行げるとなれ も照の溺j の 忍 い も の が 多 九 ど う も そ の 方 面 に 遡

ぱ さ う 心 到する 必要はなし 、。併し技術員の養成と しな い ものカ ; 行ってゐるんぢゃないか、どから伐

いつに慮で、第一、人が ないんですか ら、官(tuiii ｾＺ＠ をよ〈すると共に 1可能検査をして億秀て王者全取て

こしらへでも意 吠T 伐さな し、 。現場で教育すると 行くといふ方面について建築家が照合用ゐる砂要

い ふ の が、 ー寄絞質的のやうに思って居ります。 がめると思ひます。

堀 口 一 一 高等小接 5ヶl十'， '1: L のが こちらに ZK3 ぃ 髄チ{ 二一一 そこで一つ質問がゐ b ますが、性 能 検

のは最大原因 lま青年参1交の義務]1;I! とい」、」主力4影 査といふものカ;、 I[ c{ のし 、L 、といふのは記憶力 U 住

宅ましてゐるやうに思ふ。それと民対工の7げよとい 主主力、 j主力 : 工作のうまいとい J 、入、投開家と いふ

ふこと に7苫つては一つの令祉で建吻、企業に弐じ やうなものは算衡が 1-' 手さす 、 而しものを' こしら

てゐる金でも多大な L のがゐる。そ ' l 力、ら見ると へる 、 ｴｐｾ 示といふやうなむのはとても我々の及 ｬ ま

! a l ; 築言育長の方 L 5 前 i国位づっ 11¥ｌ ，て 、 それが Ｒ Ｐ ｾ 汗 さ ｡ るものがある。大工が何故毛主育がなｾ " かといム

位で Ａ ｏ ｬＩ ＢＺｾ［閥、さうして大阪、東京に青年主主校合 と、今七大工のやり ) J がたつ }l 't 1) Htl t 制度のま、

殺ね' 1 : 中等袋枚、従肇主誌のものど一波位yri 々作 でゐることで、身銭の J斗いといふの{ 士、 始絡易経

って 、 ｾ築志願の入率志願哲 ｬＩ ｾＳ Ｎ＠ f存牟位めるんで をかがめて ii ヰ; をしなげれどならぬからで、 大 抵

すから 、 ぞれに羽援の人 L 削除して J買いて袋氏す 背中が屈ってゐる。 いく らスポ ー ツ合しでも駄目

るといふやうに、 ｌ 少し組想 ｉＮｾ ，いつれ ら位糸幾何 で。それから年総に燦じでのけぬといふお話 L め

のつむもも? 主主成するものえ' 作る 、 これは鐙利として りま し7こカヘ 笈 除liiJI ITI として、彼 等 が プ ライドを

LJ r ' i ; ) [ ，つんだゃないかと忠ふんですが一一。 感じ泊旅に希主還がめる 、 自分に子供が出来る頃に

松 田 一 一教姉には令請気者の技術家が出るい、 I:t 'i ll n舌役 :こ なる 、 孫が 11¥.*"二時にはその上の 7 オ

ふことになれば繍むことですし 、 ｾＺｺＮｾ の将来性 ＱＲ アマン、又上の段面になる 、 さうすればまま予言もす

んか非常に心慨して見てるやうですが 、 耳 ｬ 、は ｾｩ 台来 ることになる 、現に私の税えがさうです。段々と

は徐々必要が多くなるんぢゃない ［ｊＧ 、 Ｑ Ａｬ ｾ￵ｦｩｩ￬ ｊ［む ｬｬ ［，ｺ j :  ¥の職人を' 使ひ、 10入でも 20人でし集めてゐる

は今度の支那事穏で破成: ' tL ' 1 : ものの復興、 そtt 又 そ れ 丈 集 っ て ゐ る と 会 ひ は じ!l がな いから 、 人

から川' 司王は建築の一大1a¥! : i . L i ' 待刻 71; 来てゐる。何 l起 も集ってくる 、 スさう ｌ 、」、やうになり ＱＺｾ 、 といふ

を見てもこの改訟は早晩やらなげ j L  ｾまならぬ、凶 希 ヨ い1¥て来るので浜町 Pl の奴が集ってくるとい

洋 建 築 ど っ て、様式が泌って内容設耐とも 101F-以 ふ風になる。慮が今はそれがないですです。です

けるって見ると 、今の主主主程と比して非常 に見劣り からぐれて 了って総 rpj して了ム。ですから 、 さう

がする 、 のみならす¥賞用的にもどんどん改造営 いふ彼等に希翠ど輿へるといふ惑が大事だと思ふ

しなげればならぬし 、 ｩｬｾｾＷＺ 州国など新興建築が次か 山口 一一えらし、失砲でl すげれども遁性検査の設

ら吹へ とけ1て* る。建築は止まる時がない! といっ 倫があいま すか ・0

てもし、ぃ、 も一つは現在の大工なるものは傘，校に 松田一 一際用心況の先生が 5 入居りますし、設

!， ff りないので、 に工の見習にでもやらうと いふ 備もあります、留者も只の臨床溜者では駄目で す

で 見 習 を し て ゐ る の が 多 い 今 の 大 工f; t 日本産ま住 専 門 家 で す。
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山口 一一東京では阿部さん U 、ふ j ] t:' つ1: かに 欲し し、か 乙で すね

見ぜて貰って説明をして支つにことがめりましれ

が 、 めの ち ｾｬ 交で決めることにびっくりし ＱＺ ことが

めるんですりれども ・ っ

表 選 一一夜、l士事校でも I rl か 3 丹、 1  ; 繁期 L 1:1: 

待合入れて置いてえ1: ら、; 到するものが分ると思

ふんですが。

松 田 一一 位 ｾ ￬ ｬ［ ｩ 食堂をするとが全科はっきり分るん

です。上に f中びられるしのもよくヂ1J ります。

中 野Ｍ＿ｭＺｾとい ふしのセ ［Ｇｾｩ らんで 、 おー Ｇ ［ｩｩｌ Ｇ ［ ｘＺＺ さ

んにかういふのがあつれとか、是正↑ 古で偶然建築 f'j

にやって来るのがゐるんです。どっちにしゃうか

と迷ってゐるの! こ 、建築がし、いといへばさうです

かといって願書な持って来るやうなのがゐります

山口 一一フォアマ y を皐校で』をはしろと いつで

も飽秀 ｮ のは ｾ Pl 来ないです 。小慾校の I!I から笈

隙 i士事に包; つでフォアマンとして可能 l正のゐる L

の丈を・再放育すると いム民にすればこ t l. l主主主性検

査以上ですからね。手校で [むらしいもーは作占れ

てし本設の者( 工 nj 来な いです。

岩 尾ー一一1兎秀: j . 建築家が足らぬといもおーい古です

が、{nj 放な L 、かといへば、小説 r 卒 業 して。 l' if.:5又

校に b1-rvイI: : t とすれば、川崎にでもやればすぐ l

刷 2- 301.主にもなる 、 廷が建築l愛の坊 t'，になって

も何 ｩ こ ｩＮＳ 乙 ｾｉｊ : : かれ、ふ社令的組織を建築の初-

f になっても 1[ ('112 - 3 0銭にもなるといふやうな

時代カ味 j ，ら 、 それに優秀3峨工になれる U 、ふ

ゃう芯事 ｉｊｾｾＺ 作つＭ＿Ｇら同じやうになると思ふ 。

山口 一 ＭＮＮ ｲ［ Ｇ注工として苫んで行つでも 、 ｲＱＱｾ 匹、大

皐のコ ー見合逼って賊むのでも同じ社合的 ':jf_伎む

受りるやうになればこの問題はじき解決するり H

ど い 今 ま で 徐 b懸隔がtらしいでし? こからね。

岩尾一一 そこまで行かなくても 、 同じやうなl &

入になれば・・。

鈴木一一東京の左官で小林とかい ι 人が、 自分

の臣室で仰〈人を補充する 10にも撃さ校五ヶ作らうとい

ふので、50- 4 ' 位の家i ' i i て、寄宿舎合作って、 自

分の慮で室長成する 、都合で毛主主起しても駄目だかち

とm: lti 地方の新聞にI : U し 1: 日給を I [ 到やるとい L

ことで，募集合しにげ れども l 入もないです。 そこ

111口一一管様のお誌を承り私は建築家として傾

悶 してゐることが一つめる 、 といムのは口 女王 ｴ ｲＮ［ｾｾ

の1去の日本の時勢h、ら果して今後建築はどう進む

でゐらうかといふことで、建築と いふものぞ生産

主一日十、 '!tl、工事長約の内 lこ依然として保ってゐる。

い ろ い ろ 承 り ま す し ア オ ア マ ン、傍働者側係の

問題が 主でゐって 、 Ｉｖｩ Ｇ 吉岡技術者 、 技術者の ｾ｜ｉ 心力［

比止を Ｈ ｉ Ｇｾ 言 ｴ￯ かつにといふことを夜 、 思って居りますが

今たのj這旬、 'F1": 1. j'録的背; こf . i i lする問題でめっ1: かど

うか、疑日目に忠って居りますが、結局その問題に

訴する見注しとし 、ふものは恐じく事艇を契機とし

て建築:1生活といふものになって行〈べきかとい

ふ一つの大きな根本的のモ ー メy トになるんぢゃ

ないかといムことを考へる潟、l そこに勢働者の主主

)1にといふことについて閲起が織って居らぬか早L 、

話が、日 又i込携なし て支那に ) kて仕事をするとい

; 、阪に 、今の大工では恐らく文那の大工に勝てな

いんちＭ ゃなし、か 、 大きな涛ｾＡ土今後 ￹ｾＩ 測 、 支那に

ゐる。その探査互に於で日本人! 主勝てな いぢゃない

かとし、ム; 畠に大きな疑問1ＺｲＮ Ｇ ｾｽＮつ 、 そこで注築がど

う進 んで行くか といふr. l J l 辺、建築技術者として如

何に議む力、といふことについて、非常に火きな煩

悶 をもってゐる。それについて、え らい差/1' ，がま

しいですが- 。

松田一一支那人と日本人 H 、ムと 、4拐をのこと

は支那人 1: 1ゃれなし ¥ 人の模倣で靭から晩まで日

のぶれるまで ｉｾＧ￭ くなって闘が見えな〈なるまでや

る。時間的には長いが能容は上らな o" 働 く と L、

ム意志がなくて、 これが日常 t生活? ごも兎に角手ぞ

動力、して、それがf f AtんfごE，ねるもんにといふ. 風に

凡てゐる 、能汚l i ' 上げるのは日本人 には敵はない

Ｚ Ｑ ヒ ￹ｾＺ［ に行つ ＱＺ ｩＺ 寺に同じ家、ぷ 骨をかげさ せるのなど

試5i ¥しれのを凡1: ことがありますが、日 本人の方

がi&絞カ :o 、ぃ。それは何故かといムと 、個人的に

は働〈げれども 、統帝IJ 7 J がな L、、円本人 l士関税的

組織でやる から優秀だ とL 、ι ことになる。シ λ テ

ムむよくす ｮ で古 ｾｾＱ t 七つて〈る。今のやりカは

日本人全託 証と して首長で持団して眺めてゐる丈 ο

20人の 1 ｾｉ に 一 人で ｌ 円 本人を入れて一緒に的かす

でね、問 filll ま金ぢゃない 、信用です。今ヒ: I ( の者い と首位奈がJ ニ( ，うと忠ひます。うま〈組合すこと が

人 ＱＡ 金をｾｊＮＧｴ・ふより作ｩｊＱきまで信用を受げる力、といふ 必要です。今一つむEカの仲ひ方は20歳までは日本

こと 。 人のカカ :o' o、んです。支司[1人はとても及 l f ない。

中野一一 与校数育i ' 目指す大きな電車内は信用が 20歳を; 1 &るとす，っと 向 うの方が仲ひて 日本 人のゾJ
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がf中ひな いです。

川口一一ーヌ. 1) ' うい ι 詩も賀:11悶L 、てゐるんです

日本人が向うに行って少い時には向うのやうに忍

〈なってしまふ。それで紹釣 日本人の数が多〈な

げればいりないといってゐる。朝鮮や文那の筆中立

の認を聞いても 、 どうも日本の子供が朝鮮や、支

那化してしまムといふことで、今のお話、笠際そ

の湿りに ff ¥1 ば結構ですりれども 、 僅かの人間で

はやって行りません、 f民霊に考へなりればな らぬ

と恩ひます。支那の廃史 ff 凡ても決人種に同化の

j隠奥 ですから 、結局日本人も永い聞には支那化し

てしまひはしなし、か( 笑援〉 一一。

松田一一 これは研究しなげればならぬ 。支那人

は建築 L 建築材料も生産者です。それか ら建築材

料運搬者です。材料詩賞者です。全てｾ自分でや

る。それで非常に経質が節減出来る。日本人はそ

れもそ皆使ふのでいつ L やられる。その組織を具

合よ〈出来れば確かに日本人 lまリ ー トー出来る。

岩 尾一一今)11 日さんのお話のやうに 、 円; 本人が

少かつれらづli ' C，になりおし、 ο 欠つ張り禦なカが

い〉と なってしまふカ> c， . .. ... 0  

松田一一土地がさうさせる、どから総り長くや

って居るのはいかん。

岩尾一一紳戸のペンキやでも、日本人のペンキ

屋と全然違ム、支司[1人lま安く、只見? こやうにやり

ます。それで円木人ば靭から一生懸命にやらなげ

れば日蛍にならぬ。支那人は 10時頃まで仕事をし

て、一週家に腕つでかしわをP 買ふて来てゆっくり

Ｚｈ て来て 又一生懸命に仕事ｾしてゐ る。それは日

本人には出来ません。

臣室井一一向うに居る日本人でも 、大迷生れ、新

京生れ 、 ＿ＴＧ玉ヨモ生れとな ると矢張 ｢ 劣性ですね ｾ 1ご

から矢つ張りこっち ! J 蹄らさんとし 、かん。

中 野一一何 ｦ｣ｾ 築屋がやらなりればならぬかと

L'  Ｎｾ，ことになる。

川口一一ーさうです。これ丈仕事を津 l¥j しなげれ

ばならぬげれども 、今のやうなやり方では労働者

技術者を多〈しでも駄目打。

松田一一駄目です。

}II 口一一途築技術者もやり方を鑑へなりればな

らぬと思ってゐるです。 j弁し取越苦苦手ぢゃな

いかな。

堀口一一 色々どうもつＨｦ ｾｦｾ うとさＧ い まし ＱＺ 。

忠 霊 塔 設 計 圏 実 募 集 講 演 曾 終 る

忠、吉ｾｾ無比の尖 ｚ 震を永久に頴彩する＿こめ 、 大

日 Ｚ本 忠、怒綴 彩舎では 今次聖戦の 一二主要合戦地ｾ

ｬ まぢめ内地の￯Ｇ ｰ 、 ｬ 旬、村に忠、熊Ｚ塔 ｾｾ Ｚ［Ｇｌ その

様式翻案lま閣民総意のうちに定めるべく一般

から公募すること、なり wi 日新開示士ではさき

に17.700闘を之が懸賞募集の? こめに提供しに

が日本建築協合ならびに綾築筆合は JI'L事業lこ

質問し、 19 円午後 61時牟か らー切 日3 階大助問

ーで「忠、空軍港設計翻案募集に附する講演合J i' 

開催レＯ Ｚ。銃後図民のま ごこ ろこめて ｪ 見ｾ Ｎ ｾ賞

募集 に隠婆しゃう t する然心な騒然多数が詰

めかり 1: 。

X I 4 4  

先づ rf.¥':、霊塔の建設に就いて」と題して、

大 日本忠、窓生苔頼彩舎常務理事島内松秀大佐が

「昭和日本の文化含代表し、且つ忠、ｾの ｪｩ ｴ［［劉 ｪ

ぞ永久 に叙移するやうな立i辰な表現舎もつ も

のをつくり 1:L 、」と建設主旨をのべ7このち審

査員の一人Z巨大教授岸同 日Hj 刀博士は「忠、空軍

培の殺言! と主主匠に枕L、て」 と1 mし懸賞募集規

定ｾ引用して怒切に説明し 、 ノ、ノ レ ピン 、 チ 、

ノ、 ｊｾ 新京など各地の忠、 ｦｩｬ￮ Ｚｴ答に就いて意見をの

ベff l!J. 募者の参考にまましれ。術講演後朝日= ユ

- -̂ H火jlj' 等七 t H;l1; して同 9 時半散含縫合でめ

っ?こ。 (10.20)



住 宅 設 計 に就 い ての雑 感L 2、 ぜ ら 川 い、 一部建築技術者の再考を要する恥

小 河 吉 之 助

9 用の中旬協舎から私 に何か寄稿する様にとの

蓮知 に援しれ。

折角の御指名Tごから何か替かねばならないと思

っておる内 に主主に締切が切迫してしまっ1: 。約束

の時日に設計闘を届げなり bゃならないとめせれ

ばあせる程術足の案が出来ないと同様にお尻に火

がついれ様な系持でまとまつに司王も考へっかす' 忠

ひのま、貴重なる紙面を汚さして裁く ;事 とし 1:
0

住宅設計 la劉する一考察

私lま住宅の事を?云 h する 税経験を :有するもので

ないがあえて! 吾、言伝呈して見7二し、。

私の方で除，11系し1: 住宅は附1系台 i祉のお方知人友

人等のものが大部分で I1九回から 15.6Ij!; 四時度の

もの fごから私の考察lま全般的に遁用しな L、かも し

れないが御了承顕ひ7こし、と思ム。設計の内で苦心

ｾ要するのは何と言つでも住宅ではなからうか＿

住宅は戒る意味で ｊｾ の人の「 ν ンホ・ル」でゐると

思はれる。庭園、邸宅、室内の制度品を奔見すれ

ば尖の方の占 ｅ 味 、 日書好、ヵ［チ ｾｊ 然する 。失政かむし

れな いがひいては人格温もタl る様な系がする。斯

く考へるｾｮＺにおいて邸宅 、 否住宅の設計は命、々員 ｬｴ

しい ものであると言 lまねばな C なし、。従に流行に

はやり軽卒にダザインする事の如何に詠認で み b

迷惑でみるかを充分に考へなげりゃならない。

港開往々全然、共の主人の趣味、是正風に合致し

な い ど こ ろかむしろ忍遊ＺｊＱｩＺの止 ｲｾ 宅を散見 ｡ する。

無理解の出入の大工さんの設計にか〉るものと

のみ考へられるでめらうか? 決してそうとは飽i

考える。

住宅計支の根幹lJ. f可と言つでも施主夫締の地位

経磨、日替好、趣味等を十 分知悉して、家の程度、

簡素の程度 、 様式 、 等ｾ考慮なし便利に明快 に ｅ 宣

言十す る事が最も必要な事でめる。

今一つは比絞的小規模の住宅など親切に設計し

了寧に施工すべきものと感じる。

何となれば' 上流階級を除いては、主誌を' 建てると

吉ム事Ｈま［Ｉｾの人一生の火事業でめるからでめる ｯ

ｲ ヰめで老後に自分の家でも主主て後半をｾｾ隠しみ ｴＺ ， 、

と言ふのは中産階級以下の一つの希望なのでめら

コ。

不'1， 1まL、つも事務所の人遂にも小さい家ほど親切

にしてめげて失れる様に 1: のんでおる。

かくする誌が施主の気持に2最もよく添って行り

るのではなからうかっそんな惑が剣らす' に設計が

Ｎｉｬｪｰｦｾ るかとお ｰ じりを受げる事とは存じ乍ら倫思ひ

のま、第合綴りる。

重 役 さ ん の 借 家

l 昨年の春める台祉の重役さんから延百坪めま

りの住宅の設計の依積をうり 1:
0

J l t 役さんの話し

では息子の2にどから伍< Iさ' つ」な借家総皮のも

のを? との{ 卸注文Tごつ7二。

;t t底で私( ま考へ1:
0

重役の借家 ! 電役の借家2.

Ｓ 日煩か ら ｉｾｦｴ れなかっ＿こ。す，っと以前から御指導

をうげておるつぢどからどの程度の. r j l 債の家か間げ

ばよいのだが何どか聞かす' に重役さんの借家の凡

常ぞっげる: t J j : に興1)去を感じ最後まで恩慣を? 言はす

寄生討する事に肢をきめにω

役軍さんの趣味、人絡等も 十分理解しておつに
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ので純 日本風で多少丸太をゐし Cつ1: 絞いものを

設計して見1: 。

闘商で綱吉ii 迄説明しれがよ い とも感いと も言は

れないでこれで像算はどの御話しなので大問 符 ｾｍ

ｾ＠ 250 図見営と Efl_t げれらまづそんなものでよ い

だらうとの率、結局重役さんの借家は坪 250 闘と

言ふ事になってしまLつれ、営時芦屋主任の高級借家

が;呼' l l ! ; ｾ＠ 150 国見営なのに重役さんの借家は中流

住宅でめる事f ! ' 蛍見し7二。出来上ってから借家に

しては上出来だと笈め られて恐縮しに。

不日重役さんから本宅に絞房設備の設計を考へ

t 失れとのお話しでお宅の隅から目見詰笈測しに事

がめつれ。洋間の際援の脇の押入の中から製図板

のを iむってもらふ事にしに。

材料、建具等も充分に精選し金額の刻合に立添

な家が出来 島ヒつ1:
u

よく出来＿こと喜んでも ＧＮ ｾｊ つにしの、 何鼠となく

物足らない: 気持がし 1: 。これは / l J 来? こもの、{ 買値

が充分お列りにならない 1: めと忽はれる、或はめ

まり責任舎もにされ過ぎれのでなの方で骨を折過

ぎれのかもしれない1 ; ; 、前述の程度のめまりも又

一つの原因とならう。

見る人が凡ればヂiJ るとは恩ひ自己i雨足; はしてお

るL の〉 ー沫のi材、しさはまぬがれな い。

( 昭相 15 i
p 10月2日稿〉

と 了 定 規 持 凡 し 九 映 議 編 輯 雑 記

ｪｾｰ 子息遠の専問 ｬ ま工業方 ｬ 可でないので ｾｦｴ か誌は

れるものか不審でならなかっにのでー健こんなも

のを殺が{ 制定ひになるのかと聞いて見に。御主人

が御使ひ になるとのこと金〈驚いてしまっ1: 。述

築に待に日本建築に御法詣の緩い事法知ってゐれ

もの、了定規を使って岡高を替かれる率低考へも

及ばなかっ1: 。

間げば社長の本宅も原案は主役さんの案fごとの

事、|止 の中には往々素人で知つ1:t辰吉? して我4 を'

こま C す方もめるが重役さんの場合は; 9 . としてそう

ではなし 、。下手な「く ろうと」は襖足なのだから

結構でめる 、十分な等の気持合理解してま主りるの

だ。 どから重役さんの借家は中涜住宅になっ? この

力、もし ｾｌ ない。

努力の割に貫lまれたEかった住宅

確か昨年の春fごつ7こと思ふ。これも除11系光のお

方から ＶＰｾ 吉宗りの住宅の設計五ヶ依積ｾ ｾｌ＠ 1: 。合計ー

金額0000固で一切をお任せするか もし、 3 様に積 む

との事ーであつに。

人間は責任が霊くなればなる恕細心の法意を扮

ひ間注のないものを ｴ 忠ふのが人 ｢ｾＧ ! : 思ム私の倍

慢するす青王王者ににのんでとに if J 十分11ft 打のめるも
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一 一 一 生 家 火 災 賞 険 一 一

元 良 勤

昨年秋、務部iV守=創' hl : 型地以内で行はれれ塗家火

7足気・5在にほし、比の :U銭映音量Z: ' 1乍る事となり 、共

のill の誕門家である市の中野君を相談相手にして

ぬ杉に多少綴聡がめると云ふ P)j から一大撃の伊東助

手支授と小生とが此の仕事 なおヲ |き諮りする 苦手とな

っ1: 。すで に質験 の時から十ヶ月を溢ぎに今切に

なって斯様な議長 L 妙なものではめるが、何分制

係者が皆人一倍枯しいカ今吉1 りで、金〈の所何時

でも都合がつくのは小生一人位ひと云ムわげで、

主主に遜延して遜延を: ¥1 4 : ね、J斬く最近にその編怖を

終つれ所なのである。それで自分に謝する偏j 忘の

意味と又約来同様のi : 1 ' 験をせられるカ h に多少な

り共御参考になれば' 宰ひと 、前後の事情念忠ひっ

くま、 に' I j } き綴って置〈次第でめ る。

…… 準 備 先づ最初に問題になっ7このは映笛のサイ

、 川ｾ縄 ｍ 、， 、 ー，

ズの事でゐるが 、 費用の関係叉 ｮｪｾｾ 苦のぬ ｬ の難易等

を7考へるとき、先づ35:.路は駄目と決まり 、自然 16粍

主8粍との優劣が取り 上げられ? こ。 8 粍ならば同

ーの7::{ 丹] で ¥6粍の 4 僚の長さに撒れるが放に維機



的で める事は勿論でゐるが、- ) 5 此の記録が! f ! な

る記録 として謀長ひ込まれる性質のものではない

Jl X，る可く さ長〈のi幾合金捉えて公開 すべ 〈性質のも

のなる事を? 考へ る崎、フィ ルムの耐火位並iこ映お

誕百の大い さ、鮮明皮等を考慮 に入れて、 やはり

室長少費用及嵩んでもと 主主に 16粍 を採用 する 惑 に決

定しれのでめる。之れでサイズ の問題 l立片づいれ

もの、止bの記録映包; ーに !i ' 2 : て兵の荻潟殺は 「炎J で

ゐ り「煙J でa，1) 、 その色調 の持つ意義は' i l 1' Th'に

大 きいも のなのでめるから 、一つ之れを天然色で

やらうで はな し、かと 云ふ誌になつれのでめる。天

然色フイ ノレム は普遁の臼黒に平交ベて約 31告の値段

である。従って之れを全容に務つで採用 するとな

れば、 その賞用は相官の額になる 事は IIJ 論ではめ

るが、何し ろ歎 千闘 の建築を凶く悶に燃やしてし

まlまうと云ム官邸主なのでめるか ら、 その経過をP 永

久に 記録 する事が ｴ ｊｪ ￞ ｩｾ るならば必、 φ しも金の Ｚｸ ｊｪＺ Ｈｊ

問題とするにも 宿 る i 、い、 と云ふやうな事になり

旦 つ幸ひ費用 の支出¥， ｾｾの迭を ｈ げＺので 、 注にさ註

昔 ｩｩｾ 天然色の豪華版とするＺｴＮ￞に次つれのでめる。

斯くして集め得7こ天然色 7 イノレム最li!， ii i' 2.150 I.!T{ 

イ也に 字幕用及び笈抜殻 jljj ｾ敬語 長 丹 ｬ として臼県 ＶＰＰ 以

が用意され? このでめる。 16粍で (1 400 I沢 i 巻で映

お時間約16分、従って2. 1うoI! J ( ゐれば、銀に 1 ｾｦ＠

間半 の ｾｾｉ 賞倣ｓＺｾに耐え俳るわりで 、 之れだりゐれ

ぱ充分すぎる院の用意でゐると考へ、) ( 'lj f 凶 jHl]

( 決slII) に850，jT{ 、米 1!li ]1こ900沢、かi に近，'r.; 用として

400 .gUt' ¥!i U  ｾ＠ -;苦ですこのでめる。

官官f t W樹 立 慨 を 動 員 し1: 。而 11¥11に 2輩 、

(3ノ¥.)J R ｪｒ ｬｬ 及び近彪 に 谷 ｬ 翠 Ｈ Ｒ 人〕 とし 、 ｾｫｕｬｩ 雨 ｪｈｬ ｝

の分 11、火1良質験 朱E量二軒分が岱烹i - !，; l、になる"; i 7:

ひの距離に同定して、火災の延焼と宍に 2 同i 'J .=f.

3 回共の位置を総へる JJi i.:し、かlに遊撃E誌が主要

な古 ｩｩ 分ｽｬ ｪｪｻ 主総化をＯＺ［ｴＱ ｪ ヰ大 ｪ ， ｾ［ しすると云ム手配でみ

る。そ うして フィルムは充分にのるのに' から同定

成! ま需を商効果等 l立会〈皮外m見して、 i: ¥" 刻銘 lこ応

震に その 経 過 を 記 録す ると云ふ立て前へをとっ

?こ o ［ 抑制 の Ｒ 警も ［￼ｾ の意同とから主倣影後 ｩ コフィル

ムの入れ換えを? やる場合、代ってその同を徹る t

云ム全く補助的の意味で用ひられ i : のでゐる。 H七

の補助隊はコダツタの50択周のもので優秀な税! 戒

なのでめるが、 後で現像しれ結果が、止bの 分fごり

主主にピント がフ1、・ヶ てしまってゐ るの でめる。 {可う

しでもその理由が列らなし、。狙いて考へれば レン

ズ図 ;}ii にゴ市入しれフィルタ ーの然めかとも忠、ふの

だが、 自分の光主主の知識によればそんな事もめり

微な い のだ。或(1比のフイノレ F ーが手l后等で汚れ

てゐ 7このかも知れないとも思」、。不思議な事であ

る。兎に角 こんな巡回不明の失策合しでかして、

肝心の焼夷弾破裂の} 引をポケ さし? こミi手は返す返す

も7発念で i越らない。幸ひにして比のf出減で滋つに

のが合計 150 I!J{ に過ぎなかっ i: のでまめ多少紋は

れにと云ふものでめる o 映畿を i卸覧になっ7こ方 (1

紙 ￭ｾ かれれ事と忠ムカ［ニケゆ ｬ 平 一日 ピＯＧ ［ｾ・ケの部分が

ゐるのがそれでみる。

100  I沢 l 谷になってゐる各フィルム{ 立後で混乱

をナ来さない j 事め、各谷その米; し始め に 7 イノレム番

昔 ｾｾｻＡ＾ｦ 紋彩して置 い Ｗ 二 ｯ 之れ は非常に好かつ ＱＺ ので

ある。夏らに主 争 力ツ ト の ｩ 湾問的問保守正 ｬｩｾ［ ならし

める ｩＺ め 、 時 ｼ司 ｾ［ｪ ｬｊ入し ｩＺ 長いグラ Ｗｾ 用意し 、

j Ah&1待問主主に尺数を之れに記入して置し 、?こ o 之れ

も元より! 必要な惑なのではみつれが、' t. l l祭その場、

になって見ると此の記録は考へ1: 程の正確を 期す

る事が ｉｾ 来なかっ ＱＺ 。 そ れで若し再び斯様な記銭

を徹るやうな4 }l があっi : な(， 、 共の|時は同慌時計

( 大き い 限空し い〉でも用意して置いて、各カツ

トのほ・にでもおし入れて置く事に1 しれら . 編怖の

とき［ＩＱＧ常にやり ［ｾ ｊ￨ 、 ｴ 忠ふ。 ｬ 長司 Ｇｉｩ ， Ｇｦ言 ｬ では少し小

ミすぎてEdみ基IH、のでめる。

フィルムが;1勾; 逗1: 'つi: 事 lま最初にも普 いれ通り

で全くと量制してゐ? このだが、肝心の火災の j ] が案

ゲトに間延びてしまうれの には閉口しに o I吉日は風

も羽〈火事 n 和で はなかっれ にしても少身延び過

ぎ? 、やうに。それが塗家の威力さと云へばそれま
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でTごが、消防署の玄人の官民想でもう時間位ひで皆

燐げてじまムと 云 ム様な惑を王手に挟んでゐ? このが

何うもいげなかっ Ｗ こ。始めに尺歎ｾとり過ぎてし

まつにのでめる。勿論重要な箇所は最後まで織り

議してゐるづもりではめるが速槙減量長等は思ひも

及ばぬ事になってしまっ1: 。こうなると著しい鉛

化でも起きない 限 b カメラを 休 めて置くより 仕方

がな L、。所が意地の恐いもので、一向に状勢に雪量

化 がなし 、からと消断してゐると突然墜が倒れ? こり

する。慌て、クラ Y クして何うや ら中途からでも

織れてゐれば好し 、が第 6 践の壁倒媛l主主主に潟しt i.

ねてしまぺ)1こ。そうかと忠ふと 、3披4誠一階表側

の通し桁が今にも爆の洛ちそうに凡えるので度々

クランクするのた' が一向波予にやって呉れない、

此奴確か最後まで主主つ7このに と忠u、。 人騒がせな

桁でみつに。

現i裂は全部イ ーエ トマ y の方でやって失れる。

なんでも天然色の抗告象は非常に縦しいものなのTご

そうで 心 配しれが 、 乙れは向ムの技師が自 ｾｾｲ する

穫の 出来Tごつれ。但し西側は午前 中日 I廷になる 陶

1系上色が冴えなかっ f: 1; 、露出過度で色彩が淡調

になりすぎれ所も少しはみつにやうだが、天然色

なのだから文句なし に紛j j ( f である。申し忘れれが

天然色 7 イルムが品滞で主主〈京都名古屋港りまで

照舎してやっと摘へ? このTごが、 その過半盟主力; " 迂恰1

用の 7 イノレムピつれのに。それで 7 イノレタ ーなん

かを必要としれわりで、止しんな胸1系から盤面全骨量

に多少背 ｾ￧�［ 勝ち過 ぎてゐるので はないかと忠

ふ。しかし全鐙として、前 のピンホ・ヶを考慮に入

れでもマアマア楽に及第勤はあると思ってゐる。

編 瞬 い よいよ編1障となって大きな意見の相法

が表れて来f こ。 l 本の記録 としてしまふべきか、

識は適宜カットしでもう1 ; 本興味本位のものを巡

るべきかと云ふのでめる。結局記録映欝は大分長

過ぎて退窟である E 云ふ理由から 、宜保用と して

防火吹修を弧調し1: 普及版ー谷を別に取り綴める

事に決つれのでめる。

X I 4 8  

lli) に述べ? こ やう にJ/&影 に際して本自営委しく記銭

を? とって置いれのだから 、 直ぐその後で来Tご火災

経過の記録の務 (，が ない間に 、一 紙に編事¥j : してし

まつにならば、割合鍵に間違ひなく出来? : : 事と忍

ム。そうして普及版に必要とするｊｩｊｦは 、 ［とれをｾ ｾ［た

おしっ、随時カッ トして行って、{ 去を直ぐ接いで

置くやうにしれならば、全く問題はなかっ1: 事 t

J D ， 
'也、 J 、。

見Ir が質保には、い ろいろの都合から現像しれま

〉の リー んから先に普及版用のカッ トを取ってし

まつれので 7 イルムの iilL績に少しく百四しを占拠して

しまつれ。そうして此の事が後の編綿に際して相

官頭金1醤ます原因 E なつ? このでめる。

編i院は脳会進ムで殺ぐ直線的の仕事故後に多人

数t: と却って能主容をトげると沼、つf: ので、 記録を

頼りに大鵠渓ぐのｾ小生の仕事 ‘ 之れを検査し 、

1 1 ! : らに所腿不明のカットを鼠恋するのを Irf の松井

君の分婚と定めて、9 月 l、旬以りか、つにのでめ

る。さてやり ｉｉｾ して凡ると困難が嫡出する。字幕

の時分とカッ トの時分との退i 合もなかなか細し

い 。l待問が合つでも今度は字幕議りの強化が現れ

て来なかっ fこりする。記銭では20!!n以上める筈の

カッ トが質保には牛分しかなかっ7こりする。そう

なると茶のカッ トが尖蕗に開法って入ってゐるの

ではな L 、かとの疑ひが也る。磁百を虫限鋭で械査

するのに' が、何れも似? こりょっ? こりのものでなか

なかヂj らな L、。やはり ｈｊｾ お泌をＧ， ｾｩｾ にｴｩｬ￯［いてをいて

すぐかげで動かして凡るのがー養磁力、でめる。こ

んな時は一々日 ールにかげる必要はな L 、。予に持

って手繰り出して端は流して置げ l尚子L 、。それか

も図るのはカッ トの切れ闘の列らぬ事t:' 。悶じ家

が同じ場所で燃えてゐるのTごからカッ トが費量つで

も獲化が起るのは火や; 極t:' 1ft 、 それが中身わから

ない。] I I ) に漣ベ1: ｪ［ ツト 毎 に ｬ 湾計ｾ潟し込む手は

比の意味からも非常に有効Tごと思ム。

幸ひに' して松井君が質検の2吉i時苦労し f: ¥"  1ft eら

って家の形の隅々から笛' 日筑・5伎のI監捗状況までを



好 〈記憶してゐて失/ 1 - ＱＺ ぉ ［ｾｩ で 、 何うにか前後す

る事もなく綴め上げる 4Eが出来 f このでめる 。主証言十

まる 4 ＱＱ 程をｾＺ･ｴＮし ＱＺ 。苦しかつにげれども好い綬

験全し 7こと思ってゐる。 ( 14. 10.4. )  

工 場 建 築 家 望 む

山 口 正

回下 建 築されるｾ築物の中で 、 工場、倉 ｬ 寧 の建

築 が、イ也に 絞ベて降If 然多数を占めてゐることはl侍

局の然 ｾ ｊ しむるところ 、 図家経 営の必 要 ｴ もとよ

り常然且つ還 まし き状態で、以って我が囲 約* の

隆昌宏祝縦し得 る ところでゐる。

この時に常り筆者がこのー: 交をおくる月/i以(立、

その工場建£に従事さる、技術肴 に封し耳ii か意凡

i'主Eベ、 それにおする理解ゐる回答乃至[ 主示款を?

R易はりす: し、からで ct る。

! } 与 : 争

先つ' 工場ー主主築技術者詳の組成に就いて。

従Ｊｾ築家部 Ｇ ｊ L 、へは¥ 例へば住宅建築家群、

百貨! 苫遺築家群、事務戸il 態築家百平等々 とし、」、具合

に、色々の利: で つながってゐる とこ ろの主主築家の

群が質在し、それぞれの職務的温床を持ち 、建 築

家iきはその混す るm・区! l の上 lこ育成され1: 叡があっ

1: のでめるが、 ここに 、並べる工場建築家群 11、

少し鐙きを異にしてゐる。 ｭ Ａｩ ｬｩ ，命イ也の建築ｾ，、吉正同様

の生完全持つ建築家計午としての工場建築家苦手はめ

つ＿このでゐ るが 、 今般の驚ｾ的大膨 ｮ ｒＺ ｬｩ 、 建に呉

趣の主主築家鮮を7組成するに剥つ 1:
0

J!iJ t ; ，工場建

築 家苦手の建築家は皆が持まで専門家ではな いので

めって、俄かに動員 され? 二多数 の素人を' 含八でゐ

るのでめる 。主主人と いって い い づれ建 築 家でみ

る以上室長少は工場聖堂築に経験 L めらうし、調査研

先しれこともみ らうから 、純真宗 1: る素人、示 経E主

:者扱ひをするのではない 力、 他 の建築家詳の省副

か も移 憾 さ れ i: 建 築 家でめ ることは L、なめな いで

ゐ( ，う。かかる; 議論 lま但1人的技術ヒの貴i ' 云って

ゐるのでな し、 ことは勿論で 、 卒 業に Ｑ ｩＧ ｾ げ る建築城

業分野におする疑問でみる 。 ｾＡｦ［ Ｑ 二、この時期に到

る前に 、い くらかの用意がめつにならば、用意; の

なかっ 1: 今 トl の状選に i変べて、い 〈らカ・でもより

よき 、妓術者群 i' 持ち併にでめらむと忠、ふので

める。

が、之れも結局 11過ぎ去っ 1: 問題で如何ともな

し革住いことで ゐって、今見議論の自余地はないので

あ る。筆者 L ここにこ れを辿ベて、工場主主築家許

を相手とし、 その群白惚のかかる性質に紡い て灼

sJ1 ｾＱ 非ようとするものではな ｌ 、 ｯ 1: だ、現在の工

務建築家詳｛土少数の主主遠の士とが数の素人会合 ｾｉ

するもの でゐる こと を指摘し、工街道E築家の芯起

をＺＤｬみ且つ、主主築の Ｑ 号 、 Ｑ ｅ 分塁 ｾｓＮ にき与して今一服の検

討を 、ゐらゆる設立Eの泊旅のにめに、これは慾議

界全般に墨じ次司王である。

... ｾＺ＠
l 、 l手 イヨ

本ょに 、工場主止築紋d行f干の「研究J に謝する努力

の少いことでゐる。一般に 、工場の: m: 築に官り 、

文献による問先 、控除者や工場尚導1 f に成いての

問 先勺臼存の工場の別資研究等 l i tTl まれるであら

うが、かかるものはここに云ふ所見の認の続時に

入るものではない。ここに云ふ研究とはかかる退

嬰的〈基鮎{ r 過去の業政 1: Ｚｴｾ‘ＨＩな研究ではなく

進歩的、関知的 なる研究を指すのでめるつもとよ

り治史的研究 L必要なること論な 主? 二ぬが、進歩

的 ｢ 苛究な〈しでは技術の飛Ｊ， ｬｾ Ｎ ｝Ｏｾ ｾ堂浜ｻ立主土れ ω｣

工場建築の習を惑しかかつて ι の附先のヒにゐる。

筆者が工J易f f i : 築家の研先の不足止指摘しにのぼ次

のえ11き事情によるものでゐる。

1  1.乍r芯の紹介されることが絡 めて少し 、手。主主泌さ

れる椋li!<ノっき長さに i じして主主永紹介されることの

こ八なに少い誌はrll
l
解に苦しむところでめる 。

2 稀に紹介 される作品と集し 従来の L のに絞べて

進歩 ｾＡｃ支の獄Ｚを認め典 ｴｨ 、。 ｪ 乙もこれは工湯￘｜Ｚ築

に限つ?こ ことで はな L 、点、
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5 参考文献の接表カ :少いこと を遜じて筆者の無主主厳な音訴に集合忍〈される方

多〈のＱｬＨｾ包建仰がめ ｢ 、 それ らが充 分 な る 研 究 もめらうが 、 こ のＭｾ員会御理解｜ｻ Ｇ m:tひ 1: ｾ、。

の上に，立つものならば、必 宇 多 〈 の 研 究 論 文、

着 替 の 販 が 廷 を き っ て、溢れ出るのが営然でめ

る。

とい ふような線で研 究 が 不 足 してゐるものと筆者

は剣断して上 記の意 見 ｾ注べ＿このでめる。しから

ば 何 故、研 究 が 盛 に 行 は れ な い か、何 が 工場 建 築

にかかる淋しい迩命を? ? こどもせ るのかに就い ては

次の立JI ( 考へてみれ。

1 む や み と 枯 しい にめ、質 施 に逗 はれて深く省、み

る日夜なきとと。

Ｒ 研究不充分なるｾ助主雄も需要の念、培は否憾な

〈官主総にうつされること。

5 か か る 作 品 l乙就いて、作者自ら反省の自民なし

使 用 者、 亦褒ほの苦手を惜しむ こと。〈今日で は

設 計 者 が 資 際 に 出 来 上 つ れ 自 分 の 作 品 を 見 宇 じ

まひになってゐる例は珍し〈はな いρ

4 使用者の建物に謝する要求の程度が低いこと。

( 聞にめひきへすればよ い一一こ ん な 波文 者 の

態 度 が よ く な い c)

等がその主 因でめると思はれるが、 これは表 面 的

観 察である と同時に 表 面的浪漫で め っ て、本笥・の

根本的理由は外にめる。この桜井; 的理 由 さ へ な り

れ ば、 こんな表 面的 の 理 由 位 は 蹴 と ば さ れ て 禁 か

な研究J { ! l I T; 展開されるであらう。根本的理由と 1;'

何 か。外 でもな L、。我が闘建築家の待性とも云げ

ベ き 研 究 慾 の 不 足、I ! J l ちこれでゐる。我々は我 h

の聞に 、 研究を忘れ ＱＺ 御座成主主築家ｾ［Ｇ＼へ見 ｉｉｈ ご

す 。 枝 々 は 他 人 の 作r払の結果をまねること に 巧み

で め る が、 その様底をなす liff !i E コーェ を 自 分 も 踏

んで行こうとはしな い の で め る 。 昨 今i車rr ( 論議さ

れにしれ簡易木総迭の如 ｉｾ 、 世界中何れの園 をお

い ても我が図に務主主すべかりしものが、 あ は れ 諸

外閣の Ｑ 促進的自 ｴ ｩＱ誌の跡を ｾＱ 二どるが虫 ｬ 巾状態に立ち

到 つれのは、一 波muの裂任か。 これも我々 の不名

若手伝る俳ti の故でなく てな 11 でめらう 。 本f命金書官

x l 5 0  
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ｾ に 、 筆者は工場建築家群の組成 に就い て述べ

その閉: 先の不足を法憾と し1: の で め る が、 要 11工

場建築家の自健営 住 し、充 分 な る 研 究 の 上 に 立 つ

剖J倒的作品の Htf 見守要認 する 次 第 で あ る 。 そ れ に

は徒ら に 業務 に逗 ひまわされす，悠々として 仕 事ｾ

蕗 無 さ れ ね ば な ら ぬ の で ゐ っ て、 制 作 み 前 説 に 於

げる充分なる研究的態度が何より t : i t まれる。然

しなカ児 、 こんなことは 、 この 忙 しし、工場 建 築 芥

の質隙を知って居れば 、 ｾＱ Ｚｴ云ひ にくいこと でめ

る。 然 し、 ぞれ にも十句は らす' 筆者がかかる 王立を' 注

べる断以( よ、過去に』きいて、我々の君主践を省みる

とき h 何 時 の 時 代、如 何 な る 積 績 の 注 吻 い そ の

最 ｌ 事長十古なりし ｉｾｦ 矧に少蚊の傑作合出 ｦ ごし 、 それ

らの作品に床しい時代の問中1

'

を 汲みとる ι とカ汁1' ，

* る こ とを' 、庖 史 に 数 へ (j れるにつり、 n-g伺1促進

日本の建築ヵ :1止乙に その説法れの作品のみで ゐつ

てはな cない と忠ふからでめる。現 i二、迄 船、52i

艇 の 技 術、航空議製作乃投術力; 、 その「繁ttJ の

波に来って勝星もともすべきｩｬｬ［ｾを Ｗ 、 Ｏｦ、防Ａの研究 ｴ

ｾ明にＱＪ Ｑ まれながら 、 なしとげて行くのを見れば

筆者の言 、強ち ii : ¥とのみは云へぬであ らう p

ｾ・ＧｻＺＨ ..(ユ

減いて工場泣築家に望む t ころを列訴してむく 、

1 エ努 の機能に就 い て 充 分 な る 碗 究

この問題の解決に就L 、ては、工場主主築専門家の

専門的文化合一j奇多樋にする必要がゐるの主主築

家は主主場のｼ史ｊｲ ｪ ［ 皆一一このｾｾＺ合工場の経主筆者 、

指 導 者、或ひ[ 土建! 初の{ 制! 日者全指す一ーの指方、

ｾ受げて設計し施工するが刈 ｬ き苦手では し、 げない

のでめっで 、 使用者は建築家に ｻた って ｔ 討 ｉｾ され

る建物全以って最も佳支なるものと信す，る惑が

ｉ ｊ Ｇ ，Ｂｾ一 Ｍ ＩＧＡｉ 川、主 ｅ 物を＿注文するに営り伏何者と

して建築に附する僅合、の ･＿ｪ 泌すら ＡＱｾｾ 、 ｬｅ と ＧＱＱ 宇



一 一安 心 して最低の費用 に より最高の効果を牧

め得るが 立 ｉｉｾ ものを汁 ヰられ ね ばならぬ。注文 者

lま洋 服 伝 説iへる 家ー合のよU1 ( 任 せ き り、建 築家! 主

洋 服製 作 者 が そのf主文 -r.の骨 絡 肉 附 i
n ［ＮＮｾｬ ト勾 Ｑ 寸 る

虫11 ( 、 その 工場、の機 能 に 就 い て淡 い 5申告白がな付

れば' なら ぬ。

2 構 造方法 の 充分 な る 焼 究

ij Q' 庁で も木骨 でも 、 :tE沫Jあり' * りの 平凡 なる骨

品目よ りf外に泌す街し な い ど れ L これ L 同じよ

うな構造で しかな い のは惜 しいこ とでめ る。 脳

弘一 ｾ曾 を絞っ ＱＺ ゐげ〈カ Ｚ 、 せ い せ Ｇ い 木 造のラ チ ス

住ラチス 123位 な も の 一 一 それも 研 究 的 に l主力、な

り悠聞 に jあする ものでめ る。 工 務 建 築 界に長

もl隔を干IJか し て ゐ る答の構造専門家の感沼、や刻1

M。1恋11.1Ｚ 橋治法 ＱＱ 工場建築の［ｬｪｾでめる。 者t

i誌をむろそか に しては工場建築の佳作 l主選まれ

なL 、。

強 度 計 算 L ｾ ＺＨ智正 ＰＱ なる設計 ｩｴｅ 皮を必要とする。大

踏の同見' 誌は It: め1: ，、しのでみる。殊に濃の担11

き一次的 iII i材 と司: 屋の刻け予二枚; 的自lνi 司とが同じ

強 度に立脚して抜はれるヵ: 立11き寅情l土窮乏|場 1I

本 の計 算 と! ム官、! まれぬ。

一般 に 建物の横断面ブ':i riI] に相官留意し工夫を主主

ねなカ也 、縦 断 面 方向 には - jlij 無 関 心 な の が 多

L 、。 これ は 俄 仕 立 の 工j弘; 建築家に待に多いよう

l 二足、 はれる 。

5 局f知的の充分 な る碗 究

; 容の大さ 、怒主主の lFZ さ、 HJ ，入 口 の 位 置、 独立主; す:

光 、 色彩 、 ｩ 坊主 、 ｲ ｾ 右火等々 一 ・ ・ ・ 考先すべきＡＢｈｊ ｊ ｅｲＺ

は 多い 。 工 寄 建 築 の 頁 否 のZか別iリ帆l

商の角婦ヰ決 q叩H何にゐる。

4 材料 の 碗 究

羽 ドの 如主 将 局 に於 L 、ては、研究工夫が泊岱匂(

まれ てゐ るな 仁ば、 従来 凡 な か っ 土 よ う な 侍F4

の 何料 カ ｱＱＱ ｾ え すべきでめる。徒 ｃ に 、 ｛仮られに

磁文買、 限ら れ 1: 数 量 の 材料・fci 立ひ ま わ し、空宇ひ

めって、 C t か く もその療の 聞に めは すとい ふ

や りか? こで は材料縦 は 永久に 去 l. す守 源 な作品

l主主君まれな いでみらう。

5 代 用 品の碗 究

浅 念 な が ら 、今 日の代 用 品 陣[ 主煎るノト望号でゐ

る。ず七ス ｴ ｾ めるものの ｩ 史 ｪ 司法を匂へＢＱＺり 、 より ｭ

米 な 材料 で聞 にめはせ?こり す る限度でめる。代

用tri が代 用trz として視はわ 、代 用 1日E としての侭

! 秀! 主守子守ち 、従 来 品 に と っ て 代 る よ う な 民 初 代

ｾｉｲｬ ｬ の減 ＮＧ Ｑ Ｑ ，す る こ とｾｾＮｾ富む。

6 材 料の標 準型 の 出E毘

一 寸・ 考へる し 工場建築の ｾｉｉ きしのに於 い ては

11日L 力、 Lカ:idr; されliff 宇Eを つ く さ れ て一ι 1反な i粟

正 ｜ ｧｴｦ ［Ｚｬイ七されれ材料［Ｎｊ ＺＺｈｾ 来てゐそう に忠、 ＱＺ ｴ［Ｑ Ｑ ;:， 

が、 :?Ii 賀[ 士案外 で. 設 計 に 於 い で し 材 料 に 於L、

て ｬ ，ｴ主主 ｩ 主主 ｾＯｊ Ｚ 現Ｈまれない。 ｾＴＱｃ ぬ少しはあらうが

とて¥，f 弘一家 Cft 宅〕建築には及: 工な い 。 小 さ い

同j 工 努など 、 その 土地 柄 に よ 1) 、 その積績に上

｢ 声量績かの ｪ 渓ￌＧ ｩ Ｇｾ に流ーされ 、 その古 ｩｩ 分を構成寸

る、建 Cl とか、構 iiL11ii 材 で も カ 杖、/J . J 木 と い っ

1: t の が 絞 準 化 さ れ て 然 る べ き で ゐ る 。 充 分 な

るlil- f先 に 基 く 標 準 羽 rll 'l氷 合rft '，J ｾ決定し 、 ｾ

物のめらゆる部分台その ｮｾ 来合品で埋め ＱＺ ， 、L

のである。

ｾ＠ Q  キt

終りに 、工場? i ! t 築制係の会< ; 主に百って少し君子き

添へておく。

主E築 家 群 の 組 成 台 以 寓 に しf}fJ 市IJ fc 主主へ充分

なる投術者同 ｴ を＿以って仕事 ｦ｣ 怠王 ｾｬ せねばならぬ。

ヰ主 に資 材 の 欽 乏 ぜ る 今 IJ 、 脳 味 噌 を 最 大 限 度 に

何 ｾｊ かせて Ｑ 投ｫＮの効果を ｊ ｬ ｸ めねばならぬ。 ＱＰ 悶の ｬ｡ｩ

は11位代はよく建去三t!(0 1000阿国巨からしめることめ

ＱＩ 、 而かし資材の ｲｬＧ で使って ｌ 使って ｢ｾ 成じない

ものは この 脳 味 噌 t:' げ で ゐ る 。 技 術 者 を 巧 み に湿

FHすべ〈 、 不 足 勝 の 技 術 仰 に 過 重 の 仕事を謀する

ことは扱失o招〈もとでめらう。

2  
工 場主主築の許可、材 料 の罰E給 を?5!j: .7J統市Ij す

る必 要 が あ る。 100 械 の 土 釜 が 据 え ら れ るより 10

5 1  X I  



械の竣功が主まましい。使へ るものを! 械でも 2 j梨 f i y . 皐の技術者と鋭い紹ヘ宇人々を魅了する? 設な

でも早〈間にみはせることでみる。 新らし い技術的論設が逗まれる際でもない l侍に

3  工努街の者ｾ市計主主 をおろそかにしてはし、げ は斯様な人々の漫訴が、主Ij せ守して吾人 lこ刊 誌作き

ない。又、工場池i武力: 都市計第一 t二lこ-{i ーする地位は 敬司 ｉｉｾ 奥へ乙れるＺｴｐＭ Ｑ ま少〈な ｌ 、。又Ｍｔｉￏｩ若き無名

従来とはかなちの相注がめることを留意せねばな の技術ポ・し，1眠気なる遠慮! ま在u夜間短打、若人 t

C，ぬ o] ! に大 にしては、運輸交遁上、国防上、関 雄もうた々 のすf 務に於りる諸積のw究や意見の表決

家的に工場 の布置を研究すべきである o が、時には有金な「ヒント」合奥へるのみな巴す'

カ J与 さ士「
H の溌' 111J1: る気概こそ _. i j F . ( の清涼剤 1: る慈し相も

言古事ｾ重ねて強調し＿こ ｌ 、 。ま こ とに現 ｬ 、の持病 しき I決りと云ふべきでめるの常協舎の使命蓬成

を外しては工場建築の後遣は主主まれな L、。技術家 もやがては比の若人の烈肩に探せ乙れるのである

にして、と もか〈も目先の忙しさ Ｐｾｾ 旦して然る 事を迎、包して「起て」若人よ此の協合泌こぞ吾々

後ゆっ〈り餅究しようなどと考へてゐる人がゐれ 曾員に奥へ f，れにる日恰の言論機関なのでめる。

ば猛省ｾＨ足し ＱＺ ｾ、 。この有を逸しては研究授産主の
{'，{ λ 会

時 11再び巡り来ぬものと忠ばねばならなし、。 此頃吾今の仲間では何虚へ行つでも「殺術者は

我々は こ の時代ｾ利用して巨歩 ＭｴＡ＿ を進むべ めりませんか」が日常の挟仰に弐ヤ合音楽の械に

し我が主主祭月号史の l 頁にま軍る工務ー建築の段段- t ｲ ょっ ＱＺ 張 、 提に ＿ 白 ιｦ｛ ｾ 、＿ の ー Ａりの ｲＡｊ でゐる ｯ 中には

とどめて後のー!止に割11を雲監れるべきであらう o Jl- bの時局の波に乗って随分幸運に窓主れつ、める

( 14:  1σ. 1 )  7] ¥，見受付( ，れるが、殆 1: f大古j; 分の人主主は、物館t

希
民fJ ----" r主王

ニ: : eム / a" >

大 下 JliH 三 郎

協賛と人員不足に依る; 包皮の勤労で持て散して月号

るのが賀状の後でめる。然し何人も此の現下の| 防

局を認識して、戦場ーに於げる勇士の御苦労を想起

する皮に 、一言の不卒 L 訴へす，斯界に精進して居

協舎誌 「建築と祉舎」が時局関係で、紙質と紙 る詩iでみる。 1研る時代に自己の活路を見出して嶋

監文が制限を官余儀なくされでか ら、 之公取捨絞恥し 勤する者の可否を諭せ' られ1: 1) 、技術者の限月に

て、而も械威t . " 保持し、合員を f前足せしめなけれ Ｇｾって常に王室着する二三の問題に就いて 、 株 ｬ こ ｬｨｩ

ばならぬ苦境の立場にある 、編拘各位の御努力に 同柄 I、絞技術者の立容としてー希望私見' t 主主ベて

鈎しでは何営惜いて L 先づ、深甚ーの謝意を表する 見 ＱＺｾ 、。

次第でめる。合誌の内容が時々 、 英の合員の警告意 公 会 会

をァ示す「パロ メ- ｾ＠ - J なることを考へるとき 、 現花の時局関係で、好況に葱主れ1: 事業合計方

現在の協合言初、 決してイ也の舎誌に比して遜色め i育1: 1 . 待遇保件の好1日1で人' 5 : 求めてゐる。妓術者 L

るとは思惟せき。るし抱'i . I J X める多数の合員 o吉在す 入院でゐる以上、生活合度外脱しての精進も凡人

る常協舎として今少し御エラ方の御寄稿を阪ひ& . には求め語IH' ，伶 iこ大正米fvl 以降不況のどん底に

L 、と念やる L のである。御承知の虫n ( 、合誌「雄 社舎を知旬始め 1: 若き技術者{ 立、慨して不hEi の{ 家

主主と枇合」はｾＱｩ｜ち建築にｼ糊する論文に保ぎられる 件にゐる妙、J 1bの好例に魅力を感やるのも無塊 lまな

司王 ｴ まない建築技術者として 、 話土合を指導 ￟ｾｾ ［ｴ す レ。技術者 L赤裸々 lこ云へは' 枇舎の需要供給に支

べき常識 ｉ ｾＮ の問題でも大に意義があり。且つ之が 問される 、一つの商: 弘化? されれ歎げ力、わし い現

Ｍｩｬｬ￯ｾ 言協 舎の重要な使命の 一つで ｌ ゐる。如何に 状や生存競争の品目j しし、現代に於ては何れ L 自己 の

X I 5 2  



地位開拓を ＿ 希はないものはめり Ｑ ｾ トな ｌ 、 。 ｩ 切る時

代に之等の好餌か少なからす，事事勤o拍車づりる事

になる。只J f 七時主に軍事約者 t して注意を要する司5 1

} 好調 |辻の示紙を， i邑ふ自由努働者約な将 卒 Tよ心;(itiへ

でめってはならない と共に 、又自己の現者U( 自惚

れではなら三し、。 「不況の時期にどんな気持で何l

何なる関係で現在の箇所に勤務を許されれかJ を

再思三考すべきでゐる。又好況の半面には ＡｊｾＧ 、や不

i}/，のゐる事も取越苦労乍ら考慮する必要もゐり 、

一般の常識上より考へて、 身分不相憾の待i l i ! ! 1主永

繍性 に 乏 し い 且 つ- 1 : ぴ不況の嵐 が収げ if 徐玉

の第- i } であることや「石の上に L 三年」主力、苦

節卜年なる言ｾも再吟味する必要がゐる 。立子 ｩ 簡を

ｩ 邑 ム 者 よ ｴｾ 交的 金的ｻｻＧ 射ｊｻ ｾめる ことの 穏なる事しｻ有

せて考へ お くｾｰＮ、 要 はめる。以ヒの ｉ ｊ ｪＺ 柄を充分考慮

しで後自 己の悔さ' る侠心力: f . J - くなれば、先づ自己

の最 L信 絡すべき先登知己に共のまE決を仰 いで後

ユむの 所信念断行 すべ きで める。

ｾ＠ ..A. 

'“ 

』司

'“ 

Ｑ Ｚ 司 η 各位 ｬ ニ自己の後聾下 ｧ ￬正 力 、 ｣ 時ｾｾ際立場の 申

し/Bでを受 げれ場合には、先つ' 御自身の境地に於

て歳馬Aなり指示を jljj ぎ皮いものでゐ る。折角敬育

してやつれ下僚、漸〈間に合ふ様、面倒を見てや

つ1: 後廷が入手 の足 h ない き中に 、事事勤な If 凡そ

男勝手な輩fごと -'-iff. 1ま考へ C れてい主主の 申出 で

が経卒でな〈 、又共の事事出先カ ;lji に本人の 1司法に

幸ゐるものと思惟されるなれば、喜んで之 o許容

すると 共 ｬ こ 、 共の門出 に は ｈ ｾ 旅るだりの花伝治へ

てやって資L 、? こし、。希〈ば上司品位は、 自己の者r -

合と力 ‘其の f成耐! の御都合主義で、 ;l t の後i J 主を抑制

されな いことを句1 j 2i する と共に 、若し之佐官1] . u: す

るおには、 上司 としても充分なる T主任台以って善

庖してやって慾し い L のでめる。又必ー にも現状

之を7許ささ' る場合 lま、 lt のゆ 出の民意ぞ 洞察して

待遇の改善o考慮するなり叉之等の許されき' る務

合には例へ、精話料'ヨにで L 之b 雨忌せ しむ る1: 'り

の熱意と責任 を考慮して煎 き1: ，、。世間に よくめ

る例乍「マーマ - :Jt の内に何とかなる fご!'J うーJ

位で 御茶色、: 認されてゐる。官級迷惑を.ti- 受せ心 If

ならないその知何に数多きか E云 ι 事 を一考され

1: いも のである。

ｾ＠
，A， 

:-.l マ今

最近の阪に技術をの沸底時代 l ま勿論、凡 そ如何

なる l時 期 に 於 い て い 績 隠 的 に 人 を 求 め る に は、

其の人物相nis の待遇を考慮すべきでゐる。母校を

出れば1p りのま経験者ーなれば、大骨量の標準で g ぬ

ｻ保ｻ Ａトを律することもｊｩＭ Ｎむ を Ｑｾ ーないとしてい現在

宮 ｅ 祉舎に於て活動しつ、ゐるものは、 ［ ￬ｬｾ の人の芸 ｅ

不運に L依って人物手l腕力量色 、現在侍iaの比例

せ ぬことは ｪ 辺々 ゐる 、 ｊｊｊｲ る相答の Ｊｾｉ 落 者 に ｾｴ して

[主、決してE見給 0 ; 岸本にし 1: 1 ; 、最も傑件の恐い

同輩を引合に ｾｈ されて ｬ 主力量ゐる人物 ｬ￬ 求め難

い。古い fliil 荏1¥i 'i::近視するより L 、宅見事さの人物手

目指を認定して不遇に千 ｅ る人材 ｉｾ 現給等に束将せす，

十日 Ｑ 径の抜 ＮｊｲＮｬ ｾヶ考 ｲ ［ｬｩＺするなれば Ｑ 必す，人物 ｬ ま求め引［Ｚ (1 

れる答でゐる。財政: ，nJ r . に何人も列 b匂J つ1: 事乍

C，1中々尖の賀行力 :rl ーはない 。I市も之号事の事情念十T

Ｚｲｾすべき ｾｲＮ 易 ＿の公 共函館方面がまｊｬって矛府の 状態

にある司王[ 立筑・に; 盆憾に忠ばれる次第でめる。1 f t に

人を求めることが目的でゐって凡れff 、宅見給や最

Ａｅ［ の 同 Ｒ 宣伝皮多前し て先づ求める人材をｾ ｈｾ 来るだ

りの{ 傑件で設用して、然る後不遇の同設を之に諜

じて引 1: " べきだめる。斯〈してこそ苔々 EE4完投

術 J者・ト目 li. の待通改善も 、地位の向上も其Jj し得られ

るのだと忠、供される。向 ｉＡｾ｢ の待通問題は各 ＱＰＱ Ｇ ＯＢＧ

に優劣のめる[ 浪り ;l t の標準l ，i J 1 に至総の こと なる

も 一般 常識上より考へて大固たの鋭準はめりｾｾ［・ると

考へ乙れる。筆者も とより斯る事雨を諭す，る資材

に乏しきも 、或磁の立場_ I ' 技術者相21の紹介に於

て比以内 ｊＡＡｾｾｩｭ に隠用可能なる是非麿と年総合基準に

し7こる給料綴の参考古? j忌示してJ見ると次の刻I z< 1， 

のとなる己

今身き月 Ｗ 、に依る標準をに年齢ｴ，Ｎ ｾ y 給 料 ( 本俸) '.!: 

X とし K のIii i 0火事卒業1こて 4.4専門接校卒業に
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て 3.3 中等象校卒業にで 2.2 l: ｾｪＮし之営側酋方面

に 於 り る 最l"s: t忍準となす。例へば年齢40オ の も の

最 低 給 料を7求 むれli X = Iく. Y よ り

母校別( !く) {!' 紛( ' . ' ) 給料";R( X )

火当幹卒 4. 4 x  40 =  176悶

専門卒

<1' ｾ事 卒

3. 3  x  40 =  

2.2 x  40 =  

132闘

88阿

以上! ま一つの標準偲定に過ぎさ.. Z1.ば、 7じより 手腕

力量- ゐるものの按jff1等 l主勿論、 叉本俸の{也に賞暗号

ｾ＾の さ 長き勤務先｛対目常の動事手伝仲ひ 、 恩給等｛主主喜

土れや，と に反し て官民主方i高は恩給とか叙i ! 1 J Jの恩是;

に治するのイ也、勤 務 仁のおサ寺等にイ衣り 悦して2 f i新

全保 1 ＺｾＱ る もの と思 ｴｴ �Ｎされる。

ぢ託 会 、年

'pトの r1. 1 の公平 lま至難である。奴能の士なら- r' l:

L 自己の職分に 定、貨な る L の( I 、相常の忍耐を: 以

って凡ゆる不; 補佐- s ? ! して尖の本分に情話! f して舟

る の で め る 。 一 見 現 在 に 糊 足 し て 居 る と 見 へ る

者 、必す' しも心からのi雨足でな〈、自訓心に依る

ｩ ポ足 の炎畿でみ る か ｌ 究 ｾ Iれな L、。 l時代の絡遜と 央

に株に王見 ￎ Ｇ のｽ湾局下に Ｉｪｾ て共の勤務の ￭ Ｑｩ ｩ Ji )j に 依

り 、 ｦ 寄 ｩ 民 上にも特段の 室長 ｾ｡， る場合力 ｊ 少〈なし 、 。

不漁の立場のものと !E1n， .! { の職務に 応 策でめり 、

永年の恩阪にも' * 切るベ〈自己の一 身全犠牲にし

で精励してゐる者も少〈な し、 。ス時代 の景紙不気・

ぷ に依つτ 採 用 保 刊 と か、 f占泌i向_ I -勾';1こ主主1]4ゐる

ことも止むを?t与ない故に不通にして別立たに J官、従・な

るd七無言の満足に刻しては、 _ j 司自ト位 l:t. 大 所 高 所

より洞察してffiil ‘ をして、イをまさ， ｾ，しめきＧる慌普

廃する熱意ｾ切認するものでみる Ｐ ・ ド僚の ｉ ｜ ， ｃＮ、全

)1問主してこそ討めて_ j '.1・の献合も能率の Jf.i;J!l {，:! iJJ 

し得られ る もの と信す' る次第でめる。 ( 14.10. り

木造家屋に新告IJ 限令公布さる

ｦ 巨宅総の Ｎ￬ ＱｩＡ 内 厚生省で ￪ｴ ｊＨ ｉＡｉＡＱ の 訴 訟者｛ド己 ＳｾＺ ｾ ｾＱ コ !tl 青1

住吉 ＲＰＰ 陳畑校舎 ｄ ｾ けるため ・ 商工省で は ｬＭ ょャょ Ｍ ｾｾ木

造家豆町立巧語壬・;li ! lr} t するこピになっト。会I1i準備中心両院

則 に よるピ ー ι Ｚｴ ｩ ｴＭＺ Ｇ とは Ｓｃ ｉＧｉＧｾ＿Ｇ Ｎ ［ｬＩ も Ｇ 奇 心 ［Ａ ｾ ｾ ｽ ＱＸη までは 玖 ｈ Ａ と

勝手だがそれ)1. 1' .1土特地方 1毛fi の許可がなけれ :t.tf -C (，l L

向但し除外例E して収縮』主F長}JMll :ft) ¥，1INi ｉ ｾ 必要なコ ー ｴＮ ｾＺ 主犯

拘る。映ヨ書館出，Jj l: - 待合料担! : ( カフエー ・1廷糸lti 1:土ー

ィ; 許可芭し 感慨・病陀その他o Ａｾￆ￯ Ｑ 釦 ＢＦ￳ 大Ｚｦｾ除炉， ＩＱ 孟大

H守許型:し アパート 長長谷はー・p が制限以下町務手}i e}:r.J:I

;;6の!Il!'がな 十 吉。
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幼 ｾ＠
者 の 旗

一一紅 の 紫 我 詑一一

克也市f 7 l 1 nri  

者s市討 議のこと以ど

銀 筋 コンク リート 造 のm築が少々} 狩えても た|吹

市を構成 す る建築物の大 Ｉｾ￟ 分が木造でゐる織に Ｎ

大阪市内の住宅全構成す る殆 ど が、長 毘 建 築 で あ

る司王は、統計による Ｇ￬ＱｩｬＮ，￭ よしこの見ｾＮ闘に狂ひ

ヵ: なし、 c

少 し 小金ケ貯め ると小規模なが ら貸家を始める

のが、最も ii キIJ 1j. 11'民軍どな投資とされて来、1: 状 態h:

務 総 卜 の 今 11でも少しも哲きりがな い 。

建築家の ｉｴｾＱ に住宅関東が塙へられてから 、 もう

随 分 久 し L 、o tご民間慾らや建築家の籾奥しな い主主

築がど ｉ ， ど ん ｈｾ 司 ｅ 卜 ｪ 、 そうしてお ｪ 勢大字誌がその

ｾｘ 入 の 相ｾＧｩ ｬＧ 広 ｜ ｈＺｾ 則 ｌ 、 ても Ｈ［ＮＱ 町 Ｑ 豆長屋に舟ｻ毛するの

合併， j発なくされる状態( 立、今 UtZl に後りがは い a

事事墜によ っ て 労 務 者 住 宅 の 不 足 カ : 問題と なっ

"i: c  jf;u t:. 省、がこれを? 絞・利 す ベ 〈 三i'i.¥戸の住宅と 二

百戸の共同宿舎を建てると云ム。結構でゐる o 1ご

- ヵ: 政府が住宅闘員t 台 数 の 上 で 片 付 り 様 としてゐる

のは主U: ' 溢憾でみる o ( 中宅問、夜とはそ八なもので

はな い ｾｬ である。

イミ ';.t 
，A.  

， 吋

者 ｰ 行百十Ａｬｴなるものが皐なる段成都市のｉｬｬ｣ｾでゐ

つてはならないのは云ム迄もな い。

; 淀屋恨の炭2誌に l繰って彪大なる工虜産主主ヵ :め汽

こちに始まつ 1: と忠ふ間もな〈長屋が往てこみ、

I荷} 苫が!In 全ならベ、 やがてそ こはHげとなり rfi とな

っ て 行 < 0  ｵｬｱ 町 泣 ｾ ｪ 成 ｬ グて防｝に合せれ ｾｊ 音を基本と

して tB来上つれ都市カ;、早' ) 免行きづまって来るの

｛ま理ＡｉＡＮの［ｾＮ然でめる。やがて莫大なる綴 Ｊｉ ， ｾ什弗って

オ::r b じろに都市計主主ーと去ふ L のがf f はれが; め る。

1今
，A.  

，、 ぢを

主主 -'<1主不健全 に聖堂主主し 1: 低成大吉1 ¥市の都市計 j鉱



的l J l ( i丘カ: 如何に凶婚でめるヵ ・{ c よ〈知ってゐ る議: 例 へIt こ〉に日本往築協をTの例省一 一丸 信 管、

である o ; : J¥ニ滋i!午f-" J幼盗の問迎や凶民厚生運動力切l 講演台、等一ーを? 毛・へて凡る。何時如何なる例合に

何に J重要なものでめるカ. c云 J 、司i L よく知ってゐ 於ても合員数に比して出席者が係りにも少い こと

る。そうしてその防空問題 や、 図民厚生迩動が又 は岐に御承知の泊りでめ る。

校本的に者ｬＧ市首 ｦ 誌に Ｑ ｾｾ つべきもの ｾ き ｌ 知悉して 今はなきタウ ト教授がその' d ' r日本 文 化な 韓日」

ゐる。 に於 て r"@て白分が来京 市大で数回の議i ¥i( { c なし

公 ';，̂( -t r  ＱＺ とき絡調更の Ｘ 刻乃互 ｾＹ 剖まで是非生で一般の建築

非常時を認識するのは必要な ｾｊ ￭Ｎでめる ｯ t: 1) : :k: 家は数へる 42 しかな /Pつ? : 。これがヨ ーロ ツパ fご

那 ｾｊ ｾ 泌がま生 ＱｾＱ 建設の段階に入つ ＱＺ と するなればこ つ r: ら1000人自::-J¥!;{ 宕する講生には隼伎の i: め の 席

の非常時なる美名にか〈れて、? 込然な さねゴ なら などまるで派 い と云ム状Ｉ習をｾするでめらう ｊ と

ないゴH ' b才企てお・こうとする wは、 討すべからさ♂ Ｑｉ 本のイ ｹ チリゲ ｹ チヤのィ ｾｦＩＮｕ な紛糾 的 ｲＮ ｴ ト ｴｆ を治

る司王である。非常時なる浜名の l' に 凶 家'l'f I. F のJ . : . Mしてゐる tJ: 、現 代 1I 本の主主築家はこれをどんな

81ーを訣らうとしてゐるそ} も状をお( 11'，する司王こそ、我 風に記長まれ 1: でゐら う力、

今技術家に詰Il せられ 1:i浮き佳務ではなかもう古、 東京考古準君' ( / J : 妓近勾" Jl 火| 抵でt則合を閲絡して

凶｜Ｎｬ ｴｩ こ肢 体 ｦ の［￟Ｂ ｩ 怪 的進 ＱＱ Ｇ ， こそ幼ドの ｾ［Ｑｾｦ でのる。 ゐる。 6 J J には法l径三吉z剣 往 の 問 題 を 取 ゐ げ、9 )1 に

失f還な 話 で す が は唐招誕Eをの建築会 i究極とし てゐ1: 。不宰にして

I、，Ii )cK幸雄投の1: めに尽き曜とな られ に、幾 多 共 犯 は 2 回jk- 合 Jみにて穿敬す る吐: M注築家滋慌を 、

滋を＿永ヘ ｬ こ ｪｩ ｛ｩぐべき忠、 ｾｴｦ Ｎ Ｗ の設計 ＰＱＱ 泣い金凶に係 む見うり 11 ｾ米なカ・つ ＷＺ のを非常に縫合Ｚに応、つてゐ

める訟がめると Ａｴ日 き 、 佐ｩｊＧｊ，ｾ熔士ｴｊ ［早法 見 ｾｪ ［ｴ 初 Ｑ ＭＱ )回r る。

1mに満洲の忠護主蓄なる一文を討せられ 7・0 号li'郎、 1  !. lqidiII I珍 ら し く 留者自? 取扱つれ アメ リ力 政 敵

て岸田博ー七ヵ: 、 i li ごと IUf ごと村ごとに 、 と例の名 i' 見 1:事力 ;ゐる。ス ト戸リー は殆ど忘れてしまっ

刺子で以て忠璽 格 私 見 {e ｾｘ 表せ ι れ ｲＺ 司ｦＱ ｴ￦ｴ に御 1: ヵ: ｲ ｾ Ｇￍ￮と云 ふも のは ＳＢ Ｑ 三 ｬ こ ｬ 皮は火撃の研究室

泳知の泊りでゐる o i，i郎、て問 L な〈 忠 霊 塔 設 計 園 へ 紛らねばな ｃ な し、 ｊ と云ム最後の吉・羽 Ｚｾｴ ごりが成

案募集規程がをそ災せられ、冶ーき IL4ζ の主主築米丞の に残ってゐる。

ＱＨＱＱ 潮ｾ燃やしてゐる 。 徴 の生えた時事 持々

ｾＱＮ ｩ 主力Ｚｻ可 ｵ 与の設計総伎で ｖ ￭ 斧 奄ｷＮの玖仮れ 如ｦｊｏｊ 1筏辛口 14{1三7 JJ 7  11 支 那事技 2 j;¥1  Ｚ ｉ Ｂ､ ｬＧＮｾｾ＠ JJ /J :訪 れ

にか〉わ も守、 その求めら る 、民主の本rs( {c 沈め 、 1: 。街頭到る施に自粛休染の宕U46F 見る 。訟に' 結

五J，て堂々 と自己のI ' J r信念 枇 にroJ j 、べ〈 、投 討 を 進 棋な清敏ではめるが「成学は毎 JJ 行はれてゐるので

めてゐるのはｾＮ謀長のＡｪ ￭ でめる。だがその生身 ＱＺ る ゐる。事後記念J l に白焔f木2たせねばな( ， 1μ 、殺な

時 ひ が1"111寺の jみ: 合に い よ!IU主なる老大家;1によっ 尚it な ら聖戦 トの今回 、今一歩進んで肉刺白星決と

てみへな き妓f去を 遂 げ、幾多名作がどれだり[ 釘か 行って] 疋u' 1: o、ものでめる 。 天 獲 人 語子 u ｾ＠ r)J  

Cl自に 'WIJ 去られてゐる Ibでめらうか。本ひ今度 7 エー と喫茶; . 5 の-p: 伝統、て炭村へ鉛ぜJ ! : 希〈ば

は岸 fJi l'JH: l， 'i作i Hl. の一 員 と し て 列 し て 居 ら れ 存校理由の亘って祁f7-みなるイ' f . mとめの併問 Ij;Iド!il

る。tt ) j 士の忠霊捲 私 見が ど こ 迄 L の を 云 ふ か 。 若 をも取りつぶして、 撲の凶民厚生涯i l i i J の貨を訟げ

きを住民家迭の力作と ｬ 司ｊｩ ｾｦ 1二、後資に於げる j¥11士 の よと云って L らひ 1: o、。

f!r，J，'i .jjこそ JtJ l して伯つべき L のがゐる。 ;_"( .1'( ;_ (̂ 

， ， 

ｾ Ｈ＠ "  (  "  (  8  Jl 31  JJ 系金法・入 1.1月 i fl.. ｲｾ 月 Ｙ J J  1  LI 11，1)0115') 本
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公 H に付乍勝手術簸の販.Wt は致し よぜんから 何 卒 よく凡受げる風景がめる。 :草競馬人種の所謂彼等

御 ［￬Ｚ［Ｈ Ｗｴ、 Ｑ ［ さ ｌ 、」と 、 御 ［ ｬ ｲ Ｂｊｾｱｬ 附 ｬ 切な Ｔ ｊ ｾ でめる。明 にと っての家主在. 孔訴がそれでめ るo E包が此L頁はど

rl はわ寸河合w : りませ八から今1危飲んでおい て 卜さ こへ行つでもこんな風承がザヲ に料ってゐ るc 勿

いと L 凡 えるのは筆者のヒガ日か o ｩｻ ￭｣ て奥 ｾ ｝Ｑ ｊ Ｎ 公休 日命このj孔{}1{e1flfr. 依 する人読は少々迷ふ j} ;、少しぱ

1.1なる名概念体げ る。失減 74言分と応召す なら氷 かりの座席を凡f 1 げでは艇の採な恰好。をして制り

月 の ｬ 日 で ｌ 結構です。桜に ｩｬｾｾ 去する人身全御調 込んでｾＨる人 ｩ きがめ る 。 こんな人達に限 って隣の

査Ａｬｾ 9  ＱＺ ｾ 、 。
人が立ってしまふと 、 つい今迄 2 人で坐ってゐ 1:

'.，，̂( --，̂ (  *  Hi '!!> 1入で占有してしまふも のでゐる。時局下街

今 は昔、電力主? 供給 しない泣力台、祉がめつ仁左 約の問題の妙味もこの迭 にゐるらし い。

しにも、 15主'I l 子官総が巣して今 日の。以な状態合許し 会 食 交

てゐ 1: ' 7 : めらうか。許される迄もなく往来の電 力 パ ーマネントウェープが求Tごiこ三流新聞の重要

令祉なら、こんな 1M還を招旅する 迄 にM としてで なる，記事として取 1: げら れ てゐ る。少 A な さりな

ｌ 鈎 ｾｴＰ 講じ＿ーであらう事は毛・へられる。戦時ｩＧＢ い事でめる。火裂i春秋 9 ｮ ｾ［Ｑ 所事立石原 純 氏の 「 ヨド

生産力鍛充の ｾｬｬ ばれる今 Ｑ Ｑ 包 ｩｊ ， ｩｩｬｊ 限による繰 ｉ 宣そ 仰侍風俗に忠ｾｉＧ［ｾ 、 て」の名文台 ｬ 議頼d1こL、。

の{ 也の故障は各方市で論じられてゐる。小さな問 「治ーしいりないと云ムのならその理由を明示し

題ではめるが尚資柄、今その暖房ーの事が糸にか N ま1:; 乙に代って 'lI! :によ い と，怠はれるものを示し、

る。 輿 へ な げ れ ば な ら な い の で ゐ し そ し て 質 際 に さ

允づ石炭が子細らないにらうと云ム［ｊｾは根本間 うL、ふものが輿へもれさへすれば禁令などをr - PJ さ

iむでゐる iJ: 、 よし石田そが入って L 電; 力 iiilj 限によう なくても おのづかもその方向に向 ふことは必定で

て(if 憶がめれば、 ス トーヵーがIDj; かなし、。数年前 める」と。

から燃焼能楽 と煤煙防止の問庖か ら!な'11官民Zの命 今けの日本のどの分野にもつで行って L貨に索

令によって今日の; } ; ・ィラーには殆ど λ トーヵーが H青らしき吉・紫でゐz ，. 。

ついてゐる。そのス トー力ーがWJ かないのにか乙
カ 会 会

m' .{ ラーは焚く事力; 出来ないと云ム司王になる o .h'・ 6  Ｉｬ ＱＵ 日から ＱＱ 唯 ｩｴｾ 取締規則が公布され ＱＺ 。瓢驚

イ ラ- { e 乎. v t に改造しでも大雄築が採用してゐる 氏の筆になる曾t の天皇長人語にこ んなのがゐる。

温 風i凌房終盤では 7 アンカ t動かな L 、o ｾ成主募金しの 「法 筆者は遜法続車中ｾ至上とし 、 経漢撃者は経溌

んで銀筋 コ y タリート のO! : 物で風邪をひき 、能 併 を1絞れて園浜はないと い ひ、毒事術家{ ま霊芸術がー図

低 l、 を 救 て * し て 銃 後 の 総 り に 支 障 ゐ ら し め 文化の撃でめるといひめらゆる導門家は執って 7人

るか。 ってころを五 1-. な ものに，; 湾穏する J と。

な 公 判':. t̂
地域制、空地制限、線地問題、幼炎道路等斗の

凶臣告書1¥115 ミナト紳戸に聞くも耳也しき略的1給水と 計支よろしきを? 件1: なれば、こ んな姑. 12! . な、 ベ か

云ふ年中行事がめる。投術の存在を知らない市長 らず規則はなくもがなと考へるのは、 'AJ. t): 一介の

の拠能ぷ b もさることながら 、制戸T 1i 0 構成する 注築格生でめるせいか L 知れなね。

技術陣の意気地なさに↑ nりを主主句こしてもの、 tY) 道徳的にをさておげば、牛の32や馬の小f史より

はれを感じる o 人問機の口から /P. る L の、カが汚い のにから 、 'Iil :

決、' . - ^: ( '::A_c の rl.1もい ろい ろでめる。

l語岡の慎競馬力: ゐつ 1: 11 のタ ;i 、|仮; 急、の食堂で ｾ ｈ 召利 ＱＴＮ 0. 15. )  

X I 5 6  



外 部

木音11.... 鍛板張ペンキ塗リ

壁面 …・・精子 ｾペ ンキ 塗り

一部分・モザイツク ・F イノレ貼り

外 観

l 階 史 話5・

〈紳戸 ・元町) 鍾紡ザーt : ス・ステーシヨン 計劃・松田事務所 施ヱ・竹中ヱ務底 1  .  XI  



各階一一天井・・… 三分厚ベ= ヤ板、布張りぺ y キ塗仕上

2 - 3  階

X I 2  

壁…・ ・・… 同上及ラワシペ= ヤ羽目 、 見テインラック仕上

床… … - 鱈床板

階段… ・・・手摺ー ラワン材 踏 面 ー リノ F イル

段板及蹴込板ーオ ーク材

照明器具- ・・大部分木製

鼻金物ーア ル ミ合金製金物

段

〈紳戸 ・元町) 鐘紡サーピス・ステーシヨン 計劃・松田事務所

，型:i:l1I

中

→l口 干す可キ

fi::jjl 唱

+ い三: 1: 斗

ii[ 

言t

施工・竹中ヱ務l苫

廃



喫集室

天弁・・ ・・・・ベ= ヤ板布貼りペ y キ塗仕上

一部石骨子屋根

中庭天井ヨシズ開閉

壁… … ーモザイタ ・9 イJ J.，. 貼り

床 -… . .ー・人造石研出し

3 階 キ 段 上

喫 茶 室

Ｈ 紳戸 ・元町ＩＮ紡ザーｾス・ステーシヨン 計刷・松田事務所 施工・竹中エ務盾 3  XI 



この建物はトリノ市のアン保険曾祉とずイクト

リヤ保険曾iiit によって創立せられたもので，悶枇

の事務折と L て適笛なものが必要になったので，

サンバピラ腐携に面するこのー震の地を癒理繍張

L て，そこに建てられた。由緒あるサンパピラに

相釘L ，一方市街地建築物法による制限，或は事

務号庁，其他建築物自身としての藷要求等合診酌し

デザインと L ても新綬陥を出L たものである。

述 物 概 要

ｾ築盟主地百硝 ・……… 目 ・ Ｔ 関心一一 卒方米

a : a; 斑積第 1階……・・ ・・…… 4 2 9 5 - "  

Ｑｦ ｾＲ 階 ... ....・- ・・2507- - "  

ポーチコ ・・・・・・・・・ . . 501- - "  

ガレリ ー ・・ ・・・山 828一一- "  

建築容積百 ｮ 階以 ｦＺ の部ｾＷｽ ＮＮ ＮＱＰＳＳ ｧ ＴＭ Ｚｩｌ方米

間以下の割17}..・ 0 … ・・291印ー- "  

地下車1) 窃〈舞署長を合む) .... ・・28∞一一平方不:

外部 7 7サード路面長さ・・ ・田1070一 一 米

開 表部関. . ... ..... . .・・・… 5 9 1 0 - 卒方米

尚 喜

十字街測吸高 ーー- " . . . . .・ 38，08- 米

リツトリ元通りに於ける最高 27，35 "  

内部塔犀 l '  "  ・… 41 ，75 "  

9階卒直に於け る天井高…・・・… ・・ Ｓ ， ｾＷ μ  

( Archi l eltura， Lugl i ，)， 1939よ り〉

持串

庖 舗 階 卒 iiii 園

普 遁 階 卒 面 図

リ ツ ト リ オ 遜 の 外 観

-f 翻 ・サ ン パ ヴ イラ届昔話5とりツト リオ 街 に 亘 る 外 観

ポーチコの 2 位列はプレダツオ産のJ ; ! f 石 ・外部は7 イ

ナーレ産のインペリアル石，突出した赤色の大窓枠以

外の地色はコ F ヒー色の陶百姑り

剤 、4 ( イタリー) ミラノのトロ書館 建築家・ E J;1l j l io L anc; Ie 妓鯖・ Raf f ael e Mer endi  



大 講 堂 内 部

一」
L  

"Archi tettura“ の「第三舟圏?と於庁る藷建棄J 2 : 題する時鴎鋭で，古く

は c. F .  Schi 地 eI. Lukae.  Ludwi g Hof f mann 等の諸作品から，大司喜朗の

ドイツ各都市の建築を回怨L. 現在のナチス旗D下に綾功せるもの， 工事

中のもの，或は計貸せられつ L あるもの等に就いて都市計笹閥， 配置闘，

模型，詳細警を効果的に頒影L たものを連級詳述してゐる。その中より最

近のものを彼慈し了亡こ L に掲げる。

( Archi tettura.  A gosto. 1939より 〉

( ドイツ) 第 3 帝国に於ける諸建築・単士院有華大講堂 5  XI  



- ユ - ) L- : y グペルグのナ

チ ス 路 建 築の百E置渠模型

ルイ トポルダレナ模型 ・ 前庭 に

ナチス本命後 牲者 の記 念碑がある

園舎議事堂内部

XI  6  ( ドイツ〉第 3帝国に於ける諸建築・= ユー J L o ンベルグのナチス黛建築



外 観

断 面 園

内

、、
、

会 景

部

〈ドイツ〉第5帝国に於ける諸建築・よ部シレジヤの鞍渡者記念堂 7  XI  



ド 流 よ り 眺 む

主 要 部

XI  8  ( アメリカ ) テナツシー渓谷地方の建造物・ノリス・ダム



オハイオ ｉｉＯ ｾ テナ ツン ー ｊｉｉ との中聞を Ｖｦｴ れ てオ

ハイオ} I j ' と合するテナツシー川の渓谷地方は 7 つ

の州、| にまたがり ，5事f : 1百に狭い農場分有する: 2， αXl，

αx ) 人の人々が住んでゐる非前十三腐範囲の地践で

ある。テナツ〆【 JII を改修しその流肢を開5更する

目' 内で設庁られた 'f V  A  ( テナツ シ-mi't 地方

臆〉は，その目的。馬に本流に 8 箇1庁，支流に 2

簡明のダムを設ける計置を立てa その中断に完戒

したもの4 箇Y ( ，工事争のもの 5 箇折，提案中の

もの 1箇折( 外に私設のものが ] 箇努ある) で，

] D45年には質賃拘には全邸宅波の強定である。

このダムの完成に依ってテナツシ-m谷司h右が

洪水. 1 ) 災厄から教はれるのみならず，電力の供給

i持続の便その他この地方の受ける利径は飯めて大

なるものがあるで; ち，ろう。

テナツシー/11は杢長650盟， その閣の落差f f Y J 択

で，慰問複縫え主流戚の惰密測密には非情な図維を

伴ったものと想像せられる。

筒ダム， d要塞所手の外に，矯療にも非銘に&r e : れ

たものがあり ，叉厚生:1i1fi設，住居施設事も充分完

僻される筈である。 2 ，3 の質例をRに掲げる。

(Archi l ecl ural  For um， August.  1939よ り〉

ホヰ ー ラー・ ダム

ガンター λ ピレ ・ダム

( ア メ リ カ ) テ ナ ツ シ ー 渓 谷 地 方 の 諸 建 造 物 ・ ホ ヰ ー ラ ー ・ ダ ム 、 ガ ン タ ー ス ピ レ ・ ダ ム 及 ヒ ワ ツ セ ー ・ ダ ム 9  XI  



映 踏 と 講 義 用 集 令 室

10年前に近代の絢繊と彫刻止を陳列する震に設けられたもので

あったが，今回建司Eと映積雪D部門事? 新し くi息加して移鱒改築され

たものである。鐙物自身をL て美術館の内容脅表示するものたら

しめ，その評判含量図的ならL むる様なものとする穏に，設計上

多くの苦心が錦はれてゐる。弼力のある卒面計盟主と材料，色彩，

室内設滞等の寝室且自由なる' l i 佼とのほか，今日までの近代建築

にない何か目新しし、ものを附加へることに依って l比目的を果さう

と試みてゐる。

地階には収容力氏x ) 人の築曾室があり，映簡と講義との用に供

せられてゐるが，照明正色彩止の巧な組合せに最も成功してゐる

] 階2膨3階が陳列撃で，その北側窓は全面透明ガラスより成

り， 陳列物に従ってう巴線の厨及ひ方向を加減するおに組子の聞に

石綿板を絞め込み得る綴Jこ設計せられてゐる。彫刻警の トップラ

イトにも同僚の設滞がある。陳列室の閣仕切は移動取外L 自由で

あり . ｾ閲 ｬ 室の背策は各積のカ ｆ テンで自由に色彩を隻ｻ七 ｌ 得る

擦に工夫せられてゐる。

5階は: f : e Lて事務室 6階には閲書館と映歯Zコ試馬室とがあ

る。

最上階の曾員倶聖書部室 ， ＢＱ室内 ￨ｬｬ 盛との関係ｾ巧に取扱ったよ

きデザインである。色彩，照明の取扱ひ方，最新式家具の自己傭等

にも多くの用示会合んでゐる。

銀I t 織筋コンクリ 【ト苦言。

(Archi t ectural  For um， August ， 1939より 〉

外 貌

2 階 陳 列 室

XI 1 0  ( アメリカ) . : : . ユーヨークの近代美術館 建築家・ Phi l i p L.  Goodwi n 及 Edwar d D. 針。ne



l 階 卒 面 図

地 下2 f " 商圏

彫 刻 陳 列 霊

ｐ 干ｾ帯］ｮ

4 階 卒 面 固

i¥ノR A  A  
，/ふl臥討/ γｾＭＭＧ 一一

I  I  I  

- ー宵ー」平二七一一且

2 階 卒 首 園

F，J M4 1  

て存" : ="- .寸 一τ サ

¥i ¥1 ¥; 

I γ J EN6 1 1  

〈アメリカ ) . : : . ユーヨークの程代美術館 建築家・ Phi l i p L.  Goodwi n 及 Edwar d D.  St one 1  1  XI  



戸宇 守 守 司 『

6 階2 f i - 商圏

合 員 f具 幾 部 室

舎 員 f具 集 部 室

XI  1  2  ( アメリカ ) ' : : ' . : 1. ーヨークの近代美術館 建 築 * .  Phi l i p L.  Gωd wi n 及 Edwar d D .  St one 
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くBaumeister. Sept.. 1939より 〉
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1 3  XI  

間

設計・ ｈｾｮ｡ T u n，hanna 

商卒

( ドイツ) ハンブルク・の獄事力行館懸賞首選案



( Baumei ster. Sept. .  1939よ り〉

。 ， ・0 側n

......_ーーーι............_ー喧.... 

地 階 卒 商 圏 l 階 卒 商 闘

外 観

ｾ＠

断 面 図

XI 1 4  ( スヰス〉チユ園" ツ包のスヰス地方博覧曹の接客罰・レストラント 趨鍍議・ J Ol eph Scbut l  



木材官官

有宣言十 F  rang Schei bler  

ホ テ ノレ

官宣言十 O.  Dreyer 

庭園 Adol f  Engl er  

一ー

くBa山 nel 坑er . Sept.. 1939より 〉

ホ テ ル I ｾ皆卒商圏

( スキス〉チユーリツ乙のスキス地方樽覧曾・木材館. ホテル 1 5  XI  



外 観

卒 商 圏

( Baumei ster， Sept.， 1939より 〉

窓よりテラス，庭ｾｾむ

XI  1  6  ( ドイツ) ハムプルグの郊外住宅 段計・ We r ne r Kal l mor gen 



外

外

l 階 卒 酉 闘

Yalova i土イスタンブルから日時2自粛程のすIにある溜泉地で

ある。 トルコの新進建築家 S. H.  E lde mが 19:14年の懸賞篇選

案全元として設計L たものである。

ペツド数は] 50ある。

( Mo derne Bau[ or men， Sept.， 19:19より〉

( トルコ ) Yal ova 温泉ホテル 建築家 ・Sedat Ha k ki  E l d e m 1  7  X  1.  



古 建 築 新 抄

ｉ 席、ｾ Ｎ ｾ

XI  1 8  

(  9  )  藤 原 義

古 建 築 復 活 時 代

ヨーロツパに於げる古興復活と同じ様 iこ、古来日 :本

の主主築界に於ても艇身その時代がゐつれ。最も級事苦な

のは鎌倉時代の末裁から室町の初期にかげでの頃であ

って、; 奈夏時代の様式に 1iX.る J仕大な堂塔が大いに復活

されれ。昭利の現代も穏h の意味で比傾向を持ってゐ

る。殊に傍寺に於ては、正に法t登再燃i湾代と云ムベ〈

各地に古式に依る主主塔t q隼倍されて行〈。それ等のJ : j l

には復活・甲斐のあるの L あれば叉古建築の阪に泌を塗

るやうなの L あり 、I時には新時代の新しい様式に依る

ものもめって、混沌1: る状態にゐるが、新様式と講す

るものは別として、古式復活のものには現代社舎との

!ij j 1系に於て種々の困緩や悩みが伴ム。それは或意味に

於ては建築の進歩でもあるが又古建築の立主事情締よ り

云へば倒落である こ とも少〈な し、。聞は昭和七年の春

よーり始めて歎年の後に完成しれ高野山金剛室長守の根本

大庭とその工事の経過を示す潟挺である。これは歎年

の日子ｾｬｒＮして復興されれ同寺金堂に引き績いて誼ら

れれもの。高野山開基以来の大塔が五回の椛災 ・災ー1--

の結果、礎石のみを苧ふじて主主存してゐ? このを塗に復

活しれものでゐる。総高約 170尺、周到な撃術的研究

を益して出来一l二つ1: 結果は普蓮の木誼塔婆 k 少しも異

るところはないが、骨絡はすべて餓骨主総筋コ y タリ

ー トから成り 、 その耳lH善得失は兎に角 、新しい試みと

して将来の復古建築に多〈の示唆を奥えるものである
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連 績 梁

迩績梁の解法 lま三曲げモ ー メY ト公式によって

容易 になし得るものでめるが、手: に示すものは米

国の Samuel Napp 氏が Engineering News- Record 

の1939年 August 3、に出 されれ もので、割合に官官

皐な方法でゐる。

01 ; ー回〉

ドー- 0 一一 「 一 一一 b 一 一 一

Fi g.  ]. One span  of  a  conti nuous  beam showing 

locati on of concentrated load for whi ch fi xed-end 

moment s are determi ned. 

記 誠

N 円今考へてゐる殺の L/I の標準梁の L/I に謝

す る比

(貫i 2固に 1kては怨準I.;?: はBC梁にとる 〉

Mc' = 各梁合単純1誌と考へ? こ場合、 集中荷重に

よる 集中高if m:! . Il 占のモ ー メY ト ※  

の

モバd

長又 計

※ C = - 7 - バンを一端悶定、 他端支持梁と考へ、

集中荷重による 閲定端のモ ー メン ト

A = C+ WU/ 8  

K = Na 

ｾ ｬ ｩ 薗 に於て 梁 ａｂ の ａ 端の ｃ

P.ab "  Cb-ト0. 5. )  

ｃ ］Ｍ ｅ Ｍｘ 一一一 工 一一一ー ］ｍ｣ ＱＮ ｾ ｢ＫｏＮ 5a)/ L  

B端のC

Pab "  ( a十 0. 5) )

= 一τ一× ー L 一 一 = Mc
1

( 叶 O. 5b)  /L  

若し ｍｾ 今考へてゐる支駄の出 ｬ げモ ｻメ ン ト と

し ML. M R 含その支駄の左、右の曲げモ ー メy

トとするなれば、各支主占に於げるモ ー メントの方

程式は次の如〈なる。

CN1-1・ Nr) M+ O. 5N1M1+0.  5Nr Mr = K  

;;(ii去の J( は この方磁式全れでもれれ文黙の iくの

他の総; f11 を決はす。

:m 2  ｩ 到に示しにのは Ｔ スパンのｾｬＺ賀 ｊ 震 で 、こ の

解法の手波が梁の下に示してゐる o *  

〈第 二 回〉

10 k  

→い- 6  ー 噌

ｷｾＱＸＰＰｌ ｴ，＠ M， 

Ｎ［［ＺＺノｾーア竺 Ｗ でァＯ，Ｂ

}

hυ 

;

 

白

内

U

-

ハ
U

-

内，‘

k

-

ー

ァ

8

4

l

J

つ

W

H

一

}← b  
← o'  - - 1 - - 9 ーいよL t b ' 10 口

ｾ＠ ｗｾ＠ II.ooolbl  M， ， ｖ ｾ＠ 800 

院初空 Ｗ 刀ｾ Ｚ ぷｾミミミミ述 ミミミ 、 ｾ 忽ｾぞ今 ｾ 笠空［Ｇ Ｎ，ｦ ＯＢＯ勿 ｾｾ
A  B  ι  D  EI 

L  11'  1  ｾＧ＠ 16' 10'  

7.0 3D 1.0  i. 0  

L/ I  60  SO 50  10.0  

n  1.'2 10 1. 6  1.0 

wL2/ 8 14.1， 3l. 7S 31.0  10. 0  

M' c  30.0  16. 8 45.0 4' .0  
。

E  11. S  1' . 04 10. 16 67.5  61.S 
。

A  ) 6 ，9  56.79 53S1 99.5  99.5  10.0 

K  44. 26 56.19 53.91 159.1 159. 2 20.0  

Fi g. 2. Arrangement 01  soluti on of a  continuous beam subj ected to  both concent rated  and 

uni form 10ads .  

肯 上表によれば B，C，D 鈷の三方程式は直ちに次

の虫11 <耳目?き q，ffる。

( 1. 2-1・ 1. 0) M d-0. 5x I. OiV2τ 44. 28+56. 79 

即ち 2. 2M，十O. Ｕｍｾ ］＠ 101. 07・… ..日・・ .( 1  )  

同様に O. 5 Md- 2. ＶｍｾＫＰ Ｎ＠ Ｘｾ Ｏ ｨ ］ ＲＱ Ｓ Ｎ＠ 11 ・ ( 2  )  

O.  81V H-3. 6 M，，= 179.  20 ・・ .. .. .. .{  3)  

第( 1) ，，1:;より Mf =..，，!..，. Ｈ ＱＰ ｉＮ ＰＷ Ｍ Ｐ Ｎ Ｕ ｍｾＩ＠
2. 2 

ｾＨＳＩ 式より ｍｾ ］ ＮＮｪ｟，｟＠ ( 179.20- 0. 8Mρ 

3.6 
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上記 2式を第 (2) 式 に代入してM
2を求むれば

2. 309M2= 150.  317  

M a  b  =  A  - ÷  M l  =  3  6  9  - 0  5弘別M

.人 賀第¥; (ωlり)，式式は

M2= 65. 10 

従て Mt = 31. 14 M
3
= 35. 32 を得。

2. 2 Mr-I -0. 6 x  36.  9- 0. 6 x O.  5 M
1
+  

0. 5M2= 101. 07 

迩淑梁の端が閲定の場合 L 方程式のU %!<I ま鎚化し

なくてよ し、 。梁ABのA端閲 定と すれば

日pち 1. 9 M
1
+O.  5' 九 =78. り と なる。

C! l t i l 口甚吉〉

木 造 ト ラ ス の 節 貼 lこコンクリート を 用 び ? こ 例※

米国のサンフランシス コの図| 後博覧舎のプオ ー 7 ・4 吋( l Ocm) の硬練りで、飯動機を入れて、充

r'の建物 lこ服用されれものでめる。この建物のス 分この五郎t司令駄の明き間の塊に 充 満せしめる。

パ y は 1361沢8 吋で、 トラλ と トラλ の間隔は40 この IOcm のスラ : / 7・のコンタ リート が打込みに

択、高さは541)J( 9 吋 める 、 大きな木i l l : ? &: 物でめる もよく 、又 j取締It q ，一帯少い。この接合結ーケ j好

構造は雨端及び棟中央の三黙を回博端にしれ三銭 で約 2. 5 t]J のコンクリ ート を要する 。コンク リー

迫持でめる o 部材{ ま大憾に於て 1 ｾ尺角の大きなも トの現合lま七メント i に主主し砂、砂利、言l' 5 の制

のを使用してゐる。 この7こめ節鮎の構造に注意す 合でE少利は鐙 5 分以ドのものを使用し1: 0 *: 1¥1の

る必製がめる。殊に闘の Lt 貼[ ま5つの郊材が相合 先 lまクレオ y - ト塗とする。

Fig. 1. Sketech shows locat ion of joint Lf in the truss; dctails indicate 

relative positi on of  steeI gussets， ti mber  truss membcrs und concrete 

compression block. 

コン クリ ー ト打込

後 2 ，盟聞は、 トラス

を古宇置し、 コ: / 11 ｾ＠

ート が充分布ｾ化して

から起霊綴で起して

まE前( t >し?二 。

上のガ七ツト鋼板

には悶示の虫1I <  7 の

密初川の穴伝ゐげ、

してゐるので、 この節黙の構造に普遁に九られぬ コンク リート 拘・の筋合の空気の抜げ道とし、又コ

手法o とつれのでめる。それは悶の右で明かなや ンクリ ート がよく行き1 J J f.つ1: か否かをみる検査l "L

うに先づ厚さ Ｅ ｕｾ のガセット鋼板の上に五 Ｓｩｨ 材を ＿ ともしすこ。

のせ、次に上のガ セ ット銅版をのせる。このヒの がール ト核合には l!.' i 4  u・l の論形ヂペル( 闘の枕

ガ七ツ ト鋼板には径 4 川の穴をめりて置< 0 ガセ 明 '1' Shear plate とあり〉を併用してめる。

ヴト鋼板 t 五部材をポールトで接合し7こ後、C の ｌｉ ＺｬＺ占以外の節ｾ，ｾＡＺｴガ七ツ ト 鋼板 、 デペル 、 ＱＱＢＮ Ｍ

穴からコンク リート を打つのでめる o 古ii 材のこの ん トの後合でめる。
( 娼口基吉〕

個別は勿論仮枠をするこれが鼠 '1' の2 x 12>Fonn 

t R日されれ所である。コ Y ク リート は最大スラン

脚} 註 Engi neering New-Recorn August  3. 193¥i 
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キ スサ

1-. 忠 也

ノL

- 工.
港 の 閲 雪道

D evelopi ng  a  T exas Ai rport 

5t i nson F ield， Muni cipal  A ir port of 5an Ant oni o， Texas， 

L eased  for Oper ation to  a  Pri vate l ndi vi dual  

( f rom T he  A merican Ci t y， 5ept .  1939 P.  63) 

多 くの市営空港では毎年妖損綴 きでめるが 5an 1501沢、長さ 4. 800択及び東北から南西へかげで、

Ant oni o で は飛行 惑を民間 の飛行家に賃貸して、 ｬ ｾ ｫ｜ ｬ＠ OO!JT{ 、長さ 3. 100! J T { のものである 。最後の滑走

飛行場の使 用料並び に照明 に要 しれ電力 に針して 路は稀に しか使用されな いが、東西方向と東南か

経貨を7支扮ひ、か、る欽; 損を? 埋め合はせて来てゐ

る。市常局では最近 にi斬〈多〈の資本を投じて、

;夜間飛行の郊の優秀なる照明設備を完成させ1: の

でゐ る。

この市必空港は西南諸州に最も早〈出来れもの

の一つでめって 、1912年に C at herine 5t i nson 夫 人

が二人の娘 と共に自家用の飛行場として建設に着

手 しれ もので、こ の空港の名は夫人の息 子 E ddie

5t inson 兵に 悶んでつりられれものでめる。彼は

こ、で繰紙色法f ! : > 皐んにのであつれ。

飛行擦の排水と照明に就いて

飛行場ーは府さ 310 エーカーで砂利を数い 1: 四つ

の滑走 路がめる 。之等の滑走路{ ま南北のー方向のも

ら西北へのも『のは1宜風の方向と 一致してゐるので

最もよく使用される。

飛 行 場 の 排水 は この;l ! H Wの 方 角 に め る R ock

Creek に向 げてなされる。滑走路の方に 向 げて遡

笥・に勾郎のめる dense なI百は 7 ラン見式の泌渠が

数設されてゐるので、飛行場のエ ロー 7 ・の尽 に中目

包- な豪雨の後でも一時間位の中に完全に排水され

るのでめる ω

この飛行場: で現在gi ti 袋されてゐるのは港粉本音E

( Admi nistrati on  B uilding) のがI の 100:只x 200択

の 荷 役 場 ( L oading  Apron) のみでj享さ 6 吋の コ

ンク リート でめる。

夜 間飛行の) ' i i の飛行広の照明技術は極〈最近に

の、胸 100 !JT{ 、長さ 2. 700i!R、東西方向のもの幅 事業准抄局 ( W. P.  A. ) の官 l' 症として完成され

150i!R、 長さ 5. 000 択、 東西から北西へかりて幅

An  air view  of  st inson  Fi eld， San  Ant oni o， by Kargl A irial  Surveys.  

1: ばかりであるが、11 ; ( 立飛行纂の全境界にー列に

並んだ白色の境界燈

CBoundary Li ght s) 

ｴｾ Ｎ民 ｅｾ 奇探訪ｾｭ 及び線

色の指導般と共に絞

りられ1: i M9i-本iIEの

上にある l唯 一 組 の

際 * 燈 ( Obst ructi on  

L ight s) でみる。

飛行場附近の電話線

'111: 1吉線、及びi I ! j } 力総

等11 . 知、て地中に埋設

されてゐて、 出11陸地

帯 ( take.off ) の過少

や術1Jl 高度の l1ti01 る

事の;局に奥にもつれ

て不幸なる災答含惹

起する懸念は全くな

L、。

5 9  XI  



T he  Quarri ed stone el dmi ni strati on BuiI ding.  San Antoni o !¥1unicipal  Ai rport 

滑走路の照明風向標 ( Fl ood Iight i ng J は 3 k wの 州 Br ownsvill e から San Ant onio  を経民して

Fl ood. l ight が 2 個、滑走路の端より 200択のとこ C hi cago に到る Braniff A ir  ways 定期航空路に

ろにゐり 、 この 2 個の F lood-l i ght に照明され1: jj そりる空洛の一つでめる。 St i nson 飛行場には三

部分の聞に三角形の影の部分が出来るが、之を照 つの市潜航空合批がめり紙、計 69人の従業員が色々

明するｾに ｬ ｫｷ の ｆ ｬ ｯｯ､Ｍｬｩｧｨｴ が補助 ｴ して用ひ な戦 ｪｾｾ 受持ってゐ る 。

られる。 5'{¥V の投光器 1i固と 1k w の投光器 2 個が こ、に興味めるところのものは; ・品務本部は失業

洛務本部の屋ヒに殺げ られて、荷役場と 絡納艇場 救i容の: ; : j J : 殺で7 t ! l t てられれので、この飛行場: の用地

( H angar  Area) を照明する。
から- l ;JJ 9  mされれ石材が用ひられてゐると云ふこ

風向持票 ( Wind tee)  も日賢明され、港E基本部の- Wf とでゐる。一階には遊ｚｩＷＺｔｾＺ、喫茶室、 ｈｾ 札執務室

にめる大きな輪郭の明戚な回中に置かれ この 中に CT icket  offi ce for the  transport line) 休恕室及び

は北を示す矢印が置かれてゐる。港務本部の屋上 支削人室 ( Manager's office) 等がめる。喫茶室 lま

にめる白色の標識俊 も最近笛・飛行場の符減 Z Nを 一日< 1. 1 ' 法治してゐる p 二階には糸魚室 代 !eather

表はす標準の線と白に鎚へられてゐる。この飛行

客の照明設備は何れも C rouse- H inds により設耐

され、新しい B.oundary Cone  は West i nghouse ｾ誌

のものである。

この飛行袋には一つ市倍の柊納庫が建て られて

ゐるが、之は現在 ( W. P. A.) の事務所及び倉庫

として使用されてゐる。 その他個人所有の金属板

Bureau off ice) 都市航空母干究室 ( Ci vil Aeronaut ics 

Aut hori ty) 奴線電信室、テレ F イプ室 (telctype

ser vice) 及び航空路用の無官主筆がゐる。

この途切の内部間仕切はp;r. さ 1 ｐｾ の石板材で、

そのま、で周ひ7こり( 之はちょっと商白い装飾的

効果 ｾ出してみるが〉その 他 片面 に は喫茶室の様

に雨前をプラスタ 1 で仕上げて月j ひてゐるのもあ

池の耐火的格納庫 6 個がmてられてゐる。金ir¥i で 、る。空港のマネジャ ーは Fred Har man で S an

ＴＵ ｾ 査の飛行がこの ｓｴ ｩ ｮｳｯｮ 飛 行場ー に めるがそのう A ntonio  rli より l昔他地' 5. ' 奥~られてゐる o 空港技

ち E dgar T  obin Aeri aI  S urveys のものが IO If 仰 ( A irport Engineer) は H . J. Wi lson でTli の;符

K argl  A erial  Surveys のものが 7 . ! f める ρ 241i寺聞 に色々な救測事業やその他空港吠普の絡の計箪を

修繕業と云ふ商貰が民間図惚の この格納庫使用者 し て ゐ る 。 ( 星 野 一 雄 〕

によって利用されてゐる。

New  Yor k に到る E ast ern Ai r Li nes 及び T exas
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本 協 舎 員 中 軍 勢 公 用 者 氏 名

前蹴夜表後に於りる本協合員中軍務公用者- 下記の迅りでめります。( 交付 111m

普通賛助員 小 泉 健 蔵事J 吉 村 光 則 者 古 川 秀 夫 君

本 協 舎 員 中 徴 用 令 臆 徴 者 氏 名

本協作員中徴! 日令目! { 徴右下記の i邑りでめります。( 交付)1院)

地 方 合 員 西 岡 喜 一 烈 組 山 JI l 夫新

普通賛助員 西 み 茂';('¥.

4 旨

員

故 橋 本 勉氏

昭和 14
/
1'- 10月4 日合員橋本勉氏病を以て逝去せ

ι る。氏は大正 6 年 3 月本合創立と同時に入合爾

来本合のTこめ箆カせられしが、 主主に長逝せらる。

絢に哀悼に禁へす' 滋に宵H官と同住居i " 掲げ諮んで市

ＱＮ 大正 Ｓ 年野村橋本ｾ築事務所を＿絡を奇す

1 . 大正 6&手3 乃本合創立と同時に入合

! 大正 8 年 9 月大臣官房建築課大|仮出 張所長心

得ｾｾ ￏｊＢ ぜらる

ト大正 15年 4 月大阪に橋本建築事務所ぞ開設綴

倍 す

l 昭和 2 年 l 月東京 に橋本建築事務所: t f t : }it事務

j祈念開設し今 日に至る

l 昭和! 41F ' 10 月4 日胃波協にて逝去享年61裁

常 務 舎 ( 第 18回 〕

時 10月 2 日午後 5 時20分 - 5 1待50分

所 陳列場5 J IJ 笠

出席者迎 ｾｊ ｪＺ 片 岡 令 長 今 林 則 合 長

坂 則 合 長

常 務 相 本 主 記 黒 田 三主 記

桜 中 主 記 岩ｾ ＺＧ 住吉Ａ

非公弁=: t . 言十 也 弁 編 1阿

議Ij. 名 編 1陀 棚 橋 編 !Iilt.

〆 怠ｾ表す。議事

1. 氏は明治 12年 9 月 4 日;続本良岡氏の三男とし 1. 都市武袋促進・委員令より委員 l 名依燭方要求

て岡山市に生る

1. 明治3J.1F' 3 月間山 1¥1照尋常' ¥'皐校卒業 ¥

l 明治36年 7 月第一高等皐校大事故科卒業

I 昨日治39年 7 月東京' i "I ' i '園大事工科建築科卒業

1. 同年 6 刃樺太民政審事業総に勤務

1. 明治40年 6 月任fi l ' 園鍛道総投手

1. 明治42年 l 月波建築事務所に勤務

のイ牛

2. 同委民合よ b経 w要求のイ4・

3. 建築祭合より忠、ｾ塔設計 図 案に閲する諮 ｩ Ａ￮ｩＺｔｉＧ

共同主催方申 tHの件

Ｔ Ｎ 図書寄贈方申 ｈｾ の件

5. 昭和 15"F ' 皮換算編成大綱方針に閲する件

6. 合員詮衡

6 1  XJ  



陳 列 努 幹 事 合 ( 第 5合〉

時 J-O月 5 日午 後 61得一 7時30分

所 陳列 務別室

Ii ! ，席者幹事長 中西

幹 事 伊 東、 小)11、黙問 、米 倉

協議事項

1. 昭和 15年 度 陳列努徹算の件

2. 二日合秋季懇親舎に附する件

3.  :J.l 品初l読 の 件

4. IH品代表者半数改選の件

主 記 曾( 第 6 回 )

時 10月 6 日正午ー午後 21待30分

所 陳列者募別室

1-1'.席者 熱 田エロ己、 イキ!Il-j. ごf.2日、 三; rIT:ドn日、

蔽 中 主 記

協絡事項

1 . i : 氏算に関する件

2. 忠、5霊塔講演舎の件

3. 合員名簿に掬するイ牛

災害強度委員舎( 第 10回〉

l時 10fl l O日 午 後 61時一 8 時

所 陳列J ; I，}>J IJ 室

出 席 者 委 員 長 渡 海

委 員 河問 、黒問、熊野、クミ同

協議事項

1. 建築物強度計算規準案第 1 ; 報接表の件

2. 向上第 2 報につき検討

ＳＮ 餓筋 コ ンクリ ート 相ｾｩｩￏ計算 間決Ｚｱｾにつき検討

‘材 料 委 員 合 〈 第 7 回〉

時 10刀12日午後 7 時30分 - 91博

所 f兵紫郊室

出 席 者 委 員 長 松 久 保

幹 事 木野山、退問

委 員 島 問、矢同

協級事項

1. モ ーラー研究所製造に係る金納について研究

するこ主

常 務 舎 〈第 19回〉

時 10月16日午 後 5 1涛50分- 7時20分

所 陳 列 務. 8
I
J室

出席者 理 事 片岡令長 今林市l市 長

I X 6 2  

坂制令長

段ｾ 松 本 院 事

常 務 黒 回 全 記 、 三 浦 主 記

液 中 主 記、久保悶= t 言十

松 井 = t 計 、 勉 弁 書 話 料

総 事

l 昭 和 15年度改算に関する件

2. 評議員.令並組、令開催日取決定のイ牛

3. 許議員辞任に制する件

4. 合政滞納者鬼置に闘するイキ

5 都市武装促準委員合より委員依蝿方要求の件

6. 倶楽音ii 室秋季大合開催のイヰ

7. 名若手賛助長推薦に仇] する件

8.10月例令中止に闘するイ牛

9 合員詮術

報 告

l 忠、芦霊塔諮i! i t合準i J l j i報 告

2. 9 月分合計報告

3. ｐＮ径召、 ｬｬｾ 計 ｩ説者報告

忠 霊 塔 に 閲 す る 講 演 会

|湾 10 Jl l9 日午後 61侍30分- 91博

所 大 ｉ ｾｩＺ 明日Ｚ新ｦ， ￧ｬ ｩｩ￭ＺｩＺ : ; ，階大廊間

lPJ 席 者 約 350 名

主 催 建 築 接 合 、 本 合 共 同 :1::催

1 . 午後 6 時30分今林本合同IJ 令長より今般大日本忠、

震紙彩舎に於て忠、窓塔設計図案の懸賞与集合議

決せられれるに付惣募者各位の1宅建築筆合と共

問中催のドに本日常講演舎を聞きれる旨 o漣 ベ

て ￟ ｦＮ ｊ 合の鮮となし ｔｾｾ 講師を Ｗ 夫々紹介す。

忠、i護士答の建設に就いて

大日本忠、窓鮫彰合常務瑳事

院 写i 歩 兵 大 佐

島 内 松 秀 氏

ｦｾＮ 、窓塔の設計と主主匠 ｬ こ就 ｌ 、て

東京常闇火主義数授

工 準 ↑ 事 士

岸 関 口 出 刀 氏

1 . 烏内大佐は建設の趣旨に就いて、 岸田 I専士 l主投

言十とな匠に就いて般事上の参考となるべき資料

を滋げて恕切なる説明めり午後 8 Ji寺30分議涼絡

了荻中本件常務より講師におし謝辞ゐり

1. 夫れより映節目本刀 、朝日= ユ ース最新成金上

映



l. 午 後 9 時薮中常務より閉舎の挨拶ゐ h一同椴合 I] J 森資一定言 語中戸市兵庫隠永 i幸町ー ノ一二0

1. 本日は関令時前より雨天となりしも閲舎前岐に 山 之 内 次 五 術 君 兵 庫 眠 川 溢 郡 川 西 町 能 勢 口 〔 自

主長期以上の聴講者参集して合場満員 t なり廃合 。 管〉

なりき 吉 岡 卯 三 郎 君 i出花岡上h高島芹| ニノ: 三二一( 株

主 ｅ に者 ｬ 市 ｭＪｾＧ ｬｊし ｩ 聴衆各位に鈴し多謝す 1 t 合討中 1-11製 鋼 所 熔 脳 総 建 設 部

後終日果〕

ｾ＠
E ヨ 員 動 静

入 曾 者 ;

舎 員

加 藤 健 吉 君 3S辺賛助員より鱒絡

材 奇 1彦君 JMI 戸rli 共康問; 小foE盈入ノ六人

( 大| 仮鍛造局制1戸保線阪〉

佐々 木左: 1 - 1 ¥震 京都市中京阪堺町 jili!lin小 路 b レ

丸木材木町( 京都市轡絡部〉

伊 東 江 : 一 宏 堺 市 南 三 図 ケ 丘 ー ノ 一二田淵|方 鈴 木 嬬 一 郎 君 府 F三島郡吹田町沼田町 二 七二

( 大阪府立今宮職工祭校〉 ・ 五〈合資合枇池田組〕

奥 弁 務 君 奈 夏 服 生 駒郡山 lijJ 大学南郡山ニ i 高 岡 昌 卒 君 京 都 市 上 京 阪 大 将 軍 一n茶l町四五

0 九( 株式令請士銭高組) ｾ＠ c材、式合制' 清水組)

大久保
京君 天王寺民民法院町六oc株 式合 谷 本 甲 子 三 君 兵原版武庫郡精道村打出主主芳竹

語土安ｩｍｾＱｩ大阪支底Ｉ 同七( 日本建築直忠告取扱株式合

首士fll L¥*且j:ー〉

片 山 信 一 君 東 町 鎗屋 町 二 ノ三( 自管〉

小 林 幸太郎君 住 吉f，l1; 山阪町四ノ 二一 ( 株式合

社浅沼組〉

中 弁 王手失君 i ! ¥i 原綿南遁二 ノノペ( 井原建築事

務 F斤〉
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昇

次
品

部

口

木鈴

悶

寺 門 間 志 将 宥 京都 市 左京阪 ｆｔＡ ，ｾ上 川原町喜紫

ｪｦｦｩ 内Ｈ立命館日ｩｉｾｾ高等工科書 ｚ

校 ) :  ｾ口 凌君 ).j t京市杉並同馬橋ニ ノ一六五

中 村 良 識 君 府 下 北 河 内 郡 大 和 田 村 大 字 横J也 Ｈ軍 ［ｩｦｊｾ ぽ ｛Ｑ 保安部建築課〉

二七三( 大阪製鉄諸機株式合社 ; 大 中 不 二 雄 君 東京市中里子阪宮間 l町四ノ三? i :i ;!喬

言宣言十謀〕

合館内 〈女 将省、主主築課〉

中 垣 納 ー 君 南 区 安1l 寺 橋3T h ーノ三五ii 有利太

i W( 原

郎 方 〈 安部組〉

rM- 谷 嘉 秋 君 住吉原住吉町九人二ノ: 六卒和荘

内〈不動J建築株式合枇〉

別j 君 来 界 的 市 五f際海岸清水利HII 張)iJj-

内( 株式合枇清水組〕

首: I霊 好 男 君 本天 市 大 和 阿 平 安 jili 三 七 ノ ニ

お光75 ｃｩｬｾＡｪ 滋Ｉ

E提 漆 初 失 君 奈叉燃磯城: 1m耳j武村内際( 株式

i 小 林 巳 之造沼横沼市j f ; 111奈 川区2f' - 川I sJ 七六 ( 横

令社竹中工務所〉

沼市投所i i l l : 築課蝿託〕

苅 橋 俊 一 沼 京区牟入町七五三( 株式合枇ギ巴ー

れ: 宍 戸 秋 ｾ ＴＺＺ 君東京市泣谷ｾ ， 五千駄ヶ谷三ノ ｊ 五四
組〉

七Ｈ日本法送電ｾＧｩｊ ￶Ｇｾ 令枇〉

松 岡 illi 吉君 大 正 区 千 島 町 七gg C合 資 令 祉 池 j 鈴 木 浅大郎君 名古屋市昭和阪商同町五ノ二三

同組) C株 式 令 枇 清水 組 名 古 屋支庖〉

宮 川 問 機君 住 吉 区 阿 倍野 筋 ニ ノ一二 : 長 谷川常三郎君 東京市目黒以; 上同県五/ 二三七

ｾｬ 浦 Ｔ 河太郎君北限曾 根崎中 ーノ三五Ｈ自 ＱＺ約 :  五五五( 抜京財務局 ijt 築部〕

三 宅 定 二 郎 君 Jlb:tEli足上路島南三ノ; 九六( 小野。星野: 絡 君 札 幌 市 外 四 山 九 丁 目 阿 部 奥 方

問祭業株式合社) C大倉土木株式合iirt)

守 山 際 議 員 君 尼崎市昭和北遁五ノ一五O C尼 。安 岡 勇吉君華北市大正町一Ｏ三一Ｈ豪湾総ｾ

崎 市 管 絃 謀 ) 1  督 府官 房後絵謀〉

6 3  Xl  
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小 悶 JE 二 君 政 京 市淡谷ｾｾｾ申書ヶ谷笹塚町ーノ

一六九本間J孟方

息 '1'  ii 主主主 ｆｉ 光ｾ 両社( 託戎八七五〉

吉 田 学 Ｒ 守三 ｦｬＩ［ ｬ 阪南牟混 ｊＮ ｭｾ ，忠 良 史村

入 1]1 l定手; 郎済 奈 ｉ 玉 県高 ｲｊｾ 城郡耳目 ｒ 村内燃三 六 ｏ

/ :=二

同図書ｾ ￜＧｉ ｾ号Ｎ tU'，j j へ

横語l i . !! 重 二 君吉岡

西 山 互t ｹ ｾ 工宕 ー 帝 ｪＧ 戸市林間隔 τ 楽町五ノー ｏ プミ
逝 木 義雄 宕

111 回 奥 入 君 I!I 悶 ] f 京 北京市東交民ョfH.;f. IJ 遁飯広三fbt 室

小限 敏一君 ( 華北交認株式合社工務部? u t 築

言県〉

鈴 木 和 失 君 東 京 市 目 f.1，' t同級ケ圧二、三凶O

〈警続出! ¥建築課〉

森 岡 康ホ; 草寺東京市本郷以来 片町四 六みづ lま

館 内 ( 嘗柄引古保安古E建築謀〉

特 別賛助長

小ｾ涙 Ｇ￬ｪｾ 男君 ヰじいｾｾ 田 村Ａ町ｊ￮Ｎ六Ｈ口 Ｚ 本潟挺工室主

I止自世子〉

凶 中 作 次 君 i苦悩Uti 問中 IUr ーノー0 入 ノ )

( 白後〉

中 .も 秀 三 君 法 院i辰巳町・ーノ ;九〈同〕

普通 賛助長

寺 井 作 男 君 兵 庫 懸 有 馬 ' 1m三愉11汀上野( 合資

合最士勝呂組三回 tH5.長所〕

ヨ 中 ji l;;宥 1付 1: 南河内郡狭 111村口野一、0

二一〉

仁王宝二王;

合 員

森 _t i告 行 宏 坂 本 義 男 君・

大村告を大IHI 君 阿部 磁吉沼

島問 儀君 卒山 容治君。

普通 賛助員

小 山 政 一 君 兵庫際飾磨官 ｲｾ 断村資畑日本拠主主

株式合 ｪ ､Ｚ府畑製 ｓ ｾｾ ￍＧ ｊｲ 新設工事 ｅ ｚ

清水産I l m張所内

た 野 七 百[i 宥 東京 市仮橋以練馬南町 て / 三六

七八

BJ 、沼 H皮斗脇信楽郡加納町 i' l i股?工ーγ

回

辻 本 三 郎，舌奈文市官幣大量土春日前I'i 祉闘賞m

遺 物1l著書型事務所内

谷村忠、Ｍｾヨ北『 ＱＷｩ 若松町五

i也 岡 達 雄 君 大 阪 市 役 所 教 育 部 建 設 諜 設 計 係

際 問

お里子正雄君 旅間忠、失沼 高 木 修震 商iJ 閏 亥之助君ー東淀川民閥次PIJ 二 七五ゑ ぴ すア

中 国 政 雄 君 秋 岡 忠 、!fu沼 木 村 久 君 バ ー ト内

ぽ亙三亙亙)

含

林

員

不二 ｣ｦ｛ 肴西淀川区係法 ｾｉｊ ー了目Ｈ株式令

話士 奥 小路餓 工 ｊ ｩｊ ｲ ＷＮ Ｇｴ ｾ 骨係〉

安 政 |径 正 宗 J{f 下北河内 i/ 日門反町古川崎三四

- ' -

ノ、

イｦ 川 Ｑｾ 三沼ー 府l' 戸市後l町二了目三和ピル置関

建築事務所内

長E 迷 宮佐; g- 東淀川以柴島 l町九七

自 ￭ｊ 川敬織［ｆＺＧ 京 都市東山 ｾＧＮｾｦ 主 ｴ￯ Ｑｩ寺東林 ｬ 町七

Ａｬ￬川越盛君 ｭ 京 ｊｈ 北多 ｉｾ ｈＯ 目立川町陸軍 ｴ ｊｩ術 川 岡 凶 江 沼 東京市西多摩郡緬生村陸軍航空

! i f f 究所工邸主事政i木工務庇内 t  本昔日 tHIJ.長JiJ r川田図光気付

* 知 忠 、 消 宕 来 天T行千代間辺四O 三七( 獄逸グ 鈴木末尾沼・兵庫I t 係武j京都武庫荘三五人減

テホ 7 !J y ヌ旦ヒユ{ テ ーオー ι 石 川 克三宕兵ｊｩｬｬ ￮ 際 川 主ｾＧｬｉ ｒ￟ＦＺ 泡［花屋敷長尾 ｬ ｩｬ

バ ーホ ー ぜン株式合社〉 く官ｾｩｩＡＡ，悶 ＱＹ ＶＳＩ
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河 合 貞 一 郎 君 京減府南大門主Eニ了闘日本生命 合j f - J - 松村組東京3芝居

ーピル( 株式合制: 大林組京城支底〉 犬 伏 ｪｪｾ 芳宕 ａ 東京昂f北多底部立川町 陸軍技術

千 原 隆 三 君 司王夫T信管楽町七六〈浦湖飛行製 i i f F 究所臣家木工務広東京支底出張

ｾ株式合社建設 Ｇｩｩ｜Ｉ 建設言果〉 前内文二百 ｔｾ 君天津市待 ｅＧｬ 広 務安街五君主 株式合

毛 刻 高 明 君 糾戸市須磨隠大手町入ノ三七 祉施畠公司〈官主代2i>!55:: 

五 十 嵐 芳 雄 君 名 古 屋 市 中 区 勝 小 路 遁 六 ノ 三 酒 井 喜 一 君 鞍 山 市 昭 和 製鋼所i"@¥: 設局建築課

株式合ii[c大林組名古屋支T.5" 所内

i予 ) 1] 忠、君千葉市春日町九九
谷 川 勝 次 郎 君 名 古 屋 市 南 限 堤 町 五 ノ 三 七O 九

)1] 村 積 三 郎 君 西 宮 市 両 岡 山 七 九 根 来 弘主守 兵庫 Ａ 際川護 ｬｾＱ 日関田村上坂部入五

清 原 潔君札開市南七{ 際西四ノ四二三 i¥ 

柴 田 四 郎 君 東 京 俄 退 局 建 築 課 宮 崎 厳重言 新京待. ! I IJ 市興安大路五O 一 白水

中 弁 新 一 郎 宥 紳 奈 川 際警察官E建築謀 ホテル六七銃

山 崎 j主 君 話'1
1戸市灘区別前町六三 山 手 li J f 吾君 ￬ｬｾ 岡市地行 ｾｉ 町一九五〈寵［ i1923 

鈴 木 啓 允 宕 川 崎 市 下 並 木 町二O 83)  

官 木 太一君宮山県芸西宮山高事前幸R閣秒台設勝呂 新居1 ' 8 : 入君米夫市大手uG%. 一六1岳地大林組氷

組出張所内 天文底内

J何 本 楠 獄 君 大阪市役所教育昔日務r;d課 尾 崎 敬 一 宕 西 宮 市 博 門 絞 濁111] 八九

翠 月 初-kJi jl 君 大 迫 市 開 策1' I'i!f.':¥土木部計重宝謀 垂 水 将宕新京侍別市阿東軍司令官Eげいの

阿 国 久一君主 j符下三島郡千里村片 11 / - - 三
五

森 本 }I国 三 定 員 ! ｽ ［ｾ＠ flr ￞ｉｾ￟ Ｂｦ ｊｊ＠ !，'& r行兵衛町一ノ六

地 方 合 員

断I 内 健 次 宕 E2t.Gh市白鳥九11汗町官;}f 三

中 西 一 郎 君 朝 鮮 平 安 北 道 雲 山郡北銭日 :本iJJ i 森 脇 圭 三 君 住 吉 区 五 滋 口 I町西ーノー

業株式合社雲富 山fJ { ( ( 山内中央土木 菊 谷 辰 f雨 君 成 島 市 二 業 ノ皐一一三

出張所内
手 代 木 善 根ti 厳島市皆賀町三ア百九六二/ 五

西 尾 寛 治 宕 中央土木株式合枇

際重土希雄草寺 陥 il l Tn丸翁町七O 網島一夫方

特別賛助員

lliJ 田 善 1事君 夜京市本郷阪ニノ四ノ六株式令

高 橋 誠 一 君 主将夫市 J) 日j文町一六大林組未天出

枇浅沼組東京修業roJf

張所内

西 村 DE右 品ljI 奈川県系鎌倉 11汀雲ノ下回O 入

小 川 官 、 治 活 小川商台建材育li Ｈ電 ｾｴＶＹＶＰ )  

(市IF，}モ川際総務部後絡課長〉

小 林 敏 夫 君 主 山 本 1自衛 f.5" ( 紅土2189)

西 這 口 武 雄 主 雪 清 津)j .f務11汀四 普i亙賛助員

野 悶 主位宕 上海天 ｩＱ ｬｩｾ 奇 二八四 ｩ 泌総式合対 ＺＢￚ ｾｉｬ官 ｅ 保 君 第 十 師国経理部工務科( 電;f.R:凡

ｾｉ Ｎ Ｇ 工務底上海文庖 71 )  

井 上 挺 - A r rf Z 京市品川広西大久保三ノ九五 2 f ' 野入十次君 毛筆紙百五繁務部事5防諜( 電銀座55

松ド 克巳宕恭天市大和応稲､Ａｬ ｾｵ ＯｲＭ ( 寵3240 2)  

1)  名 子 一 夫 君 ・ 北 風 者s島南逼二ノ四

久 同 友 吉 君 *京市 目黒区上回 m，五ノ 二三九 熊 野 j広君 梢 ｾＴ 主計 ￯ ， ｪ ＺｬｲＮｾ間門 町 二 ノ 三 ノ ー Ｐ

( 桑本建築事務所定住吉2190)

花 木 長 作 君 長崎市付ノ久保町一入五 小 谷 言 者 吉 君 第十師関経渡部工務科

有 岡 忠、次君 ・新京待Ｉｊ ｉ ｊ ｲ 甘ｾ善 ｅ 奇第五 代用官舎 高 橋 芸 評 議 活 住吉郎常ｾｾ山東 ｲ ＡＡｊ / 三三

七四九奴 吉 海 千 古 え 雪 名古屋市昭和阿茶園町四ノ 二O

城 下 政 登 君 悲 天 餓 西 l沌W) 工街四段ー銃I的洲 * 谷官三郎方

機器出張所 桝 谷 健 治 郎 君 新京待Eリ市至善E吾首三五代用官会

高 崎 ji¥:; 君 東 京 市 麹 町 民 内 幸 町 一 ノ ー 株 式 七 E百六銃
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浦 野 紋 次 郎 君 上海揚樹 ｩｬ Ｑ￬ｾ寄柊日目路大円本紡績 造工業北京出張所内

上海工容量士宅
林 田 信次主主命 Ｑ Ｑ 戸市須磨 ｾ｟ＲｊＧＭ岡 Ｑ Ｑ｜｝図ノ三三

力 日 孫 太 郎 君 兵 庫 照 明 石 軍11垂 水 町 西 垂 水 天 /
片 iJ 1 繁 日J、 君 渦i向l関図務院倍繕需1日、局後終極

下 宮廷読書奇所・

浮主盛 減君 ii1111戸市 iiilt 戸阪加納町四/ 五新三 商 峰 7瓦君 高知市 111 / 端11月九三

宮 ピル株式合討中島組〈電; 五合
片 伯 郡 鷲 男 君 t 海虫L口? 見山路三九虫記大同組

771)  

村 田 挺 ー 君 。 愛 媛 限 越 智 郡 波 止 沼 町 波 lト.済 合

上 西 信 夫 君 接支阪北: 白域昔日高回目客l町一ノ三

同主主l臨建設事務所内

0 ニ〈 官E高凶 270)

臼 井 正 三 宕 和 歌 山 市 中 ノ 底 北 ノ 了 間 臼 井義

紳 尾 ↑ 良 吾 君 日本キングライト株式合社試験

1i1l方

室( 定吹田 87)

川 床 秀 吉 君 朝 鮮 戚 興 府 中 央 町 一 / 三二

阪 本 政Ｍｾ新京待別市至誉総第五代用官舎
上野三 男 君兵庫 Ｑ 摂津名郡 ￬ｾｩ 村 ｩ 市 ＴＳＸ

Ｗ ＶＶＡ 成芹川辰彦 ー っち ＨｪｗｾｲＺ 州図図務

院 轡絡需品局倍給iE包〉

し死 亡 -j
鈴 木 秀 次 郎 君 上 回 工 務l苫〈億祇園456り

苅 悶 源二次郎君 M f 担能郡箕面村槌三七五( 第

四阿国経理 ｾｩ￟ 工務科〉
合 員

中 島 支 輝 君 奈 夏1膝山i企郡丹波市字国
橋 ヌド j也 君 昭 和 14年 10 月4 日逝去

直 江 弘 君 兵 庫 際川汲都立花村塚口明紳三
地 方 合 員

五三重e' l l t 機大林組作業所内 林 官li ［ 主 君昭利 ＱＴ ｾ ｲ 三 Ｘ 月 ＱＰ 日逝去

柴 田 耕 一 君 静岡県長演名郡長ヒ村原島を安定J iH
特別賛助員

内柴同盟盟治方.
窪 J己 主長 j台君 昭 利 1ｾ Ｎｾ ド ＱＰ n  12 日巡去

佐野政風君北京前門外郎 ｅ 事政ｾ革路 ＶＹ 浅野 Ｗｫ ｇ ｾ ＧＱｩんで哀悼の主主を ァ 茨す〉

冨且晶司日田』・ー
四 晶E 勘・... ，司圃E . . . ，. . ，園田且 E 田 a磁圃

12  

昭和 lj 年度災害強度委員曾委員氏名 ( 五十音) l [ n)

( 0印 熔 接小 委 員 色 印 風H.TI 小 委員〉

竹 中 工 務 底 大阪府建築謀 松尾 橋事足 株式合 ｾ Ｂ､ Ｚ

青 相P 貞 Ll O  '/:若 !日f 新 。岱 ヲ1: 自r; 雨

長谷部竹腰 ｭｾ 盗事務所 兵 庫11官: 往築課 大 林 組

。池 国 .1官
彦 大 it 夫 河 IJ I  l!Fl  14t 

大 阪府建山築課ー
大 林 組 中川石川建築事務所

景 正
IlJ j  企0 黒 旺| 茂 Ｑ￬ｾ＠ !日'I' 米 ￞ｩｬ ｾ＠

兵庫際建築設ー 松尾橋梁株式合枇 大阪市EE設 課

a 菅 陸 。開
場 .i't 樹 竹 イじ オミ 司手

出 征 中 出 征 中 兵庫服警防諜

谷 隆 夫 。恒 岡 {変 司' 一寸
内 ｪｾ＠ ナノτI勺コー

市中奈川阪建築課 陸軍技師 大 ｬ 奴 ｽｍｾ 築課

a 中 井 業I 一 良IS 中 島
ｪｾｬ＠

苦 型f
t口b  

禰

大 阪 府 建 築 課 大阪府ｾ築課 大阪府建築諜

長 尾 清 西 島 勇 後 t- IJ 1  ?右 11む

竹 中 工 務 底 大阪府ｾ築課 兵庫版建築課

日 lli]' 勝 好 Ll O 平 1J年 忠、 I4t  百基 十日
E町. 同JI 

14t 

西野同職工豊島校 都品工業筆校 大 林 組

堀 口 甚 tr b  a  
2示 尾 辰 雌 矢 間 信士 離

海 軍 技師 大 林 組

a 山 田 誠 渡 部 圭
ヨ広ヨヨ:
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一 一 … こ す る のlこ ;

奥ってカゐるものでみるが、又一方山口氏の t  

健筆は我々の胸を打つ多〈のものを殺する o t  

編 輯

後 記

E患が此の室の新しい メムパ ー として小河氏や

貴重量築技術者の徴用 に伶ひ現場に於げるフオ 大下氏が或はれれのは: 制闘を?金多彩 のものに

アマジの俸端なる 不足は現下の建築界に於げ すると云ム意味で度貨に耐えないのでめる。

る重要な るトピッ ク λ とし て取 りヒげられて 合員の挺の設を知1 ) 1こし 、と思って折角設げれ

居 る今目、比 の問題 ｾ￨ らえて各方面の意見 此の欄で、編特に劃する遠慮のない御注文が

を徴するこ とに し1: 。幸ひ鈴木忠、五郎氏の資 ないのを何慮となく物足りない気がする。堀

銭から に じみ出? こと ころの玉主主主ナ初め、本合 口証言氏の 2 つの文献及び星野一雄氏の空港

では周知を集めて座談合を開き本君主の待事官記 に関する文献は何れも最近の畝米事情を7知る

事としれ認であ る。 切資料7こるを疑{ まぬものである。

女 向 l;i 本放の目新し い ものとしては程久保敬 吹本年も 、切り詰めに玖算の内で、 めますと

三民や宮脇苦手氏等の寄稿があつれ こと でめる ころみと一ヶ月と云ふと ころまで遭ぎ付げて

カヘ 変 に浅野新一氏の災害に掬す る研究や森 来 1: が、改定のプ ロクラムの半分も賀行出来

口清氏の防毒に関する支那事情の報告等は、 なかっ? このを? 注憾に思って舟る。 i: ーが然し今

い づれも現下の時周 に 隠しい ｾ｡ 寝台おうきめし 後更に多数の合員からの示唆を ｾ Ｑ Ｎヰて「建築 と

1: いものでめる。 祉合 J の挺の這を切り聞いて行きすこし 、と，忠

安諌んで味の 出 る元夏氏の随当証や尾勉氏の i受 ム 〈亀井〉

第 ＲＲ 斡第 ｉｉ ｾ 武

建 築 と 社 曾 |  震 告 掲 載 料 金

菩 主主 1  1  頁 1  1  回 15，00 

l加 50銭 ( 郵 税3銭 ) 1  

毎月 l 回 l 日 受 行 定 償 12;1lJ J  6 図 C ? 36銭) I  

昭和 ＱＴ ｾ ＱＱ 刃 Ａ 日印刷昭和 ＱＴ 年 ｉｉ Ｉｊ 5 日後行

雪量仔 ・編事ff

印 刷 人

大阪市北阪朝日 ピル日本建築協舎内

印 刷 所 プラ トン 印 刷 枇

大阪市西区江戸堀南通 2 丁目 13替地

後 行 所 在 更 日 本 建 築 協 合

大阪市北区中之島 3 ノ 3 朝日ピル

電話長北 Ｉｾ ｃ ＲＳ Ｉ ＴＵＰＱ 番 Ｈ Ｙ Ｉ

振 替 口 座 大 阪 3 9 9 7 5 番

特約阪貰底 柳 々 堂 書 庖

大 阪 市 西 区 京 町 掘 現 子 板 橋 西

電 話 土 佐 堀 2 4 4 0醤

振替口座大阪2084番

戸 JII 

禁 轄 載

本盟主に掲載せるものは、一切こ れを無断にて

将軍立 し叉は単行本 iこ上梓その他 の複製行錯を

なすこと を?禁す，。

主!i l 弘頁
8，00 l 回

51、

普 』主主 1  1  頁 1  1  回 1  45，00 

rm泊 F再l頁_ )- I一一一一一一|一一一一一|一一一一一ー一一一

| 主 的 糊 加 湿 11 頁 11 回 1_ 4竺L

ｌｬ ＡｬＮ ｩｩｈｾ 設い王 ιＱ 己 竺 ｌ
ア( 中 ー 船 ト | 明 1 1 回 | 肌 00

表 紙 2 I  1 頁 1 1 回 1 60，00 

表 紙 3 45，00 
l 頁 l 回

表 紙 4 80，00 l 頁 l 回

建築事務所銭 1 回 1，50 
欄

ー

( 建築IW係業者案内〉 l 欄 5，00 l 回

ｲ ｓｬ 告掲載 ｩｾｐ 申込は本合へ直後願ひます。

本誌購ｾｾ費御注文はすべて前金で本合直接又

は待約庖へ、振替貯金又は然替で御挑込を

願ひます:。郵券代用は一割増、代金引換は 1  ｾ＠

お断り致しま す。 1 5  

ｾＢ＠ ............ ｾ甲 山一川市町民］ｾ ｾ

6 7  X l  
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